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東京女子医科大学設立の精神 

 

Ⅰ. 建学の精神 

東京女子医科大学は、1900 年（明治 33 年）に創立された東京女醫學校を母体として

設立された。東京女子医科大学の創立者である吉岡彌生は、1952 年（昭和 27 年）新制

大学設立に際し、東京女醫學校創立の主意をもって建学の精神とした。その主旨は、高

い知識・技能と病者を癒す心を持った医師の育成を通じて、精神的・経済的に自立し社

会に貢献する女性を輩出することであった。新制大学設立時の学則には「医学の蘊奥を

究め兼ねて人格を陶冶し社会に貢献する女性医人を育成する。」と記されている。 

建学の精神に基づく医療人育成の場として、1998 年（平成 10 年）度より新たに看護

学部が新設された。医療を行うものが学ぶ学府として、現在の東京女子医科大学の使命

は、最良の医療を実践する知識・技能を修め高い人格を陶冶した医療人および医学・看

護学研究者を育成する教育を行うことである。大学建学の精神に基づき、大学教育では

社会に貢献する女性の医療人を育成する。 

 

Ⅱ. 大学の理念 

東京女子医科大学の使命を達成するための教育・研究・診療の基盤となる理念は、「至

誠と愛」である。至誠は、「常住不断私が患者に接するときの根本的な心構えを短い二

つの文字のなかに言い現したもの（吉岡彌生傅）」という創立者吉岡彌生の座右の銘で

あり、「きわめて誠実であること」「慈しむ心（愛）」は教育・研究・診療の総ての場に

おいて求められる。大学およびそこに学び働くものは本学の理念である「至誠と愛」に

従って活動しなくてはならない。 
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序  言 

学 長 

 

東京女子医科大学は、社会的に自立する女性医療者の育成を建学の精神とし

て、「至誠と愛」を理念に創立され、100 年以上に渡り医学生を育ててきた。良

い医師を育てるために、良い教育を行い、優れた医療を行い、医学に係わる高い

水準の研究を行ってきた。本学は医学生が学ぶために最良の環境と教育プログ

ラムを用意している。学生にはこの環境とプログラムを最も有効に活用して学

んでもらいたい。 

本学の最新の教育プログラムは 2017 年度に改訂された MD プログラム 2011

（2011 年度 1年生より導入）であるが、その原形は 1990 年に日本で初めてのテ

ュートリアル教育、インタビュー教育（その後、『ヒューマンリレーションズ』、

『人間関係教育』、そして 2018 年度には『「至誠と愛」の実践学修』に発展）、そ

して関連領域全体を理解して学ぶ統合カリキュラムである。 

 MD プログラム 2011 では、学生が学ぶ目標、すなわち自分が卒業するときに達

成すべき知識・技能・態度の専門的実践力をアウトカム、アウトカムに到る途中

の目標をロードマップで示した教育プログラムが導入された。2017 年度の改訂

では、医師としての実践力の基本を学部卒業時に達成するための臨床教育の改

善が行われた。2018 年度には医師の態度、振る舞い、倫理、コミュニケーショ

ン力、女性医師キャリアなどを、創立者が臨床で常に実践した信念である「至誠

と愛」の理念で現代の医療に実践するカリキュラムとして、従来の『人間関係教

育カリキュラム』を改訂し『「至誠と愛」の実践学修』と改称した。本学の教育

は、至誠と愛を実践する良い医師となるための教育であるが、学生は本学で学ぶ

その意義を認識し、本学の卒業生となる自覚を持って学修してもらいたい。 

 どのように学修するかが示されているのが、この「学修の手引き」である。学

生、教員がともに学修の目標、方法、内容、評価を共通に理解することが、良い

教育が行われる一つの要素である、この手引きが有効に活用されることを望む。 
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東京女子医科大学の目的 

 

 本学は、教育基本法および学校教育法に基づき、女子に医学の理論と実際を教授し、 

創造的な知性と豊かな人間性を備え、社会に貢献する医人を育成するとともに、深く 

学術を研究し、広く文化の発展に寄与することを目的とする。『学則第 1 条』 

 

 

医学部の教育目標 

 
 将来医師が活躍しうる様々な分野で必要な基本的知識、技能および態度を身に体し、 

生涯にわたって学修しうる基礎を固める。 

 すなわち、自主的に課題に取り組み、問題点を把握しかつ追求する姿勢を養い、医 

学のみならず広く関連する諸科学を照覧して理論を構築し、問題を解決できる能力お 

よび継続的に自己学修する態度を開発する。さらに、医学・医療・健康に関する諸問 

題に取り組むにあたっては、自然科学にとどまらず、心理的、社会的、論理的問題等 

も含め、包括的にかつ創造的に論理を展開でき、様々な人々と対応できる全人的医人 

としての素養を涵養する。 
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東京女子医科大学医学部における４つのポリシー 

 

ディプロマ・ポリシー (卒業認定・学位授与の方針) 

 

卒業時には定められた授業科目を修了し、学修成果（アウトカム）に示す「医の実践力」と「慈

しむ心の姿勢」を修得して以下の能力を備えることが求められます。 

 

1. 医師としての基本的診療能力を持ち、考え、行動することができる。  

2. 自ら問題を発見し解決する能力を持つ。  

3. 医学の発展、変化する地域や国際的な医療に適応する科学的および臨床的思考力を持つ。  

4. 安全な医療を行える能力を有する。  

5. 生涯にわたり女性医師として「至誠と愛」の理念を持ち、振る舞い、自立して社会に貢献する

意思を持つ。  

 

 要件を満たした者には卒業を認め、学士（医学）を授与します。 

 

カリキュラム・ポリシー (教育課程編成・実施の方針) 

 

卒業時に達成すべき医師として必要な基本知識、技能および態度を「医の実践力」および「慈し

む心の姿勢」として示した学修成果（アウトカム）を達成し、建学の精神に沿って自立して社会に

貢献する医療者となる基礎を体得し、大学の理念である「至誠と愛」を生涯に亘り実践するカリキ

ュラムが構築されています。アウトカムを達成するための段階的な目標はロードマップとして示さ

れ、様々なカリキュラム、学修法によりロードマップとアウトカムを達成します。 

 

「医の実践力」の学修は、1年次から 6年次まで関連した専門領域が統合（水平的統合）された

セグメントとして 10に区分されたカリキュラム、および縦断的カリキュラムとして「情報処理・統

計」、「国際コミュニケーション」および「基本的・医学的表現技術」を 6学年通して統合（垂直的

統合）し学修します。「医の実践力」に含まれる、自主的に課題に取り組み、問題点を把握しかつ追

求する姿勢を養い、医学のみならず広く関連する諸科学を照覧して理論を構築し、問題を解決でき

る能力および継続的に自己学修する力を、テュートリアル、チーム基盤型学修、研究プロジェクト

等の能動学修プログラムおよび各セグメントにおける実習を通じて学びます。 

 

「慈しむ心の姿勢」の学修は、専門職としての使命感、倫理感、態度、女性医師としての特徴、

キャリア、リーダーシップとパートナーシップ、コミュニケーション、医療安全、チーム医療等を

体得する「『至誠と愛』の実践学修」が水平的ならびに垂直的に統合され 6年間を通して学びます。

一部は、セグメント科目やテュートリアルでも学びます。 

 

医師となる訓練として、1年次から段階的に患者さんと接する実践の場やシミュレーション等で

学ぶ機会が設けられ、4年次修了までに「医の実践力」および「慈しむ心の姿勢」の学修を含め、

医師としての基本的知識、技能、態度の修得が求められ、さらに 5年次から 6年次では指導者の下

で診療に参画して学修する診療参加型臨床実習を行い、卒業までに医師としての基本的診療能力を

持ち、考え、行動できるように学修します。 

 

医師としての素養、国際的医療実践、組織・社会の先導力を涵養するために、選択科目、国外で

の臨床実習、リーダーシップ学修の機会が提供され、学生が自分の個性を伸ばすため、医療者の新

しい役割を認識するために活用できます。 
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セグメント、縦断的カリキュラム、テュートリアル、「『至誠と愛』の実践学修」の学修成果は、

それぞれの学修目標に照らして、筆記試験、レポート、技能試験、態度・姿勢の観察評価により総

合的に評価され、学年毎に定められた科目・単位の修了により、次学年に進級します。また、各科

目の評価を GPA (Grade Point Average)として評価し進級の要件とします。さらに、共用試験とし

て行われる 4年次の CBT (Computer Based Testing)、 OSCE (Objective Structured Clinical 

Examination)、P-SAT（Problem-solving Ability Test）、ならびに 6年次の Post-CC (Clinical 

Clerkship) OSCEは、進級の要件となります。進級の認定が得られなかった場合は、翌年に限り同

一学年の全必修科目を再履修し、再度評価を受けます。 

 

アウトカム・ロードマップの評価は、それぞれの科目試験、「『至誠と愛』の実践学修」評価、テ

ュートリアルおよび実習の観察評価、臨床実習のポートフォリオ評価等から、関係する評価を統合

して学修成果（アウトカム）に沿って評価を行います。 

 

アドミッション・ポリシー (入学者受入れの方針) 

 

自らの能力を磨き、医学の知識・技能を修得して自立し、「至誠と愛」を実践する女性医師および

女性研究者となるために、学修者自身が問題意識をもち、自らの力で知識と技能を発展させていく

教育を行います。 

医師を生涯続ける意志を持ち、幅広い視野を身につけ、自ら能力を高め、問題を解決していこう

とする意欲に燃えた向学者で、以下のような人材を求めます。  

医学部が求める入学者像 

1.きわめて誠実で慈しむ心を持つ人  

2.礼節をわきまえ、情操豊かな人   

3.独立心に富み、自ら医師となる堅い決意を持つ人  

4.医師として活動するために適した能力を有する人 

 

本学で学修しようとする者には、本学の建学の精神と大学の理念を理解して学ぶことを求めま

す。その上で、本学のカリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）に沿って学修して､学

修成果（アウトカム）を達成し、ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）を満たし、

生涯に亘り医師として、女性医療者として自立して多方面で活躍する人材を、多様な方法により選

抜します。 

一般入学試験においては、高等学校等における学修成果の評価を筆記試験で、また医師となる適

性、使命感、将来継続して女性医師として社会に貢献する心構え、そして「至誠と愛」の理念の下

に本学で学びディプロマ・ポリシーを達成する意思を面接、小論文、適性試験により評価します。 

一般推薦入学試験では、高等学校等における知識・技能・態度の学修成果や医師となる適性を高

等学校の推薦書等に基づき評価し、さらに医師としての使命感、将来継続して女性医師として社会

に貢献する心構え、そして問題を発見し、学修し、解決する自ら学ぶ力、「至誠と愛」の理念とカリ

キュラム・ポリシーを理解して学びディプロマ・ポリシーを達成する意思を面接、小グループ討

論、小論文、適性試験により評価します。 

「至誠と愛」の推薦入学試験では、本学の建学の精神、大学の理念を継承し、生涯医療者として

社会に貢献する意志をもつ優秀な者を受け入れるため、3親等以内の親族に本学医学部同窓会至誠

会の会員または準会員がおり、高等学校等の推薦に加えて、至誠会の推薦を受けた者を対象とし

て、面接、受験生の建学の精神についての理解を問う小論文、適性試験により評価します。 

指定校推薦入学試験では、指定校からの推薦書から本学の建学の精神と理念を理解しカリキュラ

ム・ポリシーおよびディプロマ・ポリシーに適性の高い志望者であることを確認し、さらに志望者

に対して医師となる使命感、適性、将来継続して女性医師として社会に貢献する心構え、「至誠と
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愛」の理念の下に本学のカリキュラム・ポリシーを理解して学びディプロマ・ポリシーを達成しよ

うとする強い意思を、面接、小グループ討論、小論文、適性試験により評価します。 

入学までに期待する学修項目は、社会、医療を先導する女性医療者となる確固たる意思の醸成、

専門職に求められる自らの学修を振り返りながら新たな課題を発見し問題解決する学び方、考え方

の学修、ひと、特に病めるひとに相対する医療者が持つべき態度、心配り、倫理観を学ぶ基盤とな

る、人と交わる力の醸成です。 

 

アセスメントポリシー 

 

入学時にはアドミッション・ポリシーを満たす人材か、在学中はカリキュラム・ポリシーに則っ

て学修が進められているか、卒業時はディプロマ・ポリシーを満たす人材となったかを以下の基準

で評価します。 

 入学時 在学中 卒業時 

大学 

（機関レベル） 

 

入学試験  

入学時調査 

休学率・退学率・学生

調査・課外活動状況 

学士授与（卒業）

率・国家試験合格

率・大学院進学率・

就職率・学生調査・

アンケート調査  

医学部 

（課程レベル） 

 

入学試験  

入学時調査 

進級率・休学率 

退学率・試験結果 

GPA・ポートフォリオ・

共用試験 CBT・共用試

験 OSCE・Mini-CEX・

実習評価・学生調査・課

外活動状況  

卒業試験・Post CC-

OSCE・学士授与

（卒業）率・国家試

験合格率・ストレー

ト卒業率・大学院進

学率・就職率・アン

ケート調査  

学部科目レベル 入学試験  単位認定・定期試験・

レポート評価・実習評

価・小テスト 

出席率・至誠と愛の体

得度・ポートフォリオ・

授業評価アンケート 

 

大学院医学研究科 

（課程レベル） 

 

入学試験  

入学時調査 

進級率・休学率・退学

率・単位認定・レポー

ト評価・研究計画書・

研究指導状況報告書・

中間発表会評価 

学位授与率・修了

率・学位論文の IF・

就職率・学生調査・

アンケート調査  

大学院科目レベル 入学試験  単位認定・レポート評

価・研究計画書・研究

指導状況報告書・中間

発表会評価 

 

 

学部学生では、科目等では合格基準として詳細は学修の手引きに示し、進級については、及落判定基

準として学生便覧に示します。大学院生に関しては大学院便覧に示します。継続的に形成的評価を行

い、学生への指導に使用します。また、その結果の学修成果（達成度）を評価するために、決まった

時期と数の総括的評価を実施します。これらの評価は、教学 IR 室での解析等によって評価そのもの

の事後評価を行い、信頼性と妥当性を最大化します。  
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MD プログラム 2011 改訂版について 

 

東京女子医科大学医学部で医学を学ぶことは、大学の理念を受け継ぎ、社会に貢献する

力を持った医師を目指して学修することである。医学部は 110 年を超える歴史の中で女性

医師を育てるための教育に力を入れてきたが、平成 29 年度新入生から新たなカリキュラム

を導入した。新カリキュラムは、それまでのカリキュラム MD プログラム 2011 の良い点を

踏襲しつつ、現代社会のニーズあるいは日本と世界で求められる、医師像を「至誠と愛」

の理念のもとに達成することを目指す。 

 

MD プログラム 2011 改訂版は４個の包括的目標を持つ。 

1） 卒業時に基本的知識を持ち、医師として考え行動し、振る舞うことができる実践力を

持つこと。 

2） 学生が自分の目標を知り、自ら実践力を高められる教育となること。 

3） 科学的思考力と臨床的思考力を持つこと。 

4） 女性医師としての特徴をもち、基本的診療能力を備え、地域や国際を含めた現代の医

療および医療ニーズに即した実践力を獲得すること。 

 

MD プログラム 2011 改訂版は、以下の特徴を持つ。 

1） 知識だけでなく技能と態度を備えた実践力の最終目標をアウトカム、途中の目標をロ

ードマップとして具体的に示し、学生が入学時から最終目標に向けてどのように自己

開発をしたらよいかを明示し、またその達成度を評価する事により学生が長い学修期

間の中で目標と動機を失わないようにする。 

2） 臨床的能力を高めるため、高学年の臨床実習開始前に臨床的思考力、技能、態度の学

修を充実させ、実践的臨床実習を行う。 

3） 基礎と臨床、知識と技能を統合して学ぶ統合カリキュラムを前カリキュラムから引き

継ぎ、自ら問題を見つけ、科学的・医学的に且つ人間性を持ち、問題解決のための思

考力を講義・実習・テュートリアル教育を通じて学ぶ。 

4） 医師としての人間性・倫理・使命感・態度を育成する「至誠と愛」の実践学修を行う。 

5） 医の実践力の一部となる基本的・医学的表現技術、情報処理・統計、国際コミュニケ

ーションを 4 ないし 6 年間継続して積み上げる縦断教育を行う。 

6） 医療を支える科学に自ら触れる機会を通じて、研究の面白さを知るとともに医師が持

つべき研究的視点を学ぶ。 

7） 女性の特性を意識した医療者となるための学修を行う。 
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地域医療 
プライマリケア 
専門医療 

医学研究 

未知の問題
に取組み解
決する力 

自己開発 

至誠と愛 

女性医師 

キャリア形成

医の 実践 力

（知 識・ 技

能・臨床的思

考力・科学的

思考力） 

慈しむ心の 
姿勢 
（医師として

の姿 勢・ 態

度・使命感・

人間愛・協働） 

学部教育を通じて達成する医師としての実践力 

 

医学部の学修を通じて修得する実践力は、医の実践力と慈

しむ心の姿勢に分かれる。医の実践力は主として知識・技

術とその応用に関する 6 個の中項目、慈しむ心の姿勢は医

人としての態度・情報と意志を疎通する能力・使命感・倫

理感・専門職意識などに関する 5 個の中項目に分かれ、そ

れぞれに数個のアウトカムが定められている。アウトカム

は卒業時までに達成すべき目標の包括的目標であるが、低

学年（1/2 年）、中学年（3/4 年）、高学年（5/6 年） 

で達成すべき具体的目標をロードマップとして表してあ

る。 

アウトカム・ロードマップは各教科の目標ではなく、学修の積み重ねにより修得すべき実際に自分で

できる力、実践力、を示したものである。学生は、最終目標を見据えて学修段階に応じた目標を持ち、

教員はそれぞれ担当する教育の中で、全体像のどの段階を学生が学ぶべきかを理解して教育にあたる

ために全体が示されている。学生の評価も、科目として受ける試験などによる評価と共に、様々な評

価情報を組み合わせたロードマップ評価を行い、学生の到達度を認識できるようになる。 

 

以下にアウトカムを示す。 

Ⅰ 医の実践力 

1. 知識と技能を正しく使う力 

A. 医学的知識を医療に活用できる。 

B. 診断・治療・予防を実践できる。 

C. 基本的技能を実践できる。 

2. 問題を見つけ追求する力 

A. 解決すべき問題を発見できる。 

B. 問題を深く追求できる。 

C. 未知の問題に取り組むことができる。 

3. 問題解決に向け考え実行する力 

A. 適切な情報を集め有効に活用できる。 

B. 解決方法を選び実行できる。 

C. 結果を評価できる。 

4. 情報を伝える力 

A. 患者に情報を伝えることができる。 

B. 医療情報を記録できる。 

C. 医療者と情報交換ができる。 

全人的医人としての実践力と姿勢
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5. 根拠に基づいた判断を行う力 

A. 臨床・基礎医学の根拠を発見できる。 

B. 根拠に基づいて診療を行える。 

6. 法と倫理に基づいて医療を行う力 

A. 医療者としての法的義務を理解し守れる。 

B. 医療倫理を理解し実践できる。 

C. 研究倫理を理解し実践できる。 

D. 社会の制度に沿った診療を行える。 

 

Ⅱ 慈しむ心の姿勢 

1. 患者を理解し支持する姿勢 

A. 患者の意志と尊厳に配慮できる。 

B. 家族・患者周囲に配慮できる。 

C. 社会の患者支援機構を活用できる。 

2. 生涯を通じて研鑽する姿勢 

A. 目標を設定し達成するために行動できる。 

B. 社会のニーズに応えて研鑽できる。 

C. 自分のライフサイクルのなかでキャリアを構築できる。 

D. 自分の特性を活かした医療を行うために研鑽する。 

E. 専門職として目標を持つ 

3. 社会に奉仕する姿勢 

A. 社会・地域で求められる医療を実践できる。 

B. 医学研究を通じた社会貢献ができる。 

4. 先導と協働する姿勢 

A. 自分の判断を説明できる。 

B. グループを先導できる。 

C. 医療チームのなかで協働できる。 

5. ひとの人生へ貢献する姿勢 

A. 患者に希望を与えられる。 

B. 後輩を育てることができる。 

 

次にそれぞれのアウトカムを達成するためのロードマップ（中間目標）を示す。 
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カリキュラムの構造 

 カリキュラム（教育計画）は、学生が実践力を持つ医師になるために限られた時間のなかで最大の学

修を得られるように構築されている。学生には、全てのカリキュラムに参加して最終目標を達成する

ことが求められる。 

 

 医学部カリキュラムの全体構造は、初めに人体の基本構造と機能を 2 年前期までに学び、次に医療

を行うために必要な臓器・器官系の正常と異常、臓器系をまたいでおこる全身的異常、人の発生・出

産・出生・成長・発育・成熟・加齢の正常と異常を 3年後期までに学ぶ。4年前期は、全身的な変化と、

社会・法律・衛生・公衆衛生と医学の関わりを学び、医療を取り巻く環境を理解する。そして 4 年後期

は、5年の臨床実習に備えた臨床入門を学ぶ。臨床入門は、基本的臨床技能を学ぶだけでなく、画像・

検査などの臨床的理解、臨床推論の進め方などの臨床的思考力、麻酔・救急などの全身管理に係わる医

学を学び、5年の初めから医療の中に入って臨床実習を行えるようになるための仕上げとなる。臨床実

習への準備は、総合試験（共用試験 CBTおよび問題解決能力試験）、共用試験 OSCE などで評価される。

5年から 6年前半の臨床実習では、見学するのではなく参加する意識で実習を行って欲しい。臨床実習

では、地域医療・プライマリケアなど現代の日本の医療に求められる領域、国外留学など国際的医療に

係わる機会、基礎医学を学ぶ機会などが設けられ、且つ学生が自分のキャリアを考えて学修の場を選

べるようになっている。6年後期は、6年間の学修の総括と卒業認定のための評価に充てられる。 

 

 学年毎に進むカリキュラムとは別に縦断的カリキュラムがある。これは、学生が 4 もしくは 6 年間

で継続して自己開発する必要のある科目で、縦断教育科目と呼ぶ。 

 

６年間のカリキュラム全体図 

前期

(4月～7月)

後期

（9月～3月）

臨床診断総論/循環器系

呼吸器系/腎尿路系/生殖器系/妊娠と分娩

消化器系/内分泌系/栄養・代謝系

新生児・小児・思春期/加齢と老化、臨終

脳神経系/精神系/運動器系/

皮膚粘膜系/聴覚・耳鼻咽喉系/眼・視覚系

臓器・器官系の構造と

機能の正常と異常１

臓器・器官系の構造と

機能の正常と異常２／

人の一生

臓器・器官系の構造と

機能の正常と異常３／

医学研究

全身的な変化と医
学／医療と社会

テ

ュ
ー

ト
リ
ア
ル
・
T
B
L

人体の構造と
疾患の基礎

人体の基礎

人体の機能と
微細構造

人体の基本的構造と機能/
人体の防御機構

「
至
誠
と
愛

」
の
実
践
学
修

2年

前期

後期

後期

セグメント3
人体の発生と全体構造/

疾患の成り立ちと治療の基礎

セグメント4

1年

セグメント1

セグメント8 臨床入門 臨床入門

5年
セグメント9

医療と医学の
実践

研
究
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

3年

前期 セグメント5

後期 セグメント6

4年

前期 セグメント7 全身的な変化/医学と社会

基
本
的
・
医
学
的
表
現
技
術

国
際
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン

情
報
処
理
・
統
計

選
択
科
目

セグメント2

前期

診療参加型臨床実習（研究実習）
後期

6年

前期

セグメント10
全体統合・

総合達成度評価
卒業試験

後期
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週間の授業予定 

 学生は全ての授業に出席し能動的に学ぶ事が求められる。 

 医学部の時間割の特徴は、テュートリアルを中心に十分な自己学修の時間が確保されているこ

とである。自ら目標を定め能動的に学ぶことで医師となっても使い続けることのできる知識の活

用を修得するように、授業・実習のない学修時間が確保されている。 

 

Segment4 時間割 

5 6

曜 9：00～10：10 10：25～11：35 12：30～13：40 13：55～15：05 15：15～16：25 16：35～17：45

時限 1 2 3 4

(14：00～15：40) (15：50～17：00)
月 講　義 講　義 自己学修

講義/実習

テュートリアル 自己学修

火 講　義 講　義

水 講　義 講　義 講義/実習 講義/実習

講義/実習 講義/実習

自己学修

選択科目 選択科目

(15：20～16：30) (16：45～17：55)

テュートリアル 自己学修

(14：00～15：40) (15：50～17：00)
木 講　義 講　義

金 講　義 講　義 講義／実習 講義/実習 講義/実習
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セグメント4 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020年8月31日～2021年3月4日 
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Ⅰ セグメント4 の学修内容 
 

第 2 学年後期に相当するセグメント 4 では「臓器・器官系の構造と機能の正常と異

常」を中心テーマとして学修する。いよいよ本格的に病気が登場する。臨床科目の登

場である。 

病の人を診察し診断する過程には患者の示す様々な生体情報を、患者の訴えを聞く

ことから始まって、診察、検査へと進むプロセスがある。この理解のために「臨床診

断総論」がある。そしてそれぞれの「臓器･器官系の構造と機能の正常と異常」シリー

ズの始めとして「循環器系」「呼吸器系」「腎尿路系」「生殖器系」「妊娠と分娩」

がある。 

これらの科目はシリーズの始めだが、きわめて重要な臓器・器官であり、全ての臨床

科目の理解に必要な内容が含まれている。循環器系、呼吸器系、腎尿路系では科目名

には 1，2 と分けて記され、1 では（たとえば循環器系 1）構造と機能を主体に、2 で

は（たとえば循環器系 2）診断、検査、治療を中心に学ぶ。第 2 学年で学ぶこれら重

要な臓器についての集中的講義実習は、この後第 5 学年の臨床実習まで扱われない。

セグメント 4 で十分な理解をすることが要求され、この先のセグメントで疑問になっ

たときにはいつでも振り返る学修が必要である。生殖器系の 1，2 はそれぞれ男性生殖

器、女性生殖器に分かれている。また、妊娠と分娩では妊娠、分娩、産褥それぞれの

正常と異常を対比させて学修する。 

縦断科目も教育の柱であるテュートリアルを中心として、「至誠と愛」の実践学修

では医療対話、解剖慰霊祭実習などがあり、情報処理・統計の講義数も多い。とくに、

医療対話では外来患者と実際に対話する実習が持たれ、解剖慰霊祭実習では看護学部

と合同のワークショップが計画されている。縦断科目においても臨床を意識した構成

となっている。 

臨床科目が始まった事により、医学生としてのより高い自覚につながるであろう。

これまでの基礎科目の十分な復習と、臨床科目の向こう側にいる病の人を見据えた確

実な学修が要求される。 
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Ⅱ 到 達 目 標 
A. 包括的到達目標（セグメント4） 

 

1.  臨床診断のための生体情報を論ずることができる。 

1）医療面接 

2）身体診察法 

3）画像診断 

4）検体検査 

5）生体機能検査 

 

2.  循環器系の構造と機能の正常と異常について論ずることができる。 

1）循環器系の構造と機能 

2）循環器系の診断と検査の基本 

3）循環器系の症候 

4）循環器系の疾患 

 

3.  呼吸器系の構造と機能の正常と異常について論ずることができる。 

1）呼吸器系の構造と機能 

2）呼吸器系の診断と検査の基本 

3）呼吸器系の症候 

4）呼吸器系の疾患 

 

4.  腎尿路系の構造と機能の正常と異常について論ずることができる。 

1）腎尿路系の構造と機能 

2）腎尿路系の診断と検査の基本 

3）腎尿路系の症候 

4）腎尿路系の疾患 

 

5．生殖器系の構造と機能の正常と異常について論ずることができる。 

  1) 生殖器系の構造と機能 

  2) 生殖器系の診断と検査の基本 

  3) 生殖器系の症候 

  4) 生殖器系の疾患 

 

6．妊娠と分娩の経過と転帰の正常と異常について論ずることができる。 

  1) 正常妊娠と妊娠中の異常 

  2）正常分娩と異常分娩 

  3) 正常産褥と異常産褥 
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B. 科目別到達目標  
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[臨床診断総論] 

 

科目責任者：土谷 健（血液浄化療法科） 

 

大 項 目 中  項  目 小  項  目 

Ⅰ．医療面接 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ．全身の身体 

診察法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ．局所の身体 

診察法 

 

1．主訴 

2．病歴 

3．出生・発達歴 

4．既往歴 

5．社会歴 

 

6．家族歴 

7．月経・妊娠・分娩  

  歴 

8．生活歴 

 

1．顔貌、顔色 

2．精神状態 

 

3．体格、体重、栄養 

4．Vital sign（脈拍、呼

吸、体温、血圧） 

5．姿勢、歩行 

6．皮膚、粘膜、爪 

 

7．リンパ節 

8．浮腫 

 

 

1．頭頸部の診察 

 

 

 

 

 

2．呼吸器、胸壁の診察 

 

 

3．心、脈管系の診察 

 

 

 

 

 

 

1）服薬、輸血 2）予防接種 

1）居住歴 2）職歴 3）結婚歴 4）海外渡航

歴 5）学歴 6）宗教 7）経済状態 

 

 

 

1）喫煙 2）酒 3）食物 4）生活行動 

 

 

1）意識障害 2）知能（見当識、記名、記憶を

含む） 3）感情状態（不安、抑鬱） 

1）身体計測 

 

 

 

1）視診 2）触診 3）理学検査（硝子圧法、皮

膚描記法） 

1）触診 

1）視診 2）触診 

 

 

1）視診 2）触診（甲状腺） 3）聴診    

4）眼検査（眼球、眼底、蛍光眼底検査、結

膜、眼位、視力、視野、眼圧、瞳孔反応、色

覚・光覚、屈折・調節、隅角検査、電気生理的

検査） 5）鼻検査 6）聴力検査  7）眼振

検査 8）味覚検査 

1）視診（胸郭とその運動） 

2）触診（声音振盪、乳房） 3）打診 4）聴診 

5）バチ指 

1）視診（心尖拍動、動脈拍動静脈怒張）   

2）触診 3）打診 4）聴診（心音） 
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大 項 目 中  項  目 小  項  目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ．画像診断 

 A．画像診断の基礎 

 

 

 

 

B．画像による臨床

診断 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ．検体検査 

 

4．腹部の診察 

 

 

 

 

5．骨盤内諸臓器の診察 

6．神経系の診察 

 

 

 

 

7．筋の診察 

 

 

 

1．電解放射線の種類と

性質 

2．放射線の単位と測定 

 

3．非電離放射線 

1．単純 X 線像 

 

2．CT 像 

3．放射線核医学検査 

 

4．磁気共鳴画像

（MRI） 

5．超音波（エコー）検

査 

6．内視鏡検査 

 

1．血液一般検査 

 

2．生化学検査 

 

 

 

3．喀痰、尿、便、髄液 

 

 

 

1）視診（膨隆、静脈怒張）  

2）触診（肝・脾、腫瘤、Courvoisier 徴候）  

3）聴診（グル音、血管雑音）  

4）厚痛・叩打痛（胆嚢、膵） 5）打診（濁音

界、波動） 6）知覚過敏帯 7）筋性防御 

1）視診 2）触診 3）双手診 

1）脳神経症状の検査 2）運動機能検査   

3）反射検査 4）知覚検査 5）起立・歩行検

査 6）自立神経機能検査 7）髄膜刺激症状

検査 8）講音・言語検査 9）失語・失行・

失認の検査 

1）視診・触診（変形、筋委縮） 

2）筋力テスト 3）肢位 

 

 

1）放射線の種類 2）発生装置 3）放射線の

線質 4）放射線同位元素 

1）単位（照射線量、吸収線量、線量当量、放

射能） 2）測定 

1）電波 2）レーザー 3）赤外線と紫外線 

1）単純 X 線写真（胸部、骨・関節、脊椎、腹

部、頭蓋・顔面） 

1）CT 写真（頭部、頸部、胸部、腹部） 

1）シンチグラフィー（ガリウム、テクネシウ

ム、タリウム） 

1）MRI（頭部、頸部・脊椎、胸部、腹部） 

 

1）胸部・腹部エコー 

 

1）気管支鏡、上部・下部消化管内視鏡 

 

1）血算 2）止血機能検査 3）造血能・溶血

に関する検査 

1）血糖 2）蛋白 3）含窒素成分 4）脂質 

5）生体色素 6）酵素 7）電解質 8）重 

金属 9）微量元素 10）ビタミン 11）ホル

モン 12）血中薬物と代謝産物 

1）尿検査 2）糞便検査 3）喀痰 4）脳脊

髄液検査 5）穿刺液（胸水、腹水） 
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大 項 目 中  項  目 小  項  目 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅵ．生体機能検査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅶ．ME 機器 

 

4．免疫検査 

 

 

 

5．微生物検査 

 

6．病理検査 

 

1．呼吸機能検査 

 

2．心機能検査 

a．血圧 

b．心電図 

c．心音図 

3．腎機能検査 

 

4．脳波 

5．筋電図 

 

1．臨床検査機器 

 

2．治療機器 

1）感染免疫 2）自己抗体 3）補体 4）免

疫グロブリン 5）アレルギー 6）細胞免

疫、食菌能検査 7）移植免疫 8）腫瘍  

マーカー 

1）材料採取法 2）染色法 3）培養同定法 

4）抗菌薬の感受性テスト 5）細菌別検査 

1）組織診 2）細胞診 

 

1）スパイロメトリー  2）フローボリューム

曲線 3）血液ガス 4）その他精密機能検査 

1）原理 2）波形診断 

 

 

 

1）GFR  2）RPF  3）PSP 試験 4）尿細管

機能検査 

1）波形診断 

1）波形診断 

 

1）機器の理論 2）検体検査装置 3）生体機能

検査装置 4）監視装置 

1）生体機能維持装置（人工呼吸器、心臓ペース

メーカー、人工腎臓など） 

2) 複合デバイス  3) 薬事法，医療機器分類，安

全性 
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35



���������	 
�
�����
���� ���� ��� �������� ������������������  !"#$%&'()*+�,-'(.�/01)23+�� 45�67�89:;<=>?�@���������� A�
�
����+BCD�����E.BFG�H	 
�
�������I�� J��� ��� �������� �����������������  !KL)�+� MNOP M&'(PQRST�/01)23+�� UV�WX�89:;<=>?�@���������� D�����.YA�
�����
�.�Z	 
�
�������I�� [��� ��� �������� ���
��������������  !KL)
+�\]^P_`abK'�/01)23+�� UV�WX�89:;<=>?�@���������� A�
�������.�
	 
�
�������I�� c��� de� fgde�� �
�������*�������� h2fg)
+�ijk%fg�/01)23+�� lm�nopq�rstu�vwxm�yz{|�}~��������W������89:;<=>?�@���������� D�����E�
��	 
�
�������I�� ���� de� fgde�� ������������������ h2fg)
+�ijk%fg�/01)23+�� lm�nopq�rstu�vwxm�yz{|�}~��������W������89:;<=>?�@���������� D�����E���	 
�
�������I�� ���� de� fgde�� ���������
�������� h2fg)
+�ijk%fg�/01)23+�� lm�nopq�rstu�vwxm�yz{|�}~��������W������89:;<=>?�@���������� D�����E�

36



��� �����������	
� ��� ��� ������� ������������������ �������� !"#$%�&'(�)*��� +,�-./�0123�4156�789:�;<=>�?@=A�B1CD�E1�FGHIJKLM�N��OPQRST�� U�V��
WXYZ[�
��� �����������	
� \�� ��� ������� ���VV��V��V������� �������� !"#$%�&'(�)*��� +,�-./�0123�4156�789:�;<=>�?@=A�B1CD�E1�FGHIJKLM�N��OPQRST�� U�V��
WXYZ[�
��� �����������	
� ]�� ��� ������� �V��V��̂��V������� �������� !"#$%�&'(�)*��� +,�-./�0123�4156�789:�;<=>�?@=A�B1CD�E1�FGHIJKLM�N��OPQRST�� U�V��
WXYZ[��V� �����������_
� ̀�� ab� ab������ ������������������ cdef��
�cghijklmnopq�&'(�)*��� rs�t�FGHIJKLM�N��OPQRST�� U�V��
uvw��̂� �����������_
� x�� ab� ab������ ����V�����V�������  !����y !�&'(�)*��� rs�t�FGHIJKLM�N��OPQRST�� U�V��
���
WXYz{U�V��
v��|� ���������|�_
� ̀�� ab� ab������ ������������������ }q����~I�L�H�j�n�&'(�)*��� ����@�FGHIJKLM�N��OPQRST�� ����V
w�

37



��� ����������	
�� ��� ��� �������� ������������������ ��������� !"#$%�&'(�)*��� +,�-.�/0123456�7��89:;<=�� >���?�@AB>�C���DBE�?�C��	F�G���� ����������	
�� H��� ��� �������� ����?�����?������� IJKL�C��MNIO�&'(�)*��� PQ�RS�/0123456�7��89:;<=�� E�?�C��	?�TU���� ���������?	V�� W��� ��� �������� �X��?��F�C?������� YZ����[\YZ�]^B_`Babcd��&'(�)*��� ef�gh�/0123456�7��89:;<=�� >�C�C�iBE�?���jkE�����l���� ����������	m�� ��� ��� �������� ������������������ ������nopkqop�&'(�)*��� rs�t�/0123456�7��89:;<=�� E�?�C��	X�GBE�?���G���� ����������	m�� H��� ��� �������� ����?�����?������� ���C��Iuvo�&'(�)*��� wx�gy�/0123456�7��89:;<=�� >�C�C�G���� ����������	z�� {��� ��� �������� ���������C�������� ���?��|}I~��&'(�)*��� ������/0123456�7��89:;<=�� E�?�C��	��G�DT��C� ����������	z�� ���� ��� �������� ���??��?��?������� YZ����op�&'(�)*��� ������/0123456�7��89:;<=�� E�?���G�jBE�����l��?� ����������	
�� ��� ��� �������� ������������������ IJKL�?��Iu��������&'(�)*��� ������/0123456�7��89:;<=�� E�?���D��X� ����������	
�� H��� ��� �������� ����?�����?�
38



������ ���	
�����������
����� ����������� !"#$%&'()*+,�� -./.%012-./.%03�456 4&4&#%&#&�780� 9:;� <=� <=>�?&?� &@A&&.%&A%&������� ���	
5����BCDE�	����
����� FG�H������ !"#$%&'()*+,�� -./.%01�4I6 4&4&#%&#&�780� J:;� <=� <=>�?&?� %&A4/.%%A?/������� ���	
I���KLMNOP�LMQR����
����� FG�H������ !"#$%&'()*+,�� -./.%03�4@6 4&4&#%&#&�780� S:;� <=� <=>�?&?� %4A?&.%?AT&������� ���	
@��UVPWX����
����� YZ�[\]������ !"#$%&'()*+,�� .̂T.T0_2-.%.%0̀ 2-./.T0.74013a2b.4.I03�?&6 4&4&#%&#&�780� c:;� <=� <=>�?&?� %?A//.%/A&/������� ���	
%&�����de�fghiD����
����� jk�lm������ !"#$%&'()*+,�� -./.T0.7%012-./.T0.740a�?%6 4&4&#%&#&�780� n:;� <=� <=>�?&?� %/A%/.%�A4/������� op
���qO�rs����
����� tu�v������ !"#$%&'()*+,�� -./.%0wx2-.�.%0yaz�?46 4&4&#%&#&57{0� S:;� <=� <=>�?&?� %4A?&.%?AT&������� ��|}~�B��
/���p������
����� ����������� !"#$%&'()*+,�� .̂4.T0w�-./.%0w�-./.T0.7�0_�??6 4&4&#%&#&57{0� c:;� <=� <=>�?&?� %?A//.%/A&/������� ���B��
?��������
����� ����������� !"#$%&'()*+,�� .̂4.T0w�-./.%0w�-./.T0.7�0_�?T6 4&4&#%&#&I7�0� �:;� <=� <=>�?&?� %�A?/.%5AT/�
39



������ ���	
��������������
�� ����������� !"#$%&'()*+,�� -././0123.4.50678�549 :&:&#%&#:;<=0� >?@� AB� ABC�5&5� &DE&&.%&E%&������� �F�%
�GH�������
�� IJ�KL������ !"#$%&'()*+,�� 3.4./0.<:0MN23.4./0.</0M23.4./0.<40MO1PN�5;9 :&:&#%&#:;<=0� Q?@� AB� ABC�5&5� %&E:4.%%E54������� �F�:
�RS�������
�� IJ�KL������ !"#$%&'()*+,�� 3.4./0.<	0MO1PN�5	9 :&:&#%&#:	<T0� U?@� VW� XVWC�5� %5E44.%4E&4������� �FYZVW�:
�[\]^_�F�������
�� IJ�KL`��abcd�efbgh�ijb������ !"#$%&'()*+,�� 3.4./0.<:0MN23.4./0.</0M23.4./0.<40MkN�5l9 :&:&#%&#:	<T0� m?@� VW� XVWC�5� %4E%4.%;E:4������� �FYZVW�:
�[\]^_�F�������
�� IJ�KL`��abcd�efbgh�ijb������ !"#$%&'()*+,�� 3.4./0.<:0MN23.4./0.</0M23.4./0.<40MkN�5D9 :&:&#%%#%5<n0� Q?@� VW� XVWC�%� %&E:4.%%E54������� opYZVW�%
��������
�� qr�st�u�vLwxy�z{u|�}~���������� !"#$%&'()*+,�� -.:.40���/&9 :&:&#%%#%5<n0� �?@� VW� XVWC�%� %:E5&.%5E/&������� opYZVW�%
��������
�� qr�st�u�vLwxy�z{u|�}~���������� !"#$%&'()*+,�� -.:.40���
40



��� �����������	
� ��� ��� ������� ������������������ ����������� !"�#$��� %&�'()*�+,-./�01*2�3456�7�89:;<=>?�@��ABCDEF�� G����
HI���� �����������	
� J�� ��� ������� �������K���������� ����������� !"�#$��� %&�'()*�+,-./�01*2�3456�7�89:;<=>?�@��ABCDEF�� G����
HI���� ���������L�M
� N�� ��� ������� ������������������ ����������� !"�#$��� %&�'()*�+,-./�01*2�3456�7�89:;<=>?�@��ABCDEF�� G����
HI���� ���������L�M
� O�� ��� ������� ������������������ ����������� !"�#$��� %&�'()*�+,-./�01*2�3456�7�89:;<=>?�@��ABCDEF�� G����
HI���� ���������L�M
� ��� ��� ������� ������������������ ����������� !"�#$��� %&�'()*�+,-./�01*2�3456�7�89:;<=>?�@��ABCDEF�� G����
HI��K� ���������L�M
� J�� ��� ������� �������K���������� ����������� !"�#$��� %&�'()*�+,-./�01*2�3456�7�89:;<=>?�@�� G����
HI�
41



���������	
 ������������ ���� ��� �������������� ������������� !"�� #$%&��'�(�)*+',-(�� ./�0123�45678�9:3;�<=>?�@�ABCDEFGHI���������� J�����KL�
�M
 ���������N�� O��� ��� PJ���� ������������� !"�� #Q%&��'�(�RSTUV WXYZ["��)*+',-(�� \2�]Q^_`�abcd�e0f2�g<hi�jkl;�m^no�p^�q�r^�ABCDEFGHI���������� s�����tu�
�v
 ���������N�� ���� ��� PJ���� ������������� !"�� #Q%&��'�(�RSTUV WXYZ["��)*+',-(�� \2�]Q^_`�abcd�e0f2�g<hi�jkl;�m^no�p^�q�r^�ABCDEFGHI���������� s�����tu�
��
 ���������N�� w��� ��� PJ���� �������x����� !"�� #Q%&��'�(�RSTUV WXYZ["��)*+',-(�� \2�]Q^_`�abcd�e0f2�g<hi�jkl;�m^no�p^�q�r^�ABCDEFGHI���������� s�����tu���
 ������������ O��� ��� PJ���� ������������� !"�� #Q%&��'�(�RSTUV WXYZ["��)*+',-(�� \2�]Q^_`�abcd�e0f2�g<hi�jkl;�m^no�p^�q�r^�ABCDEFGHI�� s�����tu�

42



���������	
 	�	��	������� ���� ��� ����� ������������� �� !"#$��%	&�'()*+�,-./0 ��123%45&�� 67�8"9:;�<=>?�@AB7�CDEF�GHIJ�K9LM�N9�O�P9�QRSTUVWX�Y��������� Z����[\�
��
 	�	��	������� ]��� ��� ����� ����̂�	����� �� !"#$��%	&�'()*+�,-./0 ��123%45&�� 67�8"9:;�<=>?�@AB7�CDEF�GHIJ�K9LM�N9�O�P9�QRSTUVWX�Y��������� Z����[\�
��
 	�	��	��_�̀ �� a��� ��� ����� 	������������ �� !"#$��%�&�'()*+�,-./0 �123%45&�� 67�8"9:;�<=>?�@AB7�CDEF�GHIJ�K9LM�N9�O�P9�QRSTUVWX�Y��������� Z����[\�
��
 	�	��	��_�̀ �� ���� ��� ����� ������������� �� !"#$��%�&�'()*+�,-./0 �123%45&�� 67�8"9:;�<=>?�@AB7�CDEF�GHIJ�K9LM�N9�O�P9�QRSTUVWX�Y��������� Z����[\��̂
 	�	��	��_�̀ �� ]��� ��� ����� ����̂�	����� �� !"#$��%�&�'()*+�,-./0 �123%45&�� 67�8"9:;�<=>?�@AB7�CDEF�GHIJ�K9LM�N9�O�P9�

43



��������	
��������� ���������
��� ����	��	������ � !� "#� $%&��� ��'(���(')��*+,-�� ./01"#2)3�45678+9:;<=-�>?@2AB3�� CD�E/FGH�IJKL�MNOD�PQRS�TUVW�XFYZ�[F�\�]F���������	
��������� ���������
�̂� ����	��	������ _ !� "#� $%&��� �('�����'���*+,-�� ./01"#2)3�45678+9:;<=-�>?@2AB3�� CD�E/FGH�IJKL�MNOD�PQRS�TUVW�XFYZ�[F�\�]F���������	
��������� ���������
�̀� ����	��	������ a !� "#� $%&��� ��'����b'���*+,-�� ./01"#2)3�45678+9:;<=-�>?@2AB3�� CD�E/FGH�IJKL�MNOD�PQRS�TUVW�XFYZ�[F�\�]F���������	
��������� ���������
b�� ����	��	���c�� � !� "#� $%&��� ��'(���(')��*+,-�� ./01"#2�3�45678+9:;<=-�>?@2AB3�� CD�E/FGH�IJKL�MNOD�PQRS�TUVW�XFYZ�[F�\�]F���������	
��������� ���������b�� ����	��	���c�� _ !� "#� $%&��� �('�����'���*+,-�� ./01"#2�3�45678+9:;<=-�>?@2AB3�� CD�E/FGH�IJKL�MNOD�PQRS�TUVW�XF

44



�����������	
����������������� ������� �
!"# "�"���"���$%�� &'(� )*� +,-��� ��.����!."��/012�� 3456)*7�8�9:;<=0>?@AB2�CDE7FG8�� HI�J4�KL�MNOP�QRSI�TUVW�XYZ[�\������������	
����������������� ������� �
!]# "�"���"��̂$��� _'(� )*� +,-��� �".]���].̀��/012�� 3456)*7!8�9:;<=0>?@AB2�CDE7FG8�� HI�J4�KL�MNOP�QRSI�TUVW�XYZ[�\������������	
����������������� ������� �
!̀# "�"���"��̂$��� a'(� )*� +,-��� �].�����.���/012�� 3456)*7!8�9:;<=0>?@AB2�CDE7FG8�� HI�J4�KL�MNOP�QRSI�TUVW�XYZ[�\������������	
����������������� ������� �
!�# "�"���"��̂$��� &'(� )*� +,-��� ��.����!."��/012�� 3456)*7!8�9:;<=0>?@AB2�CDE7FG8�� HI�J4�KL�MNOP�QRSI�TUVW�XYZ[�\������������	
����������������� ������� �!!# "�"������"$%�� _'(� )*� bc-���̀� �".]���].̀��/012�� de)*7�8�de9fg�CDE7FG8�� hi�jk[L�lmnop�qrs�t�

45



���������	
����������������������� � ! "#$%& " !#'�()* !�!������!+,#� -./� 01� 234���5� �"677 �76�7�89:;�� <=01>�?�<=@AB�CDE>FG?�� H��IJKL�MNOPQ�RST�UV���������	
����������������������� � ! "#$%& " !#'�(W* !�!������!+,#� X./� 01� 234���5� �76�7 �(6!7�89:;�� <=01>�?�<=@AB�CDE>FG?�� H��IJKL�MNOPQ�RST�UV���������	
����������������������� � ! "#$%& " !#'�(Y* !�!������7+Z#� [./� 01� 234���5� �!6"� �"65��89:;�� <=01>!?�<=@AB�CDE>FG?�� H��IJKL�MNOPQ�RST�UV���������	
����������������������� � ! "#$%& " !#'�)�* !�!������7+Z#� -./� 01� 234���5� �"677 �76�7�89:;�� <=01>!?�<=@AB�CDE>FG?�� H��IJKL�MNOPQ�RST�UV���������	
����������������������� � ! "#$%& " !#'�)�* !�!������7+Z#� X./� 01� 234���5� �76�7 �(6!7�89:;�� <=01>!?�<=@AB�CDE>FG?�� H��IJKL�MNOPQ�RST�UV���������	
����
46



��������	
��������� ������������������� ����	��	�� !�� "#$� %&� '()���*� ��+�����+*��,-./�� 01%&2�3�01456�7892:;3�� <=�>?@A�BCDEF�GHI�JKL=�MNOP�QRST�U���������	
��������� ������������������� ����	��	�� !�� V#$� %&� '()���*� ��+WW��W+�W�,-./�� 01%&2�3�01456�7892:;3�� <=�>?@A�BCDEF�GHI�JKL=�MNOP�QRST�U���������	
��������� �����������������*� ����	��	�� !�� X#$� %&� '()���*� �W+�W��Y+�W�,-./�� 01%&2�3�01456�7892:;3�� <=�>?@A�BCDEF�GHI�JKL=�MNOP�QRST�U���������	
��������� �����������������W� ����	��	�Y !�� "#$� %&� '()���*� ��+�����+*��,-./�� 01%&2*3�01456�7892:;3�� <=�>?@A�BCDEF�GHI�JKL=�MNOP�QRST�U���������	
��������� �����������������Y� ����	��	�Y !�� V#$� %&� '()���*� ��+WW��W+�W�,-./�� 01%&2*3�01456�7892:;3�� <=�>?@A�BCDEF�GHI�JKL=�MNOP�QRST�U���������	
�� ����������������
47



����������	 
�
���
����� ���� ��� �������� ���������
���� !�� "#��$�%�"#&'(�)*+$,-%�� ./�0123�45678�9:;�<=>/�?@AB�CDEF�G�HIJKLMNOP���������� Q�
�R�STU�R�
�V��W	 
�
��
�X���� Y��� �Z� [����R� �X������������ !�� �Z�\]^_�$���������R�%�)*+$,-%�� ./�01�HIJKLMNOP���������� ��X	 
�
��
�X���� �̀�� �Z� [����R� ���
�����R���� !�� �Z�\]^_�$���������R�%�)*+$,-%�� ./�01�HIJKLMNOP���������� �W�	 
�
��

��a�� b��� cde�Z� fg��R�R� �
�R���R������ !�� ce�Z�\]^_�$�R�������R�%�)*+$,-%�� ./�01�HIJKLMNOP���������� �W�	 
�
��

��a�� h��� cde�Z� fg��R�R� �R������������ !�� ce�Z�\]^_�$�R�������R�%�)*+$,-%�� ./�01�HIJKLMNOP���������� �

48



 

［循環器系1］ 

 

科目責任者：萩原 誠久（循環器内科学） 

 

大 項 目 中  項  目 小  項  目 

Ⅰ．心臓・脈管 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ．心臓・脈管の 

発生 

 

Ⅲ．病因・病態 

 

1．心臓・血管の構造と機

能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．心臓・血管・リンパ管

の微細構造と機能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．器官形成 

 

 

1．遺伝性心血管疾患 

 

1）心臓・大血管・冠血管・末梢血管 

2）心臓の興奮を伝導 

3）心周期と時相 

4）心機能・心筋収縮性と弛緩性 

5）心拍出量 

6）血圧 

7）循環血液量 

8）冠循環 

9）循環動態の調節・自律神経 

10）容量血管と抵抗血管 

11）末梢・微小循環・体液調節 

12）静脈還流 

13）運動時の循環 

14）胎児循環 

1）心臓 

a）内膜（内皮細胞、弁） 

b）中膜（心筋細胞） 

c）外膜（臓側心膜、死亡組織、心臓の血管） 

d）刺激伝導系と特殊心筋 

2）血管（内膜、中膜、外膜） 

a）弾性型動脈（有窓性男性板） 

b）筋型動脈（内・外弾性板） 

c）微小循環系（細動脈、毛細血管、細静脈、

高内皮細静脈） 

d）中型・大型静脈（静脈弁） 

e）血管の血管、動静脈吻合 

f）内皮細胞、周（皮）細胞と平滑筋 

3）リンパ管 

a）毛細リンパ管 

b）集合リンパ管 

c）リンパ本幹（胸管、静脈角） 

 

1）正常 

2）異常 

 

1）多因子遺伝 
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大 項 目 中  項  目 小  項  目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ．循環障害 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ．症候の基礎 

 

2．染色体・遺伝子異常 

 

3．代謝症候群 

4．脂質代謝 

5．炎症 

6．虚血 

 

7．心肥大 

 

1．血行障害 

 

 

 

2．梗塞 

 

 

3．リンパ流障害 

4．ショック 

5．血圧異常 

 

 

6．心不全 

 

 

 

7．不整脈 

 

 

 

1．チアノーゼ 

 

2．胸痛・呼吸苦 

 

 

3．胸水 

4．心音異常 

 

 

5．心雑音 

 

1）21 trisomy 

2）Marfan 症候群 

1）心筋梗塞 

1）動脈硬化 

 

1）ネクローシス・アポトーシス 

2）フリーラジカル 

 

 

1）阻血、虚血 

2）充血 

3）うっ血 

4）失血 

1）血栓 

2）塞栓 

3）スパスム 

 

 

1）高血圧 

2）低血圧 

3）起立性低血圧 

1）重症度 

2）病態生理 

3）神経体液動態 

4）右心不全・左心不全 

1）イオンチャネル 

2）心筋細胞の膜特性 

3）突然死 

 

1）中枢性チアノーゼ 

2）末梢性チアノーゼ 

1）狭心症 

2）解離性大動脈瘤 

3）心不全 

 

1）心音微弱 

2）過剰心音 

3）2 音分裂・亢進 

1）収縮期雑音 

2）拡張期雑音 

3）連続性雑音 
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大 項 目 中  項  目 小  項  目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅵ．検査 

 A．生体機能検査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅶ．治療 

 A．総論 

 B．基本的手技 

 C．生活指導と一般

療法 

 

 

6．血管性雑音 

7．不整脈 

8．脈の異常（触診） 

 

 

 

9．血圧異常 

 

10．間欠跛行 

11．血液ガス異常 

 

 

 

1．心電図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．心音図、心機図 

 

 

 

 

 

 

1．生活指導 

2．安静 

3．体位 

4．環境 

1）頚動脈 

 

1）速脈、遅脈 

2）大脈、小脈 

3）奇脈 

4）交互脈 

1）高血圧 

2）低血圧 

 

1）低酸素血症 

2）高二酸化炭素血症 

3）低二酸化酸素血症 

 

1）心電計の特性 

a）誘導法 

b）周波数特性 

c）ハムフィルター 

d）雑音と歪み 

e）電気的安全と管理 

2）波形診断 

a）右・左室（房）負荷 

b）右・左室肥大 

c）虚血性変化 

d）不整脈 

3）運動負荷心電図 

4）心腔内心電図 

a）His 束心電図 

b）心臓ペーシング検査 

5）Holter 心電図 

6）小児心電図の特徴 

1）過剰心音 2）負荷心音図 

3）心尖拍動図 4）頚動脈波 

5）頚静脈波 
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大 項 目 中  項  目 小  項  目 

 

 D．食事・栄養指導 

  

E．リハビリテーシ

ョン 

 

 

 

5．介護・ケア 

1．総論 

2．心臓疾患と栄養 

 

1．総論 

 

 

2．心臓・血管疾患のリハ

ビリテーション 

 

1）食生活と食事療法 

1）高脂血症 

2）高血圧症 

1）リハビリテーションの考え方 

2）運動療法の意義 

3）社会復帰・参加の条件 

1）心血管疾患 

2）開心術後 
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[循環器系 2] 

 

科目責任者：新浪 博（心臓血管外科学） 

 

大 項 目 中  項  目 小  項  目 

Ⅰ．循環障害 

 

 

Ⅱ．先天性心疾患 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ．リウマチ性心疾

患 

1．うっ血性心不全 

2．ショック 

 

1．心房中隔欠損症 

2．心室中隔欠損症 

3．心内膜床欠損症 

（完全型・部分型） 

4．単心房 

5．単心室 

6．動脈管開存症 

7．Eisenmenger 症候群 

8．肺動脈弁狭窄症 

9．肺動脈閉鎖症 

10．Fallot 症候群 

11．三尖弁閉鎖症 

12．Ebstein 奇形 

13．大動脈縮窄症 

14．大動脈狭窄症 

15．大動脈中隔欠損症 

16．（完全）大血管転位症 

17．修正大血管転位症 

18．両大血管右室起始症 

（Taussing－Bing 症

候群を含む） 

19．総動脈幹症（遺残） 

20．（全・部分）肺動脈還

流異常症 

21．左室低形成症候群 

22．Valsalva 洞動脈瘤 

23．冠動脈奇形 

24．肺動静脈瘻 

25．右胸心 

26．無脾症候群、多脾症

候群 

 

1．リウマチ熱 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1）Blalock－Taussing 短絡手術 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1）リウマチ性心炎 
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大 項 目 中  項  目 小  項  目 

Ⅳ．感染性心内炎 

 

 

Ⅴ．弁膜症 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅵ．虚血性心疾患 

 

 

 

 

 

 

Ⅶ．不整脈 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅷ．心膜疾患 

 

 

 

 

Ⅸ．心筋疾患 

 

1．自己弁の心内膜炎 

2．人工弁の心内膜炎 

 

1．僧帽弁狭窄症 

2．僧帽弁閉鎖不全症 

3．僧帽弁逸脱症候群 

4．大動脈弁狭窄症 

5．大動脈弁閉鎖不全症 

6．三尖弁閉鎖不全症 

7．肺動脈弁閉鎖不全症 

8．連合弁膜症 

 

1．心筋梗塞症 

2．狭心症 

3．川崎病による冠動脈障害

（小児急性熱性皮膚粘膜

症候群） 

4．無痛性虚血性心疾患 

 

1．心停止（突然死） 

2．期外収縮 

3．上室（性）頻拍 

4．心室（性）頻拍 

5．WPW 症候群 

6．心房粗・細動 

7．心室粗・細動 

8．洞不全症候群 

（sick sinus 症候群） 

9．房室ブロック 

10．脚ブロック 

 

 

 

1．急性心膜炎 

2．収縮性心膜炎 

3．心膜液貯留 

4．心タンポナーデ 

 

1．心筋炎 

2．拡張型心筋症 

3．肥大型心筋症 

1）Osler 結節 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1）再灌流療法 

1）冠動脈形成術 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1）LGL 症候群 

 

1）QT 延長症候群 

1）洞房ブロック 2）洞徐脈洞停止 

3）徐脈頻脈症候群 

 

1）三枝ブロック 

2）分枝ブロック 

3）心室内伝導障害 

 

 

 

 

 

 

 

 

1）肥大型閉塞性心筋症 

61



 

大 項 目 中  項  目 小  項  目 

 

 

 

Ⅹ．肺性心疾患 

 

 

 

Ⅺ．心臓腫瘍 

 

 

Ⅻ．血圧異常 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

XⅢ．動脈疾患 

 

4．拘束型心筋症 

5．二次性心筋疾患 

 

1．慢性肺性心 

2．肺塞栓症 

3．原発性肺高血圧症 

 

1．粘液腫 

2．その他の腫瘍 

 

1．本態性高血圧 

2．腎性高血圧症（腎血管性高

血圧症を含む） 

3．内分泌性高血圧症 

4．その他の二次性高血圧症 

5．悪性高血圧症 

6．低血圧症 

7．起立性低血圧症 

8．起立性調節障害 

 

1．動脈硬化症 

2．動脈硬化と脂質代謝 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．大動脈瘤（胸部・胸腹部・

腹部） 

4．解離性大動脈瘤 

5．Annulo-aorticectasia 

（Marfan 症候群を含む） 

6．大動脈炎症候群（高安病、

脈なし病） 

7．腹部大動脈分岐部閉塞症 

（Leriche 症候群） 

8．動静脈瘻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1）Shy－Drager 症候群 

 

 

 

1）血管内皮細胞における脂質代謝 

a）アラキドン酸カスケードとその調節 

b）アラキドン酸代謝物質の作用 

c）血小板活性化因子の作用 

2）動脈硬化と脂質 

a）コレステロール 

b）リポ蛋白質 

c）リン脂質 

d）エイコサノイド 
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大 項 目 中  項  目 小  項  目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

XIV．静脈疾患 

 

 

 

XV．リンパ管疾患 

 

 

XVI．外傷 

 

 

 

XⅦ．各種疾患にお

ける循環器異

常 

 

 

 

 

XⅧ．検査 

A．生体機能検査 

 

 

 

 

 

 

B．放射線などによ

る検査 

9．動脈瘤（冠状動脈瘤を含

む） 

10．急性動脈閉塞（血栓・塞

栓症） 

11．Raynaud 病（症候群を

含む） 

12．閉塞性動脈硬化症 

13．閉塞性血栓血管炎

（Buerger 病） 

14．その他の慢性動脈閉塞症 

 

1．上大静脈症候群 

2．血栓性静脈炎、静脈血栓症 

3．（下肢）静脈瘤 

 

1．リンパ浮腫 

2．リンパ管炎 

 

1．心臓外傷 

2．大血管外傷 

3．末梢血管外傷 

 

1．甲状腺中毒性心疾患 

2．粘液水腫心 

3．電解質異常 

4．心臓神経症（神経循環無力

症） 

5．膠原病 

 

 

1．循環諸量測定法 

（心カテーテル検査を含む） 

 

 

 

 

2．持続監視 

1．胸部エックス線 

単純撮影 

2．造影検査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1）循環時間 2）静脈圧 3）循環血液量 

4）短絡量 5）心内圧 

6）動脈圧 

a）大動脈圧 b）肺動脈圧 

7）希釈法 

a）色素 b）熱 

1）心電図 2）血圧 

 

 

1）心臓 2）血管 3）リンパ管 
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大 項 目 中  項  目 小  項  目 

 

  

  

 

 

 

 

C．超音波検査 

 

 

XIX．治療 

 A．薬物療法 

  

 

 

 

B．輸液 

 

C．輸血 

 

 

 

 

 

D．呼吸療法 

 

 

 

 

E．救急治療・処

置 

 

F．手術 

G．手術患者の管

理 

H．人工臓器 

 

 

 

 

 

3．特殊検査 

 

4．核医学 

 

 

 

 

1．特徴と臨床的役割 

 

 

 

1．薬物動態 

2．薬効 

3．薬剤の選択と薬用量 

4．用法 

5．副作用 

1．適応と一般的注意 

2．輸液剤の種類と用法 

1．適応と一般的注意 

 

2．成分輸血 

 

 

3．副作用とその対策 

1．人工呼吸 

 

 

 

2．人工呼吸器 

1．総論 

2．心肺蘇生 

 

 

 

 

 

 

1）CT  a）単純 b）造影 c）ダイナミック 

2）DSA 3）MRI 

1）心筋シンチグラフィ 

2）心筋梗塞シンチグラフィ 

3）心機能シンチグラフィ 

4）RI アンギオグラフィと血液プールシンチ

グラフィ 

1）種類 

a）B モード b）M モード 

 

 

 

 

1）処方 

1）舌下投与 

 

 

 

1）供血者に対する一般的検査 

2）採血と保存 

1）血液製剤使用基準 

a）新鮮凍結血漿・アルブミン製剤 

b）赤血球濃厚液 

1）自己血輸血 

1）適応 2）補助呼吸 

3）間歇的陽圧呼吸 

4）持続的陽圧呼吸 

5）間歇的強制呼吸 

 

 

1）ショック 2）失神 3）呼吸困難  

4）胸痛 5）動悸 6) 不整脈 

 

 

 

1）人工血管 2）人工弁 3）人工心肺  

4）補助循環 5）心臓ペースメーカー 
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大 項 目 中  項  目 小  項  目 

XX．心臓の脈管の手

術 

1．到達法 

2．開心術 

3．低体温法 

4．心筋保護法 

5．補助循環 

6．根治手術 

7．姑息手術 

8．術後管理 

 

 

 

 

1）対外循環 2）IABP 3）補助心臓 

 

 

65



��� �����	��
����� ���	��
���� ���������� !"�#$%&'()*+,-�!"$./0123�4%����(56&7819:;<6=�����>?���(@ABCDE&FGHI(BJ�KLM�NOHPQBC&RS�+T.� U&���(78H<;VAW(XY;)*(9Z+5[!"?���(78E&\](^%_`Ha\bc(defg(bchiHj��k(lm78+nU�Oo(pqrcstucvw�xyfz{+U��"|1+)*!"?}~(����(BC�78(9Z;� +��L$~D&iF��&����&��VA&<)��������;�� U&�����(��;��+�>$.(9Z1!"?	
�������t�������"���������

�o(@AfBC178+ ¡D{"?	 ¢£¤£¥£¤£¦�£§	�o(BC178�VA¨©|"ª«1¬+� D{"?	 ¢£¤£¥£¤£¦�£®	¯ts+°`*±D{"?	 ¢£¤£²£¤£¦�£§	23�³yf´µ+2¶D{"?	 ¢£¤£·£¤£¦�£§	¸¹�º»U�23�¼ +½L"?	 ¢£¤£·£¤£¦�£®	¾¿�ÀÁÂÃ�>Ä{|1+NÅD{"?	 ¢£¦£¥£¤£¦�£§	ÆÇ*È($.(ÉÊËÌ¨D{"?	 ¢£Í£¥£¤£¦�£§	ÉÊ�ÎU�ÏÐf*ÈÑÒ+ÓÔ|1̈ D{"?	 ¢£Í£²£¤£¦�£§	ÆÇ*ÈÕÖ(×Øk+ÙÚD{"?	 ¢£Í£·£¤£¦�£§	¼Û�23(ÊÜÝ¨Þ[D{"?	 ¢£ß£²£¤£¦�£®	àÝ(yá+Þ[D{"?	 ¢£ß£²£¤£¦�£â	ãäDyå¨¡æfçÆ1èé¨D{"?	 ¢£ß£·£¤£¦�£§	êë� (ÕÖ+ÏÐ�ìLÃí"?	 ¢£ß£·£¤£¦�£â	¾¿(ª«�7î+�ïD{"?	 ¢£ð£¥£¤£¦�£§	2ñ�23fgDòÃí$ÕÖ+ÙÚUóô1(õö+¡æ�D{"?	 ¢£ð£¥£¤£¦�£®	ê÷(�øÑ+ù%&úÖ;f�øÑ�NûüýÃí"?	 �£¦£þ£¤£¦�£§	����ø+�½D{"?	 �£¦£þ£¤£¦�£®	ê÷(�L(��+ ¡D{"?	 �£ß£¥£¤£¦�£§	�n(��+��D{"?	 �£ß£²£¤£¦�£§	� 	
��ÑÒ /0�23��t����	ÙÚÑÒ¤�X�;ÙÚ(�¿ ���ñ+���&23å+¦��D[�1!"?���ñ(eÇ��EÙÚ��(�c��õØ!"?	ÙÚÑÒ¦�ÙÚ�� FG(BC&I��I��1I�(BC+ ¡D{"?	 þ£�£¤�§	I��1o��(ö�+ ¡D{"?	 þ£�£¤�®	 !1R"#(BC+ ¡D{"?	 þ£�£¤�â	��$1��%&(7î+ ¡D{"?	 þ£�£¤�'	IF(÷)&iF&*#	iF+�	R#�,&I-.�/0�.c&12&3�t4.56��t�789:;<=>?98@AB���+ ¡D{"?	 þ£�£¤�C	
66



��������	
������������� ����������
����
�� !"#$�����%&'()�����#$�*+,-./012345216�16746812�59:;4<�=8>>464<?4�@A�1�BCD�!�������� ������E�FGHI�J'�FGKL�MN�������� ������O��P�%�*+��Q*RS+��TU�VWX�������� ������Y��Z���[\M]�̂ _`abc^_`a!�deMf�������� ������g�hijkl�mn(opqrstuvwn(@xyDoz�{|}~�@���Do����`�������qvw�0�5�8765<�4�8��85<�75�5;61��:�@��yD������!��}~������������� ����C���������������������� ����C���� ���� ¡�¢o� £¤!����������� ����C�¥�¦|�§¨MN�©ª«¬�������� ������0����®¯� ������0C���®°b®±-²³� ������0C���FG´µb¶·¸� ������0C�¥�¹b � ������0C�º�� b��� ������0C�»�FG¼½�¾�o,¿oÀÁ¨Â�ÃÄÀª�������� ����Å��0����Æ*+�Ç�ÈQ*RS+�Ç�Àªo,¿�¢v���ÉoÊË�Ì������ ����Å��0����ÍÎÏ�Z³ÐÇ�ÑÒÇÓÔ!�ÕÖ×�Àªo¢v�ÊË�������� ����Å��0C������×b¡���×b�×�¾Ø�×oc¾Ø�×!�ÃÄÀ©Ù�ÚÛÉoÇÓo¢v�ÊË�������� ����Å��0C����Ü�Ç��ÝÞÇ�ÇÓo¢voÊË�ßàáâ�������� ����Å��0C�¥�cÜ�Î�c¾Ø!ã*ÞÇ�Ì������ ����Å��0C�º�äåÎ�×�§¨MN�æ�ç[��������� ����Å��0C�»�lètéÇÓÔ�ÍÎêëì×�Àªo¢v�ÊË�������� ����Å��0C����RíÇ�í®�Ì������ ����Å��0C�E�îÎïðÎ�«¬0?�65<8?�5ñ�76ò?7834��ò2�5<16:�=8�41�4�@xB��D��Àª�ÚÛ����� ����Å��0���îÎïðÎ�«¬@xB��D�Àªo¢voÊËoFGóôõöô÷tøùq�������� ����Å��0������¦¶�úû¦¶���!�ÀÁ¨Âo¢v�ÊË�������� ����Å��0�¥�üýÎ�×�þ§Îo�©À����×��Î!�ÀÁo¢v�ÊË�������� ����Å��0�º����Î�¡���×�Ì������ ����Å��0�»���m�×�Ì������ ����Å��0������Ç���0�828?5�8��o	
�01�ñ4�75�8��!�Ì������ ����Å��0�E��Î��Àªo¢v�ÊË�������� ����Å��0Å���ÍÎFG�0�²ÇÓÔ01?ò74�64��861756:�=8�764����:<=65�4�@A���D��ÀªoÇÓ�ÊË�������� ����Å��0Å������ð�Ç�Àªo¢v�ÊË�������� ����Å��0Å�¥��È�-Ç�Ì������ ����Å��0Å�º���Î�×�ÀªoÇÓ�¢v�������� ����Å��0����
67



��������	
�������������� �������� �!�"#$%&'�(������ �������� �)�*+%&'�(������ �������� �,�-./
�0�(������ ����������1�&23./
�0�(������ ����������)�/4567
	
�������������� ��������8�1�9/&	:;���������� ��������8�!�<=>?@AB
�0	
��:C������������� ��������8�)�&DEFG4HI
�(������ ��������8�,�&2JEFK
�(������ ��������8�L�MN'	:;�
�������������� ��������O�1�MN=P	QR�������� ��������O�,�&S	TUV�:WXY�:Z[\������������� ��������]�1�^_%&I`	������������ ��������]�!�abI`	cY�def������������� ��������]�)�MNghI	:;������(������ ��������]�,�ijkl�m�ijno ijpqrstu	vwxy	z{�|}z�~w	���ijklr�����z�zruz{���t�����u��Z�fut��]���~������Z�fut��O���~]����������rZ�fut��8���~O��������3��Z�fut������~8�������Z����X� ��������	t¡¢£�fu¤¥f���~�¦§�̈���©ª«p ¬�®¯°±²³¯ µ́ ¯¶· ¸¹· ~º»¼½¾¿º»¼½À Á��́�� ÂÃÄÅÆÇÅÈÉÊË�µÌ�ÁÆÍÊÄÆÎÉ�ÏÊÐÅÇÅÆÊ��ÍÑ�ÊÐ�Ò� �ÊÆÆÅË�Ó��ÔÎËÈÊÄ� ÏÇÕÄÎÖ�×ÅÉÉ� ]8O��8�O�Ø� ��Ø����Ø� ÂÃÙÉÚµÆÎÄÛ��ÅËÊÎËÊË�ÎÆÐ�ÅËµÄÐÊÄË�mÄÐ�ÊÐ�Ò� �ÉÌÄÊÐ�Ã��ÜÅËÑÚÎÆ� ÏÇÕÄÎÖ�×ÅÉÉ� ��8]����8Ý�Ø��Ø�m� Â�ÎÞÅËÍµÆ�ßÊàÍÞµµá�µÌ��ÙÄâÊÄÛ��OÍÑ�ÊÐ�Ò� �µÙÄÍÆÊÛ�Ï��ßµÖÆËÊÆÐã�äÄ� �ÎÙÆÐÊÄË� ]8O�����m�8 m�Ø�� ��� Â�ÙÄâÊÄÛ�µÌ�ÍÑÊ��ÑÊËÍ�OÍÑ�ÊÐ�Ò� �ÊÉÉáÊã�Üå� �ÎÙÆÐÊÄË� ]8O����� ØØ O�Ø��8� � ÂÃÄÅÆÇÅÈÉÊË�µÌ��ÙÄâÊÄÛ�]ÍÑ�ÊÐ�Ò� Ü���ÑÎÄÉÊË��ÄÙÆÅÇÎÄÐÅ� ÏÇÕÄÎÖ�×ÅÉÉ� ]8O��8����m�m�Ø������ Âæç?@èé®Ò� êëìíã�îïðñã�òî�ñóô� õö¯÷� �Ø���ØØ �8�Ø��m�8� Âø�ùúE&	��û�Ýü[\�:Z[\	ýþÒ� ø�ùúE¸����������£��	� õö¯÷Ï
å� �O8Ø�8��O���]] �O� Â���£�#�n�Ò� ����¸� ��¯�� ]8O�O� ]�8888�
68



������� ��	
������ ��
��������������� � !"#$%&'(� ��)*����+,)�����+,�+�� �-.��� /0123��� 4567� ��)*�8*9��,+9���+9�++� �:;<=-.��+>���  ?@�A��"@B'�CDEF�� � !"#GHIJ=@GI=K'LMNL#� ��)*)�8���9*8���+9�+�� �OPQRSTU@VGWX?YX�� Z[\]^� _�6`� ��)*�,��+�,))���+9�+9� �aPbcd
��efg@'B'%h&i#�� jklmn� opqrs� ��)**+89+,)99���+9�+*� �t�uvwxyzz{�z|�}v~����v��x��v~��� Avv��z�~���>��v����t���v��z� ����~v��� ���+,�,8�Q����9�+8� �
���.��� ��1��� ��q� ��)*8�89+�+*8������+,� �
��������� ��1���� ��q� *)9�,+�+9,�+����+�� ����� ¡¢�� �������� £¤rs� ��)*9�����)*)���+��+)� �¥¦}�§¨©ªd��«¬I®̄ I=����8°s�� ������� £¤rs� *9�����+,9����8�+�� �OPQRST�±�²�� ³´µ^� ¶�_�(� **�)�+999,����+���� �·J@V
����¸��¹º���»�s�� hN=�¦�·J@V̂ �¼�½¾¿ÀÁ� � !"#GHIJ=@GI=K'LMNL#� ��)Â*Â)�8��Â)�+Â����+���+� �·J@V
����¸��ef���� hN=�¦�·J@V̂ �¼�½¾¿ÀGÃÄÅÆÁ� � !"#GHIJ=@GI=K'LMNL#� ��)Â*Â)+8�Â�++,Â+���+)�ÇÈ;=XÉÊËÌI#�ÍÎÏÐÑÒÓËÌI#©ÏÔÕ}¦ÐÑÒÖ×ËÌI#ØÙ
69



������� �	
 �� ��� �� �������� �����������	��  ��� !"� !"������ ��#��$��#%��&'()�� *+,-./01�2�*+,3456/07�89:1;<2�� =>�?@�ABCDEFGH�I��JKLMNO�� P$Q$��7RSP$�%$��TU��� �����������	�� V��� !"� !"������ ��#WW$�W#�W�&'()�� *+,-./01�2�*+,3456/0R�89:1;<2�� =>�?@�ABCDEFGH�I��JKLMNO�� P$Q$��7RXYSZ$�$%�U[SP$�%$��T�
�� ������\����]��  ��� ^_� `a^_�� ��#��$��#%��&'()�� b;`a1�2�*+,c`a�89:1;<2�� de�fghi�-jkl�mnoe�pqrs�tuvw�xyz>�{|}k�~��ABCDEFGH�I��JKLMNO�� P$Q$��7RT�
%� ������\����]�� V��� ^_� `a^_�� ��#WW$�W#�W�&'()�� b;`a1�2�*+,c`a�89:1;<2�� de�fghi�-jkl�mnoe�pqrs�tuvw�xyz>�{|}k�~��ABCDEFGH�I��JKLMNO�� P$Q$��7RT�
W� ������\����]�� ���� ^_� `a^_�� �W#�W$�Q#�W�&'()�� b;`a1�2�*+,c`a�89:1;<2�� de�fghi�-jkl�mnoe�pqrs�tuvw�xyz>�{|}k�~��ABCDEFGH�I��JKLMNO�� P$Q$��7RT�Q� ������\����]�� ���� !"� !"������ ��#�W$��#�W�&'()�� *+,-./01�2��3��/07�89:1;<2�� =>�?@�

70



��������	
��������� ��������������������������� ����!�"# ����	�$	�%�&�� '()� *+� *+,�-�-� ��.-���-. ��/012�� 3456789: ;�<=>?89��@AB:CD;�� EF�GH���������	
��������� ��������IJ����������������
%# ����	�$	���K�� '()� LM� NLM,�-� ��.-���-. ��/012�� >?89:�;�345OPQ�@AB:CD;�� RS�TUV�WXYZ�[X\]�6^EF�GH_`�ab_c�dXef�gX���������	
��������� ��������IJ�������������������� �!���� ����!h�
$# ����	�$	���K�� i()� LM� NLM,�-� �-.jj��j.�j�/012�� >?89:�;�345OPQ�@AB:CD;�� RS�TUV�WXYZ�[X\]�6^EF�GH_`�ab_c�dXef�gX���������	
��������� ��������IJ�������������������� �!���� ����!h�
��# ����	�$	���K�� k()� LM� NLM,�-� �j.�j���.�j�/012�� >?89:�;�345OPQ�@AB:CD;�� RS�TUV�WXYZ�[X\]�6^EF�GH_`�ab_c�dXef�gX���������	
��������� ��������IJ�������������������� �!���� ����!h���# ����	�$	� �f�� l()� *+� *+,�-�-� �$.�����.���/012�� 3456789:j;�mn�@AB:CD;�� EF�GH���������	
��������� �������!h���# ����	�$	�-�o�� '()� *+� *+,�-�-� ��.-���-. ��/012�� 34p�qr�:�;�34stuvwxy��@AB:CD;�� z{�|X���������	
�� ��������!��

71



���������	
 �������	���� ���� ��� ����	�	� �	���������������� � !"#$%&�'�� ()*+,-./�012&34'�� 56�78�9:";<=>%?���������� @�A���BCD��E
 ���������F�� G��� ��� ����	�	� ������������������ � !"#$%&	'�HIJKLMNO+�012&34'�� 56�78�9:";<=>%?���������� @�A���/CPQ���
 ���������F�� R��� ��� ����	�	� ���������	�������� � !"#$%&E'�STIULMN(V�012&34'�� WX�YZ8�9:";<=>%?���������� @�A���PQD[\]���	���E�̂ ��A
 ������	����� _��� ��� ����	�	� ���	���	�E�������� � !"#$%&�'�� *̀ a�bc�012&34'�� WX�YZ8�9:";<=>%?���������� @�A���PQ[\@�d�	�����̂ \]���	���E�̂ /��e
 ������	����� ���� ��� ����	�	� �	���������������� � !"#$%&A'�� fZghi*j�012&34'�� WX�YZ8�9:";<=>%?���������� @�A���\@�d�	�\]���	���d
 ���������k�� G��� ��� ����	�	� ������������������ � lmnop&A'�qrst^�012&34'�� uv�wx�9:";<=>%?���������� @�A���̂ yz\@�A���̂ /{���
 ���������k�� R��� ��� ����	�	� ���������	�������� � lmnop&e'�qrst/�012&34'�� uv�wx�9:";<=>%?���������� @�A���̂ yz\@�A���̂ /{���
 ���������|�� }��� ��� ����	�	� �������A���������� � l~������*��3��012&34'�� �����8�9:";<=>%?���������� @�A�	�����̂ \@�A�	�����̂ /{BC�
72



��� ������������	
 ��
 ��
 ���
���
 �����������
����

 �������� !"#$%
&'(�)*�

 +,
-
./012345�6��789:;<

 =�>��	?@=�>�A	���	BC?DEF@G����	C?DH@I����	J





��� ������������	
 K�
 ��
 ���
���
 ���������A�
����

 L !MNOP
&'(�)*�

 QR
ST
./012345�6��789:;<

 =�>��	U
��� ������������	
 V�
 ��
 ���
���
 �����������
����

 ��������
WM !XY
&'(�)*�

 Z
[\
./012345�6��789:;<

 =�>�A	���	BC
�A� ������������	
 ]�
 ��
 ���
���
 �������>���
����

 ��������
̂ M !XY
&'(�)*�

 Z
[\
./012345�6��789:;<

 =�>�A	���	BC
��� �����������_	
 �̀
 ��
 ���
���
 �����������
����

 ������A�
Xabcd�efgh
&'(�)*�

 ij
kl
./012345�6��789:;<

 =�>��	
EF
�>� �����������_	
 ��
 ��
 ���
���
 �����������
����

 ��������
mnoNp/q�rs
&'(�)*�

 tuv
wx
./012345�6��789:;<

 =�>�A	���	BC?D
�y� �����������z	
 �̀
 ��
 ���
���
 �����������
����

 �{���
N|�{B
&'(�)*�

 }~
[�
./012345�6��789:;<

 =�>�A	��A	BC?D@=�>�A	���	BC?D@=�>�A	��y	BC?DH
��� �����������z	
 ��
 ��
 ���
���
 �����������
����

 �{���
N|�{C
&'(�)*�

 }~
[�
./012345�6��789:;<

 =�>�A	���	B�F@=�>�A	���	B�F

73



��� �����������	
� ��� ��� �������� ������������������ ������� �!"#�$%&�'( �� )*�+,-.�/�01234567�8��9:;<=>�� ?����
@ABC?����
@A���� �����������D
� E�� ��� �������� ������������������ ������F
�GHIJKLIMNOP�$%&�'( �� QR�S�01234567�8��9:;<=>�� T����
UVCT����
���
@ABU���� �����������D
� W�� ��� �������� ����X�����X������� YZI[\]�$%&�'( �� ^.�_`�01234567�8��9:;<=>�� T����
���
@���� �����������a
� ��� ��� �������� ������������������ �+�� �[b�+B�$%&�'( �� cd�ef�01234567�8��9:;<=>�� T����
���
@ABUCT����
��g
@U���� �����������	
� h�� ij� kij���� ���XX��X��X������� �+lmij�� �nopqb�+�$%&�'( �� rs�/tcd�efud�vwxy�z{w|}�~�w�01234567�8��9:;<=>�� T����
���
ABCT����
���
BUCT����
��F
@CT����
���
@���� �����������	
� ��� ij� kij���� �X��X�����X������� �+lmij�� �nopqb�+�$%&�'( �� rs�/tcd�efud�vwxy�z{w|}�~�w�01234567�8��9:;<=>�� T����
���
ABCT����
���
BUCT����
��F
@CT����
���
@��X� �����������	
� ��� ij� kij���� ������������������ �+lmij�� �������3�J[�MN����M��$%&�'( �� �d��+w�����������d��_������.��w�R��w
74



���������	�
������������������ ������ !"#����$��%�� &#����$��%'� &#����$��%�� (#��)�'��%*� &#+�$���&#+�*�*�(�
'�, *�*���*���%-�� ./0� 12� 3124�*� �'566��65�6�789:�� ;<=>12?�@�AB8CD9EFGHIJKLAMI��NOP?QR@�� ST�U<�VW�XYZ[�\]^T�_`ab�cdef�g�hi�j����������	�
������������������ ������ !"#����$��%�� &#����$��%'� &#����$��%�� (#��)�'��%*� &#+�$���&#+�*�*�(�
'k, *�*���*���%-�� l/0� 12� 3124�*� �65�6���5*6�789:�� ;<=>12?�@�AB8CD9EFGHIJKLAMI��NOP?QR@�� ST�U<�VW�XYZ[�\]^T�_`ab�cdef�g�hi�j����������	�
������������������ ������ !"#����$��%�� &#����$��%'� &#����$��%�� (#��)�'��%*� &#+�$���&#+�*�*�(�
'), *�*���*��$%��� m/0� 12� 3124�*� �*5'���'5$��789:�� ;<=>12?*@AB8CD9EFGHIJKLAMI��NOP?QR@�� ST�U<�VW�XYZ[�\]^T�_`ab�cdef�g�hi�j����������	�
������������������ ������ !"#����$��%�� &#����$��%'� &#����$��%�� (#��)�'��%*� &#+�$���&#+�*�*�(�
'n, *�*���*��$%��� ./0� 12� 3124�*� �'566��65�6�789:�� ;<=>12?*@AB8CD9EFGHIJKLAMI��NOP?QR@�� ST�U<�VW�XYZ[�\]^T�_`ab�cdef�g�hi�j����������	�
������������������ ������ !"#����$��%�� &#����$��%'� &#����$��%�� (#��)�'��%*� &#+�$���&#+�*�*�(�

75



��� ������������	
 ��
 ��
 ����
�
 �����������
����

 ��������� !�"#�$%&'()*+, -)

./0�12�

 34
5�678
9:;<
=>?4
@ABC
DEFG
H6IJ
K6�L
M6NO
PQ
RST$UVWX�Y��Z[\]^_

 �̀���	abcd̀����	���	aed̀����	��f	aed̀����	���	agd̀�h�f	���	aedi����	edi����	g

��� ���������h�j	
 k�
 ��
 ����
�
 ���f���f���
����

 �������f� !�"#�$%&'()*+, -)

./0�12�

 34
5�678
9:;<
=>?4
@ABC
DEFG
H6IJ
K6�L
M6NO
PQ
RST$UVWX�Y��Z[\]^_

 �̀���	abcd̀����	���	aed̀����	��f	aed̀����	���	agd̀�h�f	���	aedi����	edi����	g

��� ���������h�j	
 l�
 ��
 ����
�
 �f���������
����

 �������f� !�"#�$%&'()*+, -)

./0�12�

 34
5�678
9:;<
=>?4
@ABC
DEFG
H6IJ
K6�L
M6NO
PQ
RST$UVWX�Y��Z[\]^_

 �̀���	abcd̀����	���	aed̀����	��f	aed̀����	���	agd̀�h�f	���	aedi����	edi����	g

�f� ���������h�j	
 ��
 ��
 ����
�
 �����������
����

 �������f� !�"#�$%&'()*+, -)

./0�12�

 34
5�678
9:;<
=>?4
@ABC
DEFG
H6IJ
K6�L
M6NO
PQ
RST$UVWX�Y��Z[\]^_

 �̀���	abcd̀����	���	aed̀����	��f	aed̀����	���	agd̀�h�f	���	aedi����	edi����	g
��� ������������	
 k�
 ��
 ����
�
 ���f���f���
����

 ��������� !�"#�$%&'()*+, -)

./0�12�

 34
5�6

76



���������	
����������������������������� !"#$%&'()*+,-./01�� 2343*567892343:53;*56<92343:53;=56<92343:53;456>923?3=53;@56<9A3:3*5<9A3@3@5>�
:BC @+@+(*@(**;�5� DEF� GH� IGHJ�@� *=KBB3*BK+B�LMNO�� PQRSGHT:UVWMXYN#Z[\]^_ àVb^��cdeTfgU�� h��iQ����������	
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������������������

77



���������	�
������������������ ������ !"#����$��%�� &#����$��%'� &#����$��%�� (#��)�'��%*� &#+�$���&#+�*�*�(�
$,- *�*���*��.%/�� 012� 34� 5346�*� �.7�.���7*.�89:;�� <=>?34@.ABC9DE:FGHIJKLMBNJ��OPQ@RSA�� TU�V=�WX�YZ[\�]^_U�̀ abc�defg�h�ij�k����������	�
������������������ ������ !"#����$��%�� &#����$��%'� &#����$��%�� (#��)�'��%*� &#+�$���&#+�*�*�(�
.�- *�*���*��)%��� l12� 34� 5346�*� �*7'���'7$��89:;�� <=>?34@�ABC9DE:FGHIJKLMBNJ��OPQ@RSA�� TU�V=�WX�YZ[\�]^_U�̀ abc�defg�h�ij�k����������	�
������������������ ������ !"#����$��%�� &#����$��%'� &#����$��%�� (#��)�'��%*� &#+�$���&#+�*�*�(�
.�- *�*���*��)%��� m12� 34� 5346�*� �'7..��.7�.�89:;�� <=>?34@�ABC9DE:FGHIJKLMBNJ��OPQ@RSA�� TU�V=�WX�YZ[\�]^_U�̀ abc�defg�h�ij�k����������	�
������������������ ������ !"#����$��%�� &#����$��%'� &#����$��%�� (#��)�'��%*� &#+�$���&#+�*�*�(�
.*- *�*���*��)%��� 012� 34� 5346�*� �.7�.���7*.�89:;�� <=>?34@�ABC9DE:FGHIJKLMBNJ��OPQ@RSA�� TU�V=�WX�YZ[\�]^_U�̀ abc�defg�h�ij�k����������	�
������������������ ������ !"#����$��%�� &#����$��%'� &#����$��%�� (#��)�'��%*� &#+�$���&#+�*�*�(�

78



��� �����������	
� ��� ��� �������� ������������������ ��������� �!"�#$������%&'�()��� *+,�-./0�12�345#6789�:��;<=>?@�� A�B��
C���� �����������	
� D�� ��� �������� ������������������ ��������� �!"�#$������%&'�()��� *+,�-./0�12�345#6789�:��;<=>?@�� A�B��
C���� �����������	
� E�� ��� �������� �������B���������� ��������� �!"�#$������%&'�()��� *+,�-./0�12�345#6789�:��;<=>?@�� A�B��
C��B� �����������F
� ��� ��� �������� ������������������ ��������� �!"�#$������%&'�()��� *+,�-./0�12�345#6789�:��;<=>?@�� A�B��
C��G� �����������F
� D�� ��� �������� ������������������ ��������� �!"�#$������%&'�()��� *+,�-./0�12�345#6789�:��;<=>?@�� A�B��
C��H� �����������F
� E�� ��� �������� �������B���������� ��������� �!"�#$������%&'�()��� *+,�-./0�12�345#6789�:��;<=>?@�� A�B��
C��I� ���������I�	
� ��� ��� �������� ������������������ ��������� �!"�#$������%&'�()��� *+,�-./0�12�345#6789�:��;<=>?@�� A�B��
C�B�� ���������I�	
� D�� ��� �������� ������������������ ��������� �!"�#$������
79



��������� 	
����������������������� !"#�� $%&%�'(�&�) *�*������+,-'� ./0� 12� 345�6�6� �78�7%�&8*7�9:;<�� =>12�6��?@:AB;�C�=>������������ 	
����������������������� !"#�� $%&%�'(�&*) *�*�����*&,-'� D/0� 12� 345�6�6� �*86�%�68E��9:;<�� =>12�E��?@:AB;�C�=>������������ 	
����������������������� !"#�� $%&%�'(�&6) *�*�����*&,-'� F/0� 12� 345�6�6� �6877%�78�7�9:;<�� =>12�E��?@:AB;�C�=>������������ 	
����������������������� !"#�� $%&%�'(�&E) *�*�����*&,-'� ./0� 12� 345�6�6� �78�7%�&8*7�9:;<�� =>12�E��?@:AB;�C�=>������������ 	
����������������������� !"#�� $%&%�'(�&7) *�*���*���,G'� H/0� �I� J125�6� ��8��%��86��9:;<�� KLMN��,�I����O��P��O6����������� 	
������������������ !"#�� �&&) *�*���*���,G'� Q/0� �I� J125�6� ��8��%��86��9:;<�� KLMN��,�I����O��P��O6����������� 	
������������������ !"#�� �&R) *�*���*�*7,�'� D/0� STU�I� 345�6�6� �68��%�E86��9:;<�� KLMN��,STU����6O��P�EO6����������� 	
������������������ !"#�� �&V) *�*���*�*7,�'� F/0� STU�I� 345�6�6� �68��%�E86��
80



������ ���	�
������
�����
�������������� ����� �!"#$%&'()*
�+�,-./�� �

81



 

〔呼吸器系 1〕 

 

科目責任者：多賀谷悦子（呼吸器内科学） 

大 項 目 中  項  目 小  項  目 

Ⅰ．呼吸器正常構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ．呼吸メカニズム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．呼吸器系の発生、肺 

 

 

2．呼吸器系の微細構造と

その機能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．胸郭と胸郭内臓器 

 

 

4．画像 

 

 

1．O2 カスケード 

2．メカニクス 

 

 

3．肺胞におけるガス交換 

 

 

4．肺循環 

 

5．血液による酸素、二酸

化炭素の運搬 

6．呼吸と酸塩素平衡 

 

 

 

 

 

1）先天奇形との関わり 

2）気管 3）気管支  

4）肺動静脈 5）気管支動脈 

1）鼻腔（呼吸器、嗅部）、副鼻腔  

2）咽頭、喉頭（喉頭蓋）  

3）気管、気管支（兼気管支、区域気管

支、細気管支、終末細気管支）、肺

小葉 

4）呼吸部（呼吸細気管支、肺胞管、肺

胞嚢、肺胞） 

a）肺胞上皮（Ⅰ型・Ⅱ型肺胞上皮） 

b）肺胞マクロファージ 

c）毛細血管網（血液─空気関門） 

5）肺の機能血管と栄養血管 

6）リンパ管系、縦隔リンパ節 

1）胸郭 2）胸膜 3）縦隔 4）胸膜炎 

5）胸腺 6）胸管 7）横隔膜  

8）呼吸筋 9）乳房 

1）X 線 2）CT 3）MRI 4）核医学 

5）超音波 

 

1）大気からミトコンドリアまで 

1）呼吸運動と呼吸筋 2）肺気量 

3）抵抗 4）コンプライアンス 5）仕

事 6）胸腔内圧 

1）肺胞動脈血酸素分圧較差 

2）死腔  3）シャント 4）拡散  

5）換気血流比不均等分布 

1）胎循環 2）肺動脈圧 3）肺楔入圧 

4）混合静脈血 5）心拍出量 

1）酸素運搬能 2）二酸化炭素運搬能 

3）運動負荷 4）無酸素作業閾値 

1）血液の緩衝機能 

2）呼吸性アルカローシス・アシドーシス 

3）代謝性アルカローシス・アシドーシス

4）BE、アニオンギャップ 

5）Significance band 
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大 項 目 中  項  目 小  項  目 

 

 

 

 

 

Ⅲ．非呼吸性肺機能 

 

 

 

 

 

Ⅳ．病態と検査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7．呼吸調節機能 

 

 

 

 

1．代謝機能 

 

2．防御機能 

 

 

 

1．閉塞性換気障害 

 

2．拘束性換気障害 

 

 

 

 

 

 

 

3．不均等分布と拡散異常 

 

 

4．肺循環障害 

 

 

 

 

 

 

5．急性呼吸不全 

 

6．慢性呼吸不全 

 

 

7．気道、肺胞とアレルギー 

 

1）呼吸様式の制御 

2）換気量の制御 

3）中枢性・末梢性調節 

4）化学的刺激と換気反応 

 

1）肺表面活性物質 

2）血管作動物質 

1）神経反射機構 

2）粘液線毛輸送 

3）体液性・細胞性免疫 

 

1）胸腔内・外 

2）固定性・可動性 

1）神経筋疾患 

2）胸郭脊椎異常 

3）胸膜肺疾患 4）気道抵抗 

5）スパイロメトリー 

6）肺気量 

7）フローボリュウム曲線 

8）メカニクス 

9）換気シンチグラム 

1）メカニズムと関与因子 

2）ガス分析 3）DLco 

4）クロージングボリュウム 

1）低酸素性血管収縮 

2）心原性肺水腫 

3）透過性肺水腫 

4）肺高血圧症 

5）右心カテーテル法 

6）肺動脈造影 

7）肺血流シンチグラム 

1）急性呼吸切迫症候群 

2）換気不全 

1）基礎疾患と成因 

2）CO2 ナルコーシス 

3）肺性心 

1）気管支喘息 

2）細気管支炎 

3）肺臓炎  

4）気道攣縮 

5）気道過敏性 
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大 項 目 中  項  目 小  項  目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8．呼吸器疾患の主要徴候

と理学所見 

 

 

9．病理検査 

 

 

 

10．呼吸器疾患の病理 

 

 

 

 

11．呼吸器感染症 

1）胸痛 2）息切れ 3）喘鳴  

4）呼吸困難 5）咳 6）痰 

7）血痰・喀痰 8）チアノーゼ  

9）バチ状指 10）胸水 

1）喀痰細胞診 

2）擦過細胞診 

3）気管支鏡下肺生検 

4）CT 下肺生検 

1）閉塞性肺疾患 

2）拘束性肺疾患 

3）腫瘍 

4）感染症 

5）循環障害 
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［呼吸器系 2］ 

 

科目責任者：神崎 正人（呼吸器外科学） 

 

大 項 目 中  項  目 小  項  目 

Ⅰ．先天性肺疾患 

 

 

 

 

 

Ⅱ．感染性肺疾患 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ．閉塞性肺疾患 

 

1．気管・気管支・肺の発育

異常および形成不全 

2．気管食道瘻 

3．気管支嚢胞 

4．肺分画症 

 

1．普通感冒（かぜ症候群） 

2．クループ 

3．急性気管支炎 

4．インフルエンザ 

5．ウイルス性肺炎 

6．オウム病 

7．マイコプラズマ肺炎 

8．細菌性肺炎 

9．肺真菌症 

10．肺結核 

11．非定型抗酸菌症 

12．レジオネラ haienn 

13．ニューモシスチス・リニ

肺炎 

14．肺寄生虫 

15．肺化膿症（肺膿瘍） 

16．免疫不全状態下の肺感染

症（AIDS による肺病変

を含む） 

17．嚥下性肺炎 

18．気管支拡張症 

 

19．気管支嚢胞 

20．気腫性嚢胞 

21．巨大肺嚢胞症 

 

1．慢性閉塞性肺疾患 

2．慢性気管支炎 

3．気管支喘息 

4．肺気腫 

5．閉塞性細気管支炎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1）Kartagener 症候群 

2）Immotile cilia 症候群 

 

1）ブラ 2）ブレブ 

1）Vanishing lung 
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大 項 目 中  項  目 小  項  目 

 

 

 

Ⅳ．拘束性肺疾患 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ．肺循環障害 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅵ．呼吸不全 

 

 

Ⅶ．呼吸中枢の異常 

 

 

 

Ⅷ．アレルギー性 

気道・肺疾患 

 

 

 

 

 

 

Ⅸ．物理・化学的原 

因による肺障害 

6．びまん性汎細気管支炎 

7．気管・気管支の狭窄閉塞 

 

1．間質性肺炎および肺線維

症 

2．過敏性肺（臓）炎 

3．塵肺 

4．石綿肺 

5．有機塵肺 

6．無気肺 

7．中葉（舌区）症候群 

8．肺胞蛋白症 

9．肺胞微石症 

10．リポイド肺炎 

 

1．肺血栓・肺梗塞症 

2．肺水腫 

3．肺高血圧症 

4．肺動静脈瘻 

5．肺性心 

6．成人呼吸切迫症候群 

（ARDS） 

 

1．低酸素血症 

2．高二酸化炭素血症 

 

1．低換気症候群 

 

2．過換気症候群 

 

1．アレルギー性鼻炎 

2．枯草熱 

3．アレルギー性気管支・肺

アスペルギルス症 

4．PIE(Pulmonary 

infiltrationwith 

eosinophilia） 

 

1．放射線肺（臓）炎 

2．薬剤誘因性肺（臓）炎 

3．パラコート肺 

 

 

 

1）Hamman－Rich 症候群 

 

 

1）社会医学的事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1）睡眠無呼吸症候群 

2）Pickwick 症候群 

 

 

 

 

 

 

1)好酸球性肺炎 
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大 項 目 中  項  目 小  項  目 

 

 

Ⅹ．肺腫瘍 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅺ．全身疾患と肺病変 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅻ．胸膜疾患 

 

 

 

 

 

 

 

XⅢ．縦隔疾患 

 

 

 

 

 

 

 

XIV．横隔膜・胸壁疾患 

 

4．酸素中毒肺 

 

1．良性腫瘍 

 

2．肺癌 

 

 

 

 

 

 

 

3．転移性肺腫瘍 

 

1．サルコイドーシス 

2．膠原病性肺・胸膜病変 

3．Wegener 肉芽腫症 

4．Goodpasture 症候群 

5．肺組織球症(Histiocy 

 tosisx) 

6．悪性リンパ腫・白血病 

7．神経疾患による呼吸障害 

 

1．胸膜炎 

2．膿胸 

3．血胸 

4．乳糜胸 

5．自然気胸 

6．胸膜中皮腫 

7．気胸・縦隔気腫 

 

1．急性縦隔炎 

2．縦隔気腫・皮下気腫 

3．縦隔腫瘍 

4． 胸腺腫 

5． 神経原性腫瘍 

6． 奇形腫 

7．迷入甲状腺腫 

 

1．横隔膜位置異常 

2．横隔膜の損傷 

 

 

1）肺過誤腫 

2）硬化性肺胞上皮腫 

1）扁平上皮癌 

2）腺癌 

3）小細胞癌 

4）大細胞癌 

5）腺扁平上皮癌 

6）カルチノイド 

7）腺様嚢胞癌 

8）粘表皮癌 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1）胸膜生検 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1）食道裂孔ヘルニア 
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大 項 目 中  項  目 小  項  目 

 

 

 

 

 

 

XV．外傷、異物 

 

 

 

 

 

 

 

 

XⅥ．呼吸器異常構造 

 

 

ⅩⅦ．呼吸管理、人工呼

吸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅩⅧ．肺・胸壁・縦隔の

手術術式 

3．横隔膜ヘルニア 

4．横隔膜弛緩症 

5．胸壁結核 

6．胸郭の変形 

 

 

1．胸部外傷 

2．肋骨、胸骨骨折 

3．Flail chest 

4．気胸 

5．血胸 

6．肺・気管支損傷 

 

7．気管・気管支異物 

 

1．画像診断 

 

 

1．人工呼吸器 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．気管切開 

2．胸腔ドレナージ 

3．縦隔鏡 

4．胸腔鏡下手術 

5．開胸術 

6．胸壁・胸膜の手術 

7．縦隔の手術 

8．肺・気管支の手術 

9．術前術後管理 

 

 

 

1）ロート胸 

2）マルファン症候群 

 

 

 

 

 

 

1）皮下気腫 

2）縦隔気腫 

 

 

1）X 線 2）CT 3）MRI 

4）核医学 5）超音波 6)血管撮影 

 

1）肺機能の補助・代行法 

a）低圧酸素療法 

b）高圧酸素療法 

c）胸郭外陰圧式人工呼吸器 

d）陽圧式人工呼吸器 

e）ECMO 

2）種類 

a）従圧式 b）従量式 

c）小児用 d）高頻度 

3）調節呼吸法 

4）補助呼吸法 

5）呼吸管理中のモニター 

6）人工呼吸の合併症 

7）人工呼吸器の安全管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

1）気管支形成術 

1）術後合併症 
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_ àbcd_ àbe f 3Y�! ghij/klmnjo/+pi!jm!q/ 3rsso/t!/3sjnnj/  runmjsv/ +71�w�=�=�+�+/x��x/x! gyz{�|}~������q/ �����/����/ ���ab/ +71wx=�7�=x7�/x��w/�! g�jnjsr�/�sZ�Z�o/�1pi/jm!q/ �r��/�!/t�0nln�i�/hiZ�rv/�!�uj� �lpi�/>Znr�m/�!/ t��sr�Q�l��/ +71��7�=xw+71/x���/w! g0mu�p/rnm/ jmlrpsl�/�sZ�Z�o/wpi/jm!q/ �l��jn�rpjs�/�ro/¡/ �l¢¢ln�Zpp�l��lr�v/£�l��lnv/ +71�71�7�xx�1/x��x/�! g¤¢jsrpl¥j/usZ�Z�o/¦/rp/pij/8�j¥j�rnm8�lnl�q/ YZ¥l���/0nmsj�/8!/ �l��lr�v/£�l��lnv/ +71�=�7�7�w�+/x��=/=! ghij/klmnjo//�pi!/§m!*¢iovlZ�Z�o/rnm/¢rpiZ¢iovlZ�Z�o.q/  j�mln/rnm/�lj̈lv�i©v/ 0�rmj�l� sjvv/ +71��x�1�w=x�/x��x/7! g>lvjrvjv/Zª/pij/klmnjo/rnm/�slnrso/hsr�p�>jvjrvjv/Zª/pij/klmnjo�v�isljs��/+pi/jm!q/ hiZ�rv/t!/8Zªª�rn/ �l¢¢ln�Zpp�l��lr�v/£�l��lnv/ +71�w�����7��/x��x/1! g�j¢plnvpr��©v/ rpiZ�Z�o/Zª/pij/klmnjo/vjpx� rpiZ�Z�o/Zª/pij/klmnjo��j¢plnvpr��©v��/7pijm!q/ 8irs�jv�/�/ �l¢¢ln�Zpp�l��lr�v/£�l��lnv/ +71�w���ww��=/x���/+! g«S¬Tq/ ®/̄ °�±/ ²³T´/ +71w�x�7�77��/x���/��! g«S¬q/ µ¶·¸°�±/¹/º»¼½¾¿GÀ/�±/ ÁÂT´/ +71wx�w�xx7�x/x��7/��! gÃÄÅ«S¬q/ ÆÇÈÉ/¾¿GÀ/�/ �¬TÊ/ +71wx=������=/x��+/�x! gËÌÍÎ&Ï�ÐÑÒËÌÍÎ&ÓÔÕ	�Ö�×ØÙq/ ÚÛËÜ¬ÝUËÎ&ÓÔÕ	�ÞßÝ�/ÚÛËÎ&àÝ�±/ áâ�¬c/ +71w11�=��+1=/x���/��! gXãËÜÎ¬q/ áâäå�Sæ¬çè«S/ ÚÛ�PÃéc/ w71w+��7�7/x���/
98



��� �����	
�� ����� ����� ������������������� ����� !�� "#$%�&'()*+,� -./� ������������������� �0123456678169:�;<=6=>?���@:�5A��� 85BC%�DE� F1GCA5<9� �H������������������H� �IJKLMN��� OPQR%�S.TU+,�V�WXYR�Z[\]�̂ _� ����� �H��������H����������� ��`�abc�d�e�� fghi+,� jklmnopq� �H��H��r�������������� �stuv���� !wxoym�� z{|}%�~���+,� �����e� ��H���r��H��������� ����������������� �����Z[\]�+,� ����q� �����r������������� �������KLMN����d�e�� s���Z[\]�+� -./� �H��������rH�����r���� �stKLM��� ���������KLMN�%st N�%stN��¡¢£�� 'f¤¥+,� �¦§̈  q� �H��H�H������������©ª«¬�® °̄�m�±²³´µ¶·̄ °�m¸³¹º»¼́ µ¶½¾ °̄�m¿ÀÁÂÃÄÅÆÇ ÈÉÊ ËÌ ÁÂÍÎ ÏÐ ÑÒÓÔËX�� ����Õ��Õ��ÖP×� ØËÌ� ÙÚ� ÙÚÐ�r�r� �r���7������Û�Üm�� �ÝLÞß��à¬á�����âã§	
ä�åæçè�éêëäìíè�� îf�ïð�ñyl«òoóôÕF��õö�÷âJ�� D7�7r×øù%D7�7�×úøù%D7�7�×ø%¼7r7�×ù%07�7r×û%ü7�7��×úøù%ý7�7�×%ý7�7��×%ý7�7��×��� ����Õ��Õ��ÖP×� ºËÌ� ÙÚ� ÙÚÐ�r�r� �����7������Û�Üm�� �ÝLÞß�þ�ä�è��ÝLÞß������éêëäìíè�� ������
99



��������	
��������� �������������������� ����	��	�� !�� "#$� %&� %&'����� ��(�����(���)*+,�� -./0123456789�:;<74=9�� >?�@A���������	
��������� ���������� ����	��	�� !�� B#$� %&� %&'����� ��(CC��C(�C�)*+,�� -./01234567�9�:;<74=9�� >?�@A���������	
��������� ��������C� ����	��	�� !�� D#$� %&� %&'����� �C(�C��E(�C�)*+,�� -./01234567�9�:;<74=9�� >?�@A���������	
��������� ��������E� ����	��	�C F�� 8#$� %&� %&'����� ��(�����(���)*+,�� -./012567�9�-./02GHIJK�:;<74=9�� LM�NO���������	
��������� ��������PQRS�T� ����	��	�C F�� U#$� %&� %&'����� ��(�C���(�C�)*+,�� -./012567�9�-./02GHIJ��:;<74=9�� LM�NO���������	
��������� ��������PQRS�
�� ����	��	�C F�� "#$� VW� XVW'��� ��(�����(���)*+,�� GHIJ7�9�-/01�:;<74=9�� YZ�[\]�̂ _`?�a_bc�deLM�NOfg�hifj�k_l!�m_���������	
��������� ��������PQRS��� ����	��	�C F�� B#$� VW� XVW'��� ��(CC��C(�C�)*+,�� GHIJ7�9�-/01�:;<74=9�� YZ�[\]�̂ _`?�a_bc�deLM�NOfg�hi

100



�����������	
����������������� ������� !"#$�
��% &�&���'��()*�� +,-� ./� 0./1�2� �(3�(��43&(�5678�� 9:;<=2>�?@AB�CDE=FG>�� HI�JKL�M�NO�P�QR�STUV�WX�Y�Z[�����������	
����������������� ������� !"#$���% &�&�������)\�� ],-� ^_� ^_1�2�2� ��3&(���32(�5678�� ? @̀ABabc=�>�Sdefgahi�CDE=FG>�� jO�kl�	
����������������� ����m��)&�n� !"o����m��)4�n� !"��&% &�&������&)��� p,-� ^_� ^_1�2�2� �&32���23m��5678�� ? @̀ABabc=&>�@:qrstuvwaxy�CDE=FG>�� z�_{�	
����������������� ������"#o����m����2% &�&������&)��� |,-� ^_� ^_1�2�2� �23((��(3�(�5678�� }~�����bc=�>�:���a��)g������w���>�CDE=FG>�� �Y�0��	
����������������� ������no����2��)��n� !o����2��)2�n���m% &�&������&)��� +,-� ^_� ^_1�2�2� �(3�(��43&(�5678�� �����=&>�?hi���CDE=FG>�� Q��i��	
����������������� ������� !"o����&� ��(% &�&������2)*�� |,-� ^_� ^_1�2�2� �23((��(3�(�5678�� �����=�>��g��=��������>̀?b�=�� �̀� >�CDE=FG>�� ¡¢�£��	
����������������� ����&� ��4% &�&������2)*�� +,-� ^_� ^_1�2�2� �(3�(��43&(�5678�� ¤¥^_�?¦§a��r¨©uª«a¬�CDE=FG>�� jO�kl�

101



��������	
��������� ��������������� ��������!�� ��������"�� ��������#����$% &�&�	��	���'�� ()*� +,� +,-�!�!� �&.!���!.���/012�� 3456789:;<!=�>?@ABCD�EF�GHI<JK=�� LM�NO���������	
��������� ������P���% &�&�	��	���'�� Q)*� +,� +,-�!�!� �!.##��#.�#�/012�� 3456789<�=�RSTUV�GHI<JK=�� WX�Y���������	
��������� ����������"% &�&�	��	�#�Z�� [)*� +,� +,-�!�!� �".�����.���/012�� 3456789<&=�\R]^56_�GHI<JK=�� `a�bc���������	
��������� ������de����&��� ����!�<�=��� ����!�<!=���� ������<�=�� f���&����� f���&"���� g�&�&�� g�&�&"��&�% &�&�	��	�#�Z�� h)*� +,� +,-�!�!� ��.&#���.!#�/012�� ij7kl<!=�>mRnopqij<klrs7tuqvwxRn=�GHI<JK=�� `a�bc���������	
��������� ����&���&�% &�&�	��	���y�� Q)*� +,� +,-�!�!� �!.##��#.�#�/012�� ij7kl<�=�>mRnopqij<klrs7tuqvzxRn=�GHI<JK=�� {Z�|O���������	
��������� ����&���&&% &�&�	��	���y�� })*� +,� +,-�!�!� �#.�#���.&#�/012�� 3456789<!=�~��UV�GHI<JK=�� ��������������	
��������� ��������&������ ����������������&!% &�&�	��	&����� ()*� +,� +,-�!�!� �&.!���!.���/012�� 3456789<�=��R���GHI<JK=�� ����B���������	
��������� ������� ������d ����&�� ����!���!�� ��"�!���&�� ��"�!�������&�% &�&�	��	&��'�� [)*� +,� +,-�!�!� �".�����.���/012�� 3456789:;<&=�>o����7��\���GHI<JK=�� ��������������	
�� ��������P� ����!������� ����!���&�� ����!���!���
102



���������	
 ������������� ���� ��� �������� ����������������  !"���#$�%&'()*+�� ,-�./�01234567�8��������� 9�:��;<��=
 ������������� >��� ��� �������� ���	���	�������  !"����?$@�%&'()*+�� ,-�./�01234567�8��������� 9�:�A�����@B;<���
 ������������� C��� ��� �������� �������A��������  !"����?$B�%&'()*+�� ,-�./�01234567�8��������� 9�:�A���=�@B;<DE9�:�A�����@E9�:�A�����@E9�:�A���	�B��:
 ����������F�� G��� HI� JHI���� ��		�	��	������� !"KLHI(�+� MNOP!"�%&'()*+�� QR�STU-�VW,-�./XY�Z[/\]�̂ _/�01234567�8��������� 9�:�A�����@B;<E9�:�A�����@E9�:�A�����@E9�:�A���=�@B;D���
 ����������F�� �̀�� HI� JHI���� 	�	�=��	������� !"KLHI(�+� MNOP!"�%&'()*+�� QR�STU-�VW,-�./XY�Z[/\]�̂ _/�01234567�8��������� 9�:�A�����@B;<E9�:�A�����@E9�:�A�����@E9�:�A���=�@B;D���
 ��������F�� >��� HI� JHI��� ���	���	������� abKLHI(+��%&'()*+�� cd�ef-g�hTijk�lmgn�opqr�s�01234567�8��������� t����@;Et�����BEt�:��BEu����DEv�A�A�BEu�����@E9�	�A�����@B;DE9�:��<E9�:���BE9�:������<E9�:�A����@B;Ew����;<D�����������w�����B;x��
 ��������F�� C��� HI� JHI��� �������A�������� abKLHI(+��%&'()*+�� cd�ef-g�hTijk�lm
103



����������	
����������������� ������� !������"!��#���"!$�%���&!'�(�(�"!$�%����!)�*�(��+���" &!)�#���,!)�#���"!)�#�%�+%�,!)�#�(��+���" !-����� ,&�����������-���%�" .�%�/ ���������%+0�� 123� 45� 6457��� �%8**��*8�*�9:;<�� =>?@45A�B��CDEAFGB�� HI�JKL��MNOPQ�RS����������	
����������������� ������� !������"!��#���"!$�%���&!'�(�(�"!$�%����!)�*�(��+���" &!)�#���,!)�#���"!)�#�%�+%�,!)�#�(��+���" !-����� ,&�����������-���%�" .�%%/ ���������%+0�� T23� 45� 6457��� �*8�*��U8�*�9:;<�� =>?@45A�B��CDEAFGB�� HI�JKL��MNOPQ�RS����������	
����������������� ������� !������"!��#���"!$�%���&!'�(�(�"!$�%����!)�*�(��+���" &!)�#���,!)�#���"!)�#�%�+%�,!)�#�(��+���" !-����� ,&�����������-���%�" .�%(/ ���������V+W�� X23� 45� 6457��� ��8�*���8%*�9:;<�� =>?@45A�B��CDEAFGB�� HI�JKL��MNOPQ�RS����������	
����������������� ������� !������"!��#���"!$�%���&!'�(�(�"!$�%����!)�*�(��+���" &!)�#���,!)�#���"!)�#�%�+%�,!)�#�(��+���" !-����� ,&������������-���%�" .�%*/ ���������V+W�� Y23� 45� 6457��� ��8%���%8(��9:;<�� =>?@45A�B��CDEAFGB�� HI�JKL��MNOPQ�RS����������	
����������������� ������� !������"!��#���"!$�%���&!'�(�(�"!$�%����!)�*�(��+���" &!)�#���,!)�#���"!)�#�%�+%�,!)�#�(��+���" !-����� ,&������������-���%�" .�%U/ ���������V+W�� 123� 45� 6457��� �%8**��*8�*�9:;<�� =>?@45A�B��CDEAFGB�� HI�JKL��MNOPQ�RS����������	
����������������� ������� !������"!��#���"!$�%���&!'�(�(�"!$�%����!)�*�(��+���" &!)�#���,!)�#���"!)�#�%�+%�,!)�#�(��+���" !-����� ,&������������-���%�" .�%V/ ���������V+W�� T23� 45� 6457��� �*8�*��U8�*�9:;<�� =>?@45A�B��CDEAFGB�� HI�JK
104



���������	
������������������������ !"�� #$%$�&'()#$%$%&*)#$+$�&*),$-$�&.)/$0$0&*),$-$%&')1$2$0&$3%&'*(.)1$+$�&4)1$+$%&*)1$+$-&3-&4)1$+$0&$3�&'*()5$%$�&(4.������������5$%$-&*(6�-+7 %�%�����%�38&� 9:;� <=� >?@�-�-A<=@��� �-B22$�2B�2�CDEF�� GHIJ<=K-L�MNOKPQL�� RS�TU���������	
������������������������ !"�� #$%$�&'()#$%$%&*)#$+$�&*)/$0$0&*)1$2$0&$3%&'*(.)5$%$�&(4.)5$%$-&*(6�
-V7 %�%������%3W&� X:;� <=� A<=@�-� �%B-�$�-B0��CDEF�� YZ<=K�L�[\]�MNOKPQL�� �^�T_`��ab���cdef�ghf�ijkl�Tmno�pqrs�tuvf�wT���������������� !"�� 1$+$-&$3-&(�
0�7 %�%������%3W&� 9:;� <=� A<=@�-� �-B22$�2B�2�CDEF�� YZ<=K�L�[\]�MNOKPQL�� �^�T_`��ab���cdef�ghf�ijkl�Tmno�pqrs�tuvf�wT���������������� !"�� 1$+$-&$3-&(�
0�7 %�%������%3W&� x:;� <=� A<=@�-� �2B�2$�yB%2�CDEF�� YZ<=K�L�[\]�MNOKPQL�� �^�T_`��ab���cdef�ghf�ijkl�Tmno�pqrs�tuvf�wT���������������� !"�� 1$+$-&$3-&(�0%7 %�%������238&� X:;� <=� A<=@�-� �%B-�$�-B0��CDEF�� YZ<=K%L�[\]�MNOKPQL�� �^�T_

105



���������	
������������������������������ !"#$%&'()*+,-./�� 0121341534�
637 8)8(&)(&(95:4� ;<=� >?� @>?A�3� (3B991(9B)9�CDEF�� GH>?I8J�KLM�NOPIQRJ�� �S��T���������	
������������������������������ !"#$%&'()*+,-./�� 0121341534�
667 8)8(&)(&(95:4� U<=� >?� @>?A�3� (9B(91(VB89�CDEF�� GH>?I8J�KLM�NOPIQRJ�� �S��T���������	
������������������������������ !"#$%&'()*+,-./�� 0121341534�
697 8)8(&)(&(W5X4� Y<=� >?� @>?A�3� (8B3)1(3B6)�CDEF�� GH>?I3J�KLM�NOPIQRJ�� �S��T���������	
������������������������������ !"#$%&'()*+,-./�� 0121341534�6V7 8)8(&)(&(W5X4� ;<=� >?� @>?A�3� (3B991(9B)9�CDEF�� GH>?I3J�KLM�NOPIQRJ�� �S��T���������	
������������������������������ !"#$%&'()*+,-./�� 0121341534�

106



��� ����������	
�� ��� ��� ������� ������������������ ������ �!"#�$%&�'( �� )*�+,-.�/01)�2345�675�89:;�+<=>�?@AB�CDE5�F+�GHIJKLMN�O��PQRSTU�� V�W����	���
�W� ����������	
�� X��� ��� ������� ������������������ ������ �!"#�$%&�'( �� )*�+,-.�/01)�2345�675�89:;�+<=>�?@AB�CDE5�F+�GHIJKLMN�O��PQRSTU�� V�W����	���
��� ����������	
�� Y��� ��� ������� ������������������ ������ �!"#�$%&�'( �� )*�+,-.�/01)�2345�675�89:;�+<=>�?@AB�CDE5�F+�GHIJKLMN�O��PQRSTU�� V�W����	���
��� ����������	
�� ��� ��� ������� ������������������ ������ �!"#�$%&�'( �� )*�+,-.�/01)�2345�675�89:;�+<=>�?@AB�CDE5�F+�GHIJKLMN�O��PQRSTU�� V�W����	������ ����������	
�� Z��� Q[� ������� ������������������ \!]^��	Q[ ���_��̀ ��_���$%&�'( �� 1)�23�GHIJKLMN�O��PQRSTU�� �

107



��� �����������	
� ��� ��� ������� ������������������ ��������� ���!��"��!���#$%&'( �� )*�+,�-./01234�5��6�789:�� ���� �����������;
� <�� =>?��� @A������ �������B���������� �������=>?� ���!��"�B!���#$%&'( �� )*�+,�-./01234�5��6�789:�� ��B� �����������;
� C�� =>?��� @A������ �������B���������� �������=>?� ���!��"�B!���#$%&'( �� )*�+,�-./01234�5��6�789:�� �

108



 

 [腎尿路系 1] 

 

科目責任者：新田 孝作（内科学（第四）） 

 

大 項 目 中  項  目 小  項  目 

Ⅰ．腎尿路系の形態と

機能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ．主要症候と病態

生理 

A．症候 

1．腎・尿路の発生 

 

 

2．腎・尿路の構造 

a．局所解剖 

 

 

 

b．機能的解剖 

 

 

 

 

c．微細構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．腎臓の機能 

 

 

 

 

 

 

 

4．腎盂、尿管の機能 

5．膀胱、尿道の機能 

 

 

 

1．無尿、乏尿 

1）腎の発生と分化 

2）尿管の発生 

3）膀胱の発生 

 

1）腎（糸球体、尿細管、間質、血管系）

の構造 

2）腎盂・尿管の構造 

3）膀胱、尿道の構造 

1）尿の生成（濾過、再吸収、分泌）とネ

フロン 

2）尿の運搬と尿路 

3）排尿 

4）腎血管系と血圧調整 

1）腎臓皮質 

  a）ネフロン（腎小体：糸球体+ボーマ

ン嚢、近位尿細管、ヘンレのループ、

遠位尿細管） 

  b）導管部（集合管、乳頭管、腎杯、腎

盂） 

  c）糸球体傍装置とホルモン 

2）尿管（内膜、中膜、外膜） 

3）膀胱（移行上皮、排尿筋、括約筋） 

4）尿道（性差） 

1）腎循環の調節 

2）細胞外液の調節 

a）体液の量と組成 

b）水･電解質の代謝（ホメオスターシ

ス） 

3）酸塩基平衡 

4）尿の生成 

5）腎の内分泌機能 

 

1）蓄尿 2）排尿 3）逆流防止 
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大 項 目 中  項  目 小  項  目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 B．全身疾患と腎障

害 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C．妊娠と腎機能 

  

 

2．多尿 

3．尿性状の異常 

 

4．水・電解質の異常 

a．浮腫 

b．脱水 

5．酸塩基平衡の異常 

6．高血圧 

7．貧血 

8．尿毒症 

9．排尿障害 

 

 

10．疼痛 

 

 

11．自律神経障害 

1．糖尿病性腎症 

2．高尿酸血性腎症 

3．膠原病の腎障害 

a．ループス腎炎 

b．強皮症腎 

c．多発性動脈炎 

d．関節リウマチ 

e．Wegener 肉外腫症 

f．Sjogren 症候群 

g．Goodpasture 症候群 

h．Behcet 症候群 

4．紫斑病性腎炎 

5．アミロイド腎症 

6．骨髄腫腎 

7．溶血性尿毒症性症候群 

8．血液疾患と腎障害 

9．肝疾患と腎障害 

10．感染症に伴う腎障害 

11．悪性腫瘍に伴う腎障害 

12．電解質異常に伴う腎障害 

1．正常妊娠時の腎機能 

2．妊娠合併症（妊娠中毒症、尿

路感染症、急性腎不全を含

む） 

 

1）蛋白尿 2）血尿 3）膿尿 

4）細菌尿 5）乳糜尿 6）塩類尿 

 

 

 

 

 

 

 

1）排尿痛 2）頻尿 3）排尿困難 

4）尿閉、残尿 5）尿失禁、遺尿 

6）尿線の異常 7）二段排尿 

1）自発痛、疝痛 2）圧痛 

3）運動痛 4）牽引痛 5）関連痛 

6）腹痛、下腹痛、背部痛、腰痛 

1）膀胱障害 
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大 項 目 中  項  目 小  項  目 

 

D．医原性腎障害 

 

 

Ⅲ．診断・検査 

 A．診察 

  

 

 

 

 

 

B．検体検査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．腎疾患と妊娠 

1．診断に伴う医原性腎障害 

2．治療に伴う医原性腎障害 

 

 

1．一般診察 

2．腎・尿路の診察 

（腹部、背部、骨盤内諸臓

器） 

 

3．男性性器の診察 

 

1．尿検査 

 

 

 

 

 

 

2．血液生化学検査 

 

 

 

 

 

 

3．免疫学的検査 

 

 

 

 

 

 

 

4．微生物学的検査 

 

 

 

 

5．病理組織検査 

 

 

 

 

 

 

1）問診 2）全身診察 

1）視診 2）触診（腎、腫瘤） 

3）打聴診（血管雑音）  

4）知覚過敏帯 5）筋性防御  

6）放散痛 7）叩打痛 8）圧痛点  

1）陰嚢透照法 

2）前立腺の触診（直腸指診） 

1）採尿法、導尿法 

2）一般定性検査（pH、尿蛋白、尿糖、尿

潜血ほか） 

3）尿生化学検査 

4）尿沈渣鏡検 

5）細菌検査（尿塗沫染色、尿定量培養） 

6）尿細胞診 

1）尿素窒素 

2）クレアチニン 

3）尿酸 

4）総蛋白、蛋白分画 

5）コレステロール、脂質 

6）電解質（Na, K, Cl, Ca, P, HCO3） 

7）凝固・線溶系 

1）血清 ASO 値 

2）血清免疫グロブリン 

3）血清補体価 

4）抗核抗体 

5）免疫複合体 

6）腫瘍マーカー 

（AFP, CEA, hCG, PSA, PAP） 

7）組織適合性検査 

1）細菌検査（塗沫、培養・同定、薬剤感

受性試験） 

2）結核・抗酸菌検査 

3）梅毒トレポネーマ 

4）クラミジア 

1）標本（光顕、電顕） 

2）染色法（H-E、PAS、蛍光抗体法ほか） 
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大 項 目 中  項  目 小  項  目 

 

 

 

 C．腎機能検査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

D．泌尿器科的検査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 E．画像診断 

 

 

 

1．糸球体濾過値（GFR） 

 

 

2．腎血漿流量（RPF） 

 

3．尿細管機能 

4．酸・塩基平衡試験 

 

 

 

5．インジゴカルミン排泄試験 

6．内分泌機能検査 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．内視鏡検査 

a．尿道鏡 

b．膀胱鏡 

c．腎盂・尿管鏡 

d．腹腔鏡 

2．排尿機能検査 

 

 

 

1．腹部単純撮影（KUB） 

2．腎盂造影 

a．排泄性腎盂造影 

b．逆行性腎盂造影 

c．順行性腎盂造影 

3．膀胱尿道造影 

a．排尿時膀胱尿道撮影 

4．腎血管造影 

 

3）細胞診 

4）生検法（腎、膀胱） 

5）染色体検査 

1）クレアチニンクリアランス（Ccr） 

2）イヌリンクリアランス（Cin） 

3）推定糸球体濾過値（eGFR） 

1）パラアミノ馬尿酸（PAH） 

クリアランス（CPAH） 

1）尿β 2MG 2）尿 NAG  

1）動脈血ガス分析 

2）尿酸性化能 

3）酸排泄量 

4）負荷試験（酸・アルカリ） 

 

1）下垂体ホルモン 

a）抗利尿ホルモン（ADH） 

2）副腎皮質ホルモン 

a）アルドステロン 

3）腎ホルモン 

a）血漿レニン活性（PRA） 

b）プロスタグランデイン 

c）エリスロポエチン 

4）副甲状腺ホルモン（PTH） 

1）適応 2）種類 3）方法 

4）合併症 

5）尿管カテーテル法 

6）生検 

 

1）膀胱内圧検査 

2）尿流量検査 

3）尿道内圧検査 

4）括約筋筋電図 

 

1）適応と方法 2）種類 

3）造影剤 4）合併症 

5）正常画像と解剖 

 

1）適応と方法 2）種類 

3）合併症 

1）適応と方法 2）造影剤 

3）合併症 4）正常画像 
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大 項 目 中  項  目 小  項  目 

 5．核医学検査 

a．腎静態シンチグラフィ 

b．腎動態シンチグラフィ 

6．超音波検査 

 

 

7．CT 検査 

 

 

 

8．MRI 検査 

 

1）適応 2）撮影法 

3）放射線医薬品 

 

1）原理と検査技術 

2）方法（腹部、膀胱、陰嚢、前立腺） 

3）ドップラー法 

1）適応と原理 

2）単純、造影検査 

3）ダイナミック CT 

4）正常画像と解剖 

1）適応と原理 

2）T1, T2 強調画像 

3）造影剤 

4）正常画像と解剖 
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［腎尿路系 2］ 

 

科目責任者：田邉 一成（泌尿器科学） 

 

大 項 目 中  項  目 小  項  目 

Ⅰ．血圧と腎疾患 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ．糸球体腎炎 

 

 

 

 

Ⅲ．原発性ネフローゼ

症候群 

 

 

 

Ⅳ．全身疾患に伴う腎

疾患 

 

Ⅴ．膠原病に伴う腎病

変 

 

 

 

1．動脈硬化性腎障害 

2．本態性高血圧 

3．悪性高血圧 

4．高血圧性腎障害 

5．腎血管性高血圧症 

（腎動脈狭窄） 

 

 

6．腎血管障害 

a．腎動脈瘤 

b．腎動静脈瘻 

c．腎梗塞 

d．腎静脈血栓 

e．腎皮質壊死 

7．副腎疾患と高血圧 

a．褐色細胞腫 

b．原発性アルドステロン症 

 

1. 急性糸球体腎炎 

2. 急性進行性糸球体腎炎 

3.  

4. 慢性糸球体腎炎 

 

1. 微小変化群 

2. 巣状糸球体硬化症 

3. 膜性腎症 

4. 膜性増殖性腎炎 

 

1. 糖尿病腎症  

2. 紫斑病性腎炎  

 

1. 全身性エリテマトーデス

（SLE） 

2. 全身性強皮症 

3. 関節リウマチ 

4. 結節性多発動脈炎 

5. 顕微鏡的多発血管炎 

 

 

 

 

1）レニン・アンジオテンシン・アルドステ

ロン系 

2）線維筋性異形成 

3）アンジオテンシン変換酵素 

 

 

 

 

 

 

 

1）カテコラミン 

1）低カリウム血症 

 

 

Goodpasture 症候群 

ANCA 関連血管炎 

IgA 腎症 

 

先天性ネフローゼ症候群 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1）糖尿病性腎症 

122



 

大 項 目 中  項  目 小  項  目 

 

 

 

Ⅵ．無症候性血尿・タン

パク尿 

 

Ⅶ．遺伝性腎炎  

 

 

 

 

Ⅷ．尿細管・間質性疾

患 

 

 

 

 

 

 

Ⅸ．尿細管機能異常 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅹ．腎不全 

 

6. 多発血管炎性肉芽腫症＜

Wegener 肉芽腫症＞ 

 

1. 無症候性血尿 

2. 無症候性タンパク尿 

 

1. Alport 症候群 

2. 基底膜菲薄化症候群＜良

性家族性 血尿＞ 

1. Fabry 病 

 

1. 急性尿細管壊死 

2. 骨髄腫腎 

3. 尿酸腎症＜痛風腎＞ 

4. 急性間質性腎炎 

5. 慢性間質性腎炎 

6. Sjögren症候群 

7. 中毒性腎障害 

 

1. 腎性糖尿 

2. Fanconi 症候群 

3. Bartter 症候群 

4. Gitelman 症候群 

5. Liddle症候群 

6. 尿細管性アシドーシス 

7. 腎性尿崩症 

8. シスチン尿症 

9. 家族性低リン血症性くる

病 

10. Dent 病、Lowe 症候群 

11. 偽性低アルドステロン症 

 

1．急性腎不全 

a．腎前性 

b．腎性 

c．腎後性 

d．多臓器不全（MOF） 

2．慢性腎不全 

a．保存期 

b．透析療法期 

c．腎移植 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

薬剤性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1）糸球体過剰濾過 

（glomerular hyperfi ltration） 
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大 項 目 中  項  目 小  項  目 

Ⅺ．小児腎疾患、小児

泌尿器疾患 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅻ．泌尿器科的腎尿路

疾患 

 A．先天性異常 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B．外傷 

 

 

 

 

C．腎・尿路結石と

異物 

 

 

 

 

 

 

 

1．小児の注意すべき徴候 

 

2．学校検尿 

 

3．先天性ネフローゼ症候群 

4．家族性・遺伝性腎炎 

5．先天性水腎症 

6．逆流性腎症 

 

1．嚢胞性腎疾患 

a．単純性腎嚢胞 

b．嚢胞腎 

（ADPKD, ARPKD） 

c．海綿腎 

2．馬蹄腎 

3．腎盂・尿管の奇形 

a．先天性水腎症 

b．重複腎盂尿管 

c．巨大尿管・水尿管 

d．尿管逆流 

4．膀胱の奇形 

a．膀胱憩室 

b．総排泄腔異常 

c．尿膜管疾患 

1．腎損傷 

2．尿管損傷 

 

3．膀胱損傷 

4．尿道損傷 

1．腎結石、腎盂結石 

a．腎石灰化症 

b．尿酸結石 

c．シスチン結石 

2．尿管結石 

3．膀胱結石 

4．膀胱異物 

 

1）小奇形 2）発熱 

3）体重増加不良 4）夜尿 

1）学童期好発年齢と予防 

2）児童の慢性疾患と管理 

 

 

 

 

 

1）von Hippel－Lindau 病 

 

 

 

 

 

１）腎盂尿管移行部通過障害 

２）尿管膀胱移行部通過障害 

 

 

 

 

 

 

 

 

1）尿管腟瘻 

2）膀胱腟瘻 

 

 

1）尿細管性アシドーシス 

2）高 Ca 血症 

3）高 Ca 尿症 

4）副甲状腺機能亢進症 

5）シスチン尿症 
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大 項 目 中  項  目 小  項  目 

D．尿路閉塞性疾患

と機能障害 

 

 

 

 E．腎血管障害 

 

 

 

 

 

 F．腎・尿路の炎症 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

G．腎・尿路の腫瘍 

  

 

 

 

 

 

 

H．副腎腫瘍 

 

 

 

 

 

 

 

XⅢ．腎・尿路の後天性

障害・異常 

 

1．上部尿路閉塞性疾患 

2．下部尿路閉塞性疾患 

3．神経因性膀胱 

4．尿失禁 

5．過活動膀胱 

1．腎硬化症（良性、悪性） 

2．腎動脈狭窄 

3．腎動脈瘤 

4．腎動静脈瘻 

5．腎梗塞 

6．腎動脈血栓症 

1．急性腎盂腎炎 

2．慢性腎盂腎炎 

3．腎膿瘍 

4．腎尿路結核 

5．急性膀胱炎 

6．慢性膀胱炎 

7．間質性膀胱炎 

8．急性尿道炎 

a．淋菌性尿道炎 

b．非淋菌性尿道炎 

9．慢性尿道炎 

1．腎細胞癌 

2．腎芽細胞腫（Wilms 腫瘍） 

3．腎の良性腫瘍 

a．血管筋脂肪腫 

4．尿路上皮腫瘍 

a．腎盂癌 

b．尿管癌 

c．膀胱癌 

1．Cushing 症候群 

2．原発性アルドステロン症

（Conn 症候群） 

3．続発性アルドステロン症 

4．褐色細胞腫 

5．男性化副腎腫瘍 

6．神経芽細胞腫 

 

1．腎下垂、遊走腎 

2．無症候性血尿 

a．特発性腎出血 

 

 

1）間欠自己導尿法 

 

 

1）Nut cracker 症候群 

2）PTRA 

 

 

 

 

 

1）腎瘢痕（renal scarring） 

 

 

 

 

 

 

1）性感染症 

2）クラミジア・トラコマティス 

 

 

1）TNM 分類 

 

 

1) 結節性硬化症(tuberous sclerosis) 

1）発癌物質 

2）病期分類 

 

 

 

 

 

 

1）先天性副腎皮質過形成 
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大 項 目 中  項  目 小  項  目 

 

 

 

 

 

XIV．腎尿路疾患の治

療 

 A．一般療法 

  

B．食事・栄養療法 

  

 

 

 

 

 

 

C．薬物療法 

 

 

 

D．輸液・輸血 

 E．血液浄化 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

F．泌尿器外科的治

療 

 

3．無症候性蛋白尿 

4．体位性蛋白尿（起立性蛋白

尿） 

5．特発性後腹膜線維化症 

 

1．生活指導 

 

1．食事・栄養療法の基本 

2．腎疾患と栄養 

1．利尿薬 

2．降圧薬 

3．副腎皮質ステロイド剤 

4．免疫抑制薬 

5．非ステロイド抗炎症薬 

6．抗血小板薬 

7．抗凝固薬 

8．抗悪性腫瘍薬 

1．適応と一般的注意 

2．輸液の種類と用法 

3．成分輸血 

4．副作用とその対策 

 

1．血液透析 

 

 

 

 

 

 

2．腹膜透析 

3．血漿交換 

4．血液吸着・濾過 

1．腎の手術 

a．開腹 

b．鏡視下 

c．ロボット補助下 

2．尿路の手術 

a．腎・尿管全摘出術 

b．膀胱全摘出術 

c．経尿道的膀胱腫瘍切除

術 

 

 

 

 

 

 

 

1）食事療法 2）栄養所用量 

3）栄養処方 

 

 

 

 

 

 

 

 

1）薬物動態 2）薬効 3）薬剤の選択と薬

用量 4）用法 5）副作用 

 

 

1）血液製剤使用基準 

1）vascular access 

2）透析器と透析液 

3）長期透析合併症 

a）腎性骨異栄養症 

b）腎性貧血 

c）透析アミロイドーシス 

d）後天性のう胞性腎疾患（ACDK） 

 

1）適応と原理 2）CAPD 

3）合併症 

 

 

 

 

1）適応 2）種類 3）体位 

4）術前術後の管理 5）合併症 
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大 項 目 中  項  目 小  項  目 

 

 

 

 

 

 

G．腎移植 

d．尿路変更術 

3．副腎の手術 

4．尿路結石破砕術 

a．ESWL 

b．PNL, TUL 

c．切石術 

1．腎移植の適応 

2．提供者（donor）と被移植者

（recipient） 

3．移植と免疫 

 

 

 

 

 

 

1）腎提供（生体腎、献腎） 

2）組織適合性検査 

3）拒絶反応 

4）免疫抑制療法 

5）合併症 

6）治療成績 

7）社会医学的事項（腎バンク） 
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［生殖器系 1］ 

科目責任者：田邉 一成（泌尿器科学） 

 

大 項 目 中  項  目 小  項  目 

Ⅰ. 生殖器の形態と 

機能 

1. 女性生殖器の発生と構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 男性生殖器の発生と構造 

 

1） 外性器・内性器 

a） 外陰（Bartholin 腺） 

b） 会陰 

c） 膣 

d）子宮（子宮体部、子宮内膜、子宮頸部、 

内子宮口、子宮峡部、外子宮口） 

e） 子宮支持組織（広靭帯、円靭帯、仙 

骨子宮靭帯、膀胱子宮靭帯、基靭帯） 

f） 卵巣［白膜、皮質、卵胞、黄体、白体、髄質］ 

g） 卵管（間質部、峡部、膨大部、卵管 

漏斗、卵管采） 

2） 骨盤骨、骨盤底、Douglas 窩 

3） 骨盤内の脈管系、神経系、骨盤内リン 

パ節 

4） 乳房（乳房、乳暈） 

5） 乳腺疾患の画像診断 

a） 乳腺の画像解剖 

b） 乳房撮影と乳管造影 

c） 超音波検査 

d） MRI 検査 

e） 核医学検査 

f） 乳房撮影のカテゴリー分類 

g） 乳腺疾患の鑑別診断 

6） 女性生殖器の微細胞構造 

a） 卵巣（卵胞成熟過程: 思春期前、成人） 

［白膜、皮質、卵胞（原始卵胞、発育卵胞、 

成熟卵胞、閉鎖卵胞）、黄体、白体、髄質、門］ 

b） 卵管（卵管采、膨大部、峡部） 

c） 子宮（体部と月経周期、頚部、子宮 

膣部） 

d） 膣と女性尿道 

e） 乳腺（妊娠期、授乳期、休止期） 

f） 胎盤、臍帯 

1） 精巣の発生と分化 

2） 男性生殖器の発生と分化 

3） 局所解剖 

a） 精巣 b）精巣上体 

c） 精管 d）精嚢 

e） 前立腺 f）射精管 

g） 陰茎 h）Denonvilliers 筋膜 
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大 項 目 中  項  目 小  項  目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ. 性ホルモンの 

生殖機能 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 女性生殖器組織の機能 

 

 

 

 

 

 

4. 男性生殖器組織と機能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 女性の性ホルモンとその動

態と作用機序 

4） 男性生殖器の微細構造 

a） 精上皮における精子発生と血液精巣 

関門  

b） 精巣間質と Leydig 細胞 

c） 精路の構成および精索に含まれる構 

造について   

d） 付属腺（精嚢・前立腺・尿道球腺） 

e） 外生殖器（特に陰茎海綿体、陰嚢壁） 

1） 視床下部・下垂体・卵巣系 

2） 卵巣周期（卵胞期・黄体期） 

3） 排卵（卵と卵胞の発育と成熟） 

4） 子宮内膜の周期的変化（増殖期・分泌期） 

5） 月経およびその発来の機序 

6） 月経周期（基礎体温） 

7） 授乳 

1） 精子の生成、輸送、活性化 

2） 勃起のメカニズム 

3） 射精のメカニズム 

4） 内分泌機能 

a） 視床下部・下垂体・精巣系 feedback 

機構 

b） LH－RH 

c） 下垂体ホルモン 

d） 副腎皮質ホルモン 

e） テストステロンとデハイドロテスト 

ステロン 

 

1） 視床下部・下垂体・卵巣系（視床下部 

ホルモン（視床下部ホルモン LH－RH, 

TRH, 下垂体ホルモン 

LH, FSH, プロラクチン（PRL）、卵巣 

ホルモン（エストラゲン（E）プロゲス 

テロン（P）） 

2） 視床下部・下垂体・卵巣系の動的関 

連フィードバック（positive feedback, 

negative feedback）、性周期における 

ホルモン変化と形態的変化（子宮内膜、 

頸管、膣） 

3） 排卵［卵と卵胞の発育と成熟（原始卵 

胞、発育卵胞、Graaf 卵胞、卵の成熟分 

裂、卵と卵胞の成熟とホルモン分泌の 

関係）］［排卵（排卵の機構））（黄体（黄 

体形成、黄体維持、黄体萎縮、黄体ホ 

ルモン分泌）］ 
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大 項 目 中  項  目 小  項  目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ. 診察と検査 

 

 

 

 

 

 

2. 男性の性ホルモンとその動

態・作用機序 

 

 

 

 

1. 一般診察 

 

2. 女性性器の診察と検査 

a. 女性性器の診察 

 

 

 

 

 

 

b. 検査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 男性性器の診察と検査 

a. 男性性器の診察 

 

 

 

 

 

4） 子宮内膜［子宮の周期的変化（増殖期、 

分泌期）、月経周期（緻密層と海綿層、 

基礎層）］ 

5） 月経［月経発来の機序（エストロゲン、 

プロゲステロンの消退、基礎体温（パ 

ターンの理解）］ 

1） 視床下部・下垂体系調節 

2）男性ホルモン 

3）副腎ホルモン 

4）精子産生 

5）射精 

 

1） 問診 

2） 全身診察 

 

1） 視診 

2） 内診、双合診 

a） 方向（前後傾、前後屈、他） 

b） 位置（子宮脱、子宮下垂、他） 

3） 触診（直腸診） 

4） 膣鏡診 

5） 消息子診 

1） 膣分泌物 

2） 膣部プールスメア、膣部擦過スメア、 

子宮頚管内スメア、体部スメア 

3） コルポスコープ 

a） 正常（偽びらん） 

b） 異常（モザイク、赤点斑、白色上皮、 

白斑、異型血管、他） 

c） ねらい組織診 

4） 子宮内膜掻爬（頚部、体部） 

5） 腫瘍マーカー 

6） 子宮卵管造影 

7） 子宮鏡・腹腔鏡 

8） Douglas 窩穿刺 

9） 超音波断層法 

10）CT, MRI, PET 

1） 視診 

2） 触診 

a） 陰嚢内容 

b） 前立腺（直腸指診） 

3） 陰嚢透照（徹照）法 
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大 項 目 中  項  目 小  項  目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b. 検体検査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 乳房の診察と検査 

a. 乳房の診察 

 

 

 

 

b. 検査 

1） 精液検査 

a） 精子数 b）運動率 c）奇形率 

2） 前立腺液検査 

3） 尿道分泌物検査 

a） グラム染色 

b） 細菌培養 

4） 内分泌検査 

5） 腫瘍マーカー 

a） 前立腺特異抗原（PSA） 

b） hCG, hCG－β 

c） AFP 

d） CEA 

6）経直腸的前立腺超音波検査（TRUS） 

7）病理組織学的検査（生検） 

 

1） 視診（分泌、乳頭陥凹、乳頭偏位、乳 

頭びらん、slight dimple、Delle、発赤、 

浮腫：peau d’orange、変色、潰瘍、衛 

星皮膚結節） 

2） 触診（乳房、腋窩リンパ節） 

1） 超音波検査 

2） マンモグラフィ 

3） MRI 

4） 針組織生検、穿刺吸引細胞診 

5） マンモトーム生検 

6） バコラ生検 

7） 乳管造影 

8） 乳管内視鏡 

9） 分泌駅細胞診 

10）分泌液 CEA 

11）PET 

12）CT 

13）腫瘍マーカー 
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［生殖器系 2］ 

 

科目責任者：田畑 務（産婦人科学） 

 

大 項 目 中  項  目 小  項  目 

Ⅰ . 生殖器の先天 

異常 

1. 性の分化と生殖器の発生 

 

 

 

 

 

 

 

2. 性分化、染色体の異常 

a. 性染色体異常に伴う性分

化異常症（Turner 症候群、

Klinefelter 症候群など） 

b. 46XY 性分化疾患（アンド

ロゲン不応症など） 

c. 46XX 性分化疾患 

（アンドロゲン過剰 

など） 

3. 女性性器の形態異常 

a. 外陰 

b. 腟 

 

 

 

c. 子宮 

 

 

 

 

 

 

 

4. 乳房の先天異常 

 

 

5. 男性生殖器の先天異常 

a. 停留精巣 

b. 精索水瘤 

c. 鼠径ヘルニア 

d. 尿道下裂 

e. 包茎 

1） 性の決定因子 

a） 遺伝子 

b） 生殖器 

c） 社会的性 

2） 性分化異常 

a） Wolff 管 

b） Müler 管 

c） Gartner 管 

a～c の疾患について 

1） 定義 2）病因 3）症候 

4） 診断 5）治療 

6） 予後、社会医学的事項 

アンドロゲンレセプター 

 

 

先天性副腎過形成症 

（欠損酵素の種類） 

 

1） 腟欠損、腟閉鎖 

a） Rokitansky 症候群 

b） 仮性半陰陽 

c） 月経モリミナ 

2） 腟中隔 

1） 子宮奇形の分類 

a） 子宮欠損 b）双角子宮 

c） 重複子宮 d）中隔子宮 

e） 単角子宮 f）弓状子宮 

2） 診断（子宮卵管造影、MRI） 

3） 治療 

a） Strassmann 手術 

b） Jones&Jones 手術（不妊症、流産） 

1) 乳頭、乳頭の数の異常 

  a) 無乳房症 b) 無乳頭症 

  c) 多乳房症 d) 多乳頭症 a～e の疾患について 

1） 病因 2）疫学 3）分類 

4） 症候 5）診断 6）治療 
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大 項 目 中  項  目 小  項  目 

Ⅱ. 性ホルモンと 

その異常 

1.  女性の性ホルモンとその

異常 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a. 思春期早発症 

b. 思春期遅発症 

2. 月経異常 

a. 無月経 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b. 希発月経 

c. 頻発月経 

d. 過少月経 

e. 過多月経 

f. Sheehan 症候群 

g. 乳汁漏出症 

 

1） 視床下部・下垂体・卵巣系 

（視床下部ホルモン LH－RH, TRH, 下垂体ホル

モン LH, FSH, PRL, 卵巣ホルモン E, P） 

2） 視床下部・下垂体・卵巣系の動的関 

連フィードバック（positive feedback, 

negative feedback）、性周期における 

ホルモン変化と形態的変化（子宮内膜、 

頸管、腟） 

3） 排卵［卵と卵飽の発育と成熟（原始卵 

飽、発育卵飽、Graaf 卵飽、卵の成熟分 

裂、卵と卵飽の成熟とホルモン分泌の 

関係）］［排卵（排卵の機構）、黄体（黄 

体形成、黄体維持、黄体萎縮、黄体ホ 

ルモン分泌）］ 

4） 子宮内膜［子宮内膜の周期的変化（増 

殖期、分泌期）、月経周期（緻密層と海 

綿層、基底層）］ 

5） 月経［月経発来の機序（エストロゲン、 

プロゲステロンの消退、基礎体温（パ 

ターンの理解）］ 

a, b の疾患について 

1） 病因 2）診断 3）治療 

1） 病因 

2） 分類（原発· 続発性無月経· 生理的無月経、 

第 1 度· 第 2 度無月経、視床下部性無月経、 

下垂体性無月経、卵巣性無月経、子宮性無月経、 

心因性無月経、その他（体重減少、肥満性無月経、 

潜伏月経）） 

3） 検査（P, E+P 負荷テスト、視床下部· 下 

垂体検査法（LH－RH テスト）、卵巣機能検査法

（血中 T, E, P 測定、ゴナドトロピンテスト）子

宮内膜生検、腹腔鏡、染色体検査、月経誘発療法、

排卵誘発療法） 

4） 治療 

b～f の疾患について 

1） 病因 2）検 3）治療 

 

 

 

1） プロラクチノーマ 

2） Chiari－Frommel 症候群 

3） 薬剤性 

4） 原発性甲状腺機能低下 

5） GH 産生腫瘍 

6） 検査（PRL, TRH テスト、トルコ鞍撮影） 
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 大 項 目 中  項  目 小  項  目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ. 不妊 

 

h. 神経性食思不振症 

i. 多嚢胞性卵巣症候群 

 

 

 

 

j. 機能性子宮出血 

 

 

 

 

 

k. 月経困難症 

 

 

 

 

 

3. 男性機能の異常 

a. 原発性性腺機能不全 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b. 勃起障害（ED） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 不妊症 

 

1） 病態生理 

1） 定義、症状（無月経、肥満、多毛、PCOS 

（Polycystic ovary syndrome）、内分泌 

状態 

2） 診断 

3） 治療（クロミフェン療法、卵巣楔状切除） 

1） 定義 

2） 診断 

随伴または鑑別病変（子宮筋腫、子宮 

頸癌、子宮体癌、子宮腟部びらん、子 

宮内膜ポリープ他） 

3） 治療 

1） 病因 

a） 機能的（子宮後屈他） 

b） 器質的（子宮内膜症、子宮筋腫、子宮 

発育不全） 

2） 診断 

3） 治療 

 

1） 病因 

2） 病態生理（内分泌異常） 

a） 視床下部· 下垂体系調節 

b） 男性ホルモン 

c） 副腎ホルモン 

3） 症候 

4） 診断 

a） ホルモン検査 

b） 精液検査 

c） 精巣生検 

5） 治療 

1） 病因 

a） 心因性 

b） 器質性 

2） 症候 

3） 診断 

a） リジスキャン 

b） パパべリン試験 

4） 治療 

a） 薬物治療（Sildenafil, PGEI、パパベリン） 

b） プロステーシス 

 

1） 定義 

2） 病因分類（原発不妊、続発不妊、男性不妊、女性

不妊、機能性不妊、器質性不妊、排卵障害、受精

障害、着床障害）、黄体機能不全 
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 大 項 目 中  項  目 小  項  目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ. 生殖器の疾患 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 男子不妊 

 

 

 

3. 体外受精 

 

 

4. 不育症（習慣流産） 

 

 

 

 

 

 

 

1. 女性性器の感染症（STD を

含む） 

a. 腟炎 

 

 

b. 骨盤内炎症性疾患 

（PID：pelvic inflame- 

matory disease） 

c. 子宮頸管炎 

d. 子宮内膜炎· 筋層炎 

e. 付属器炎 

f. 卵管留膿症 

g. 子宮留膿症 

h. 子宮傍結合織炎 

i. 骨盤腹膜炎 

j. 性器結核 

 

3） 検査（卵管疎通性検査法、排卵時期の診 

断法、精液検査精子頸管粘液適合試験） 

4） 診断（基礎体温（BBT）、子宮卵管造影 

（HSG）、通水通気（Rubin テスト）、通 

色素法、Hüer テスト、頸管粘液検査、 

子宮内膜組織診、月経血培養、腹腔鏡、 

子宮鏡、内分泌検査、染色体検査 

5） 治療（ 排卵誘発法（ クロミフェン、 

hMG－hCG, LH－RH）、副作用（卵巣過 

剰刺激症候群）、卵管形成術、通水法、 

人工授精（AIH, AID, GIFT）、体外受 

精· 胚移植（IVF－ET, 顕微授精） 

1） 定義: 乏精子症、無精子症、精子無力症 

2） 病因 

3） 検査（精液検査、精巣生検、精管造影） 

4） 治療 

1） 適応 

2） 手技 

3） 医学的· 倫理的問題 

1） 定義: 原発、続発 

2） 頻度 

3） 原因（子宮の形態異常、内分泌異常、 

感染症、染色体異常、免疫性（同種免疫、 

自己免疫= 抗リン脂質抗体、ループス 

アンチコアグラント）、その他） 

4） 治療 

 

 

 

1） 病因（Döderlein 桿菌、トリコモナス、 

カンジダ、非特異性細菌） 

2） 診断 

3） 治療 
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大 項 目 中  項  目 小  項  目 

 k. 性感染症（STD） 

 

 

l. 淋病（淋菌感染症） 

m. 梅毒 

2. 男性性器の感染症 

a. 急性前立腺炎 

b. 慢性前立腺炎 

c. 急性精巣上体炎 

d. 慢性精巣上体炎 

e. 精巣炎 

f. 亀頭包皮炎 

g. STD（sexually trans- 

mitted diseases） 

 

 

 

 

 

 

 

3. 外陰部の病変 

a. 外陰炎 

b. 尖形コンジローマ 

c. 急性外陰潰瘍 

d. ベーチェット病 

e. Bartholin 腺炎 

f. 外陰腫瘍 

 

 

 

 

 

 

 

4. 腟腫瘍 

a. 腟癌 

 

b. 腟上皮内腫瘍 

5. 子宮内膜症 

 

 

 

 

1） 種類（STD：ヘルペス、パピローマ、 

クラミジア） 

2） 社会医学的事項 

1） 期別分類 

 

a～g の疾患について 

1） 病因 2）病態 3）症候 

4） 診断 5）治療 6）予後 

 

1） Mumps 

 

 

1） 梅毒 

a） Treponema pallidum 

b） 梅毒血清反応 

2） 淋菌性尿道炎 

a） Neisseria gonorrhoeae 

3） 非淋菌性尿道炎 

a） Chlamydia trachomatis 

4） AIDS 

5） 陰部疱疹 

 

1） 病因（尖形コンジローマ、トリコモナス、 

カンジダ、非特異性細菌） 

ウイルス（ヘルペス、パピローマ） 

1） 病因 

 

1） Bartholin 腺膿瘍、Bartholin 嚢胞 

1） 前癌病変（外陰ジストロフィー、外陰 

Paget） 

2） 外陰癌 

a） 疫学 b）病理 c）期別分類 

c） 症状 e）診断 f）治療 g）予後 

3） 黒色腫 

a） 定義 b）診断 c）予後 d）術式 

 

a） 疫学 b）病理 c）期別分類 

d） 症状 e）診断 f）治療 g）予後 

 

1） 定義、分類 

2） 好発部位 

3） 症状、所見（月経困難症、チョコレー 

ト嚢胞、不妊症悪性化） 

4） 診断（腹腔鏡） 
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大 項 目 中  項  目 小  項  目 

  

 

 

 

6. 絨毛性疾患 

a. 絨毛性疾患 

 

 

 

b. 胞状奇胎 

 

 

 

 

 

 

c. 侵入奇胎 

 

 

 

d. 絨毛癌 

 

 

 

e. 存続絨毛症 

7. 良性卵巣腫瘍 

a. 漿液性嚢胞腺腫 

b. 粘液性嚢胞腺腫 

c. 線維腫 

d. Brenner 腫瘍 

e. 莢膜細胞腫 

f. 甲状腺腫 

g. 成熟嚢胞性奇形腫 

h. 卵巣貯留嚢胞［類副腎腫、

卵胞嚢胞、黄体嚢胞（ルテ

イン嚢胞）］、 

Meigs 症候群 

 

 

8. 境界悪性卵巣腫瘍 

a. 漿液性嚢胞腺腫 

b. 粘液性嚢胞腺腫 

c. 顆粒膜細胞腫 

d. セルトリ・間質細胞腫瘍

（中分化型） 

5） 治療 

a） 偽妊娠療法 

b） 偽閉経療法 

c） 手術療法 

 

1） 定義 

2） 疫学 

3） 病理 

4） 分類 

1） 定義（全胞状奇胎、部分胞状奇胎） 

2） 診断（超音波断層法、HCG、LH レベル、 

βHCG） 

3） 治療 

4） 管理・予後 

5） 胞状奇胎娩出後の管理 

（BBT の有用性、HCG） 

1） 定義、病理 

2） 診断 

3） 治療 

4） 管理・予後（primary chemotherapy） 

1） 定義、病理 

2） 診断（PAG、絨毛癌スコア、転移の部分） 

3） 治療（化学療法、手術療法） 

4） 管理・予後 

 

7～9 の疾患全てに対して 

1） 頻度、好発年齢 

（充実性腫瘍と嚢胞性腫瘍） 

2） 症状 

自・他覚症状（茎捻転、破裂） 

3） 診断、鑑別診断 

超音波断層法、CT, MRI, HSG 

ホルモン活性、腫瘍マーカー 

4） 治療 

a） 腫瘍摘出術 

b） 卵巣摘出術 

c） 付属器摘出術 

d） 単純子宮全摘術+ 付属器摘出術 

e） d+ 骨盤リンパ節郭清術+ 大網切除術 
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大 項 目 中  項  目 小  項  目 

 e. ステロイド細胞腫瘍 

f. ギナンドロブラストーマ 

g. 未熟奇形種（G1, G2） 

9. 悪性卵巣腫瘍 

a. 漿液性腺癌 

b. 粘液性腺癌 

c. 類内膜腺癌 

d. 明細胞腺癌 

e. セルトリ・間質細胞腫瘍

（低分化型） 

f. 未分化胚細胞腫 

g. 卵黄嚢腫瘍 

h. 胎芽性癌 

i. 絨毛癌 

j. 未熟奇形腫（G3） 

k. 悪性転化を伴う成熟嚢胞

奇形腫 

10. 子宮筋腫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11. 子宮肉腫 

 

12. 子宮頸癌 

 

 

 

 

 

9 の全てに対して 

1） 病理 

2） 期別分類（0 期、Ⅰ期、Ⅱ期、Ⅲ期、Ⅳ期） 

3） 治療、予後（手術療法、second look operation、

化学療法） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1） 疫学（好発年齢、不妊、卵巣機能） 

2） 分類 

a） 体部筋腫 b）頸部筋腫 c）粘膜下筋 

腫 d）筋層内筋腫（壁内筋腫） e）漿 

膜下筋腫 f）有茎筋腫（筋腫分娩） 

3） 症状、診断 

a） 月経困難症 b）過多月経 

c） 貧血 

4） 鑑別診断（充実性卵巣腫瘍、子宮内膜症、 

子宮腺筋症、子宮体癌、子宮肉腫） 

5） 続発性変化（変性、悪性化） 

6） 治療 

a） 核出術 

b） 腹式単純子宮全摘術 

c） 腟式単純子宮全摘術 

d） 筋腫合併妊娠 

e） 薬物療法（GnRH アゴニスト療法の 

適応と限界） 

f） 塞栓術 

1） 定義 2）分類 3）症状· 診断 

4） 鑑別診断 5）治療· 予後 

1） 疫学（好発年齢、人種別、体癌との比率、 

性生活） 

2） 病理 

a） 扁平円柱上皮境界（SCJ） 

b） 異形性（dysplasia） 

c） 上皮内癌 

d） 浸潤癌 
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13. 子宮体癌 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14. 前立腺肥大症 

15. 前立腺癌 

 

 

 

 

e） 扁平上皮癌 

f） 腺癌 

3） 期別分類（0 期、Ⅰ期、Ⅱ期、Ⅲ期、Ⅳ期） 

4） 症状（初期症状） 

5） 診断 

a） 細胞診 

b） コルポスコピー 

c） 組織診（狙い生検、円錐切除） 

d） 進展度の診断 

（膀胱鏡、IVP、直腸鏡） 

6） 治療法（方法の選択） 

a） 手術療法（円錐切除術、単純子宮全 

摘出術、準広汎子宮全摘出術、広汎 

子宮全摘出術、傍大動脈リンパ節郭 

清術） 

b） 放射線療法 

c） 化学療法 

d） 予後（期別予後） 

1） 疫学（好発年齢、人種差、頸癌との比率） 

2） 病理（分化度（G1－G3）） 

3） 期別分類（0 期、Ⅰ期、Ⅱ期、Ⅲ期、Ⅳ期） 

4） 症状 

a） 不正子宮出血（閉経後出血） 

b） 子宮留膿症（Simpson 兆候） 

5） 診断（内膜細胞診、内膜組織診） 

6） 治療 

a） 手術療法（単純子宮全摘出術、広汎 

子宮前摘出術） 

b） 放射線療法 

c） 化学療法 

d） ゲスターゲン療法 

7）予後（期別の予後） 

14～15 の腫瘍について 

1） 疫学（発生頻度、人種、年齢） 

2） 病因 

3） 病態、病理 

4） 症候 

a） シンプトム・スコア 

b） 尿流量測定 

c） 残尿 

5） 診断 

a） 直腸指診（DRE） 

b） 腫瘍マーカー（PSA） 

c） 経直腸超音波検査（TRUS） 

d） 前立腺生検 
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V . 乳腺の疾患 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16. 精上皮腫 

17. 非セミノーマ性胚細胞腫

瘍 

a. 奇形種（teratoma） 

b. 胎児性癌（embryonal 

carcinoma） 

c. 絨毛上皮腫 

（choriocarcinoma） 

d. 卵黄嚢腫瘍（yolk sac 

tumor） 

18. その他の精巣腫瘍 

a. Sertoli 細胞腫 

b. Leydig 細胞腫 

19. 陰茎癌 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 乳腺炎 

a. 急性乳腺炎 

b. 慢性乳腺炎 

c. 乳輪下膿瘍 

2. 乳管内乳頭腫 

3. 線維腺腫 

4. 葉状腫瘍 

5. 乳腺症 

6. 女性化乳房症 

7. 副乳 

8. 乳癌 

a. 非浸潤癌 

e） 病期診断（骨盤 CT、MRI、骨シンチ） 

6） 治療 

a） 薬物療法（αブロッカー、LH－RH 

アナログ、抗男性ホルモン剤） 

b） 手術療法（TUR（経尿道的前立腺切 

除術、被膜下前立腺摘出術、前立腺 

摘出術（鏡視下、ロボット補助下）、 

去勢術） 

c） 放射線療法 

7） 予後（生存率） 

16～19 の腫瘍に対して 

1） 疫学 

a） 頻度 

b） 好発年齢と組織像 

2） 病因 

3） 病態、病理 

4） 症候 

a） 陰嚢無痛性腫大 

b） 女性化乳房 

5） 診断 

a） 触診 

b） 腫瘍マーカー（HCG、HCG－β、AFP、 

CEA、LDH） 

c） 陰嚢内超音波検査 

d） 病期診断（腹部超音波検査、CT 検査、胸部

X－P、CT 検査） 

6） 治療 

a） 手術療法（高位精巣摘出術、後腹膜 

リンパ節郭清） 

b） 化学療法（CDDP PVB 療法） 

c） 放射線療法 

7） 予後 

 

1） 病因 

2） 症状 

3） 治療 

 

1） 好発年齢 

2） 症状 

3） 診断 

4）治療 

 

 

1） 疫学 

2） 症状 
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VI . その他の男性 

性器の疾患 

 

 

 

b. 浸潤癌 

c. Paget 病 

 

 

 

 

 

9. 間質肉腫 

 

 

 

 

1. 性器外傷 

a. 陰茎折症 

b. 精巣損傷 

2. 陰嚢水瘤、精索水瘤 

 

3. 精索静脈瘤 

4. 精巣捻転症 

3）診断 

4） 治療 

a） 手術（乳房切除術、乳房温存術、セ 

ンチネルリンパ節生検 

b） 薬物療法（ホルモン療法、化学療法、 

分子標的療法） 

c） 放射線療法 

1） 好発年齢 

2） 症状 

3） 診断 

4） 治療 

 

1～4 の疾患に対して 

1） 病因 2）病態 3）症候 

4） 診断 5）治療 6）予後 

1） 陰嚢透光試験 

2） 手術療法 

1） Prehn 徴候 

2） 超音波ドップラー法 
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[妊娠と分娩] 

 

科目責任者：小川正樹（母子総合医療センター） 

       

大 項 目 中 項 目 小 項 目 

Ⅰ．総論 1．胎児の発生と発育   

      

Ⅱ．妊娠の成立 1．妊娠の生理（妊娠の 1）性器の変化 

  成立と母体の生理現象） 2）全身の変化（性器外変化） 

  2．受精・着床のメカニ 1）受精の生理 

    ズム  （卵と精子の成熟、受精の機構） 

    2）受精卵の分割と輸送 

    3）着床（子宮内膜の変化（脱落膜の 

      形成）、着床機構、内分泌調節） 

  3．胎児胎盤系 1）胎児胎盤循環 

     （Botallo 管、Arantius 管） 

    2）内分泌（hCG、hPL、エストリオール） 

    3）ガス交換と物資代謝 

      

Ⅲ．妊娠の診断 1．妊娠の徴候 1)自覚徴候(無月経・つわり・悪阻) 

    2)他覚徴候(子宮・腟) 

  2．妊娠診断の検査 1)基礎体温 

    2)hCG 測定 

    3)超音波断層法 

      

Ⅳ．妊娠と胎児発育 1． 発生のメカニズム 1）妊卵、胎芽、胎児 

  （生理学的側面） 2）器官形成期 

    3）成長の評価 

    4）成長のパターン 

  2．臓器形成 1）呼吸器系 

   （発生生物学的側面） 2）心臓・脈管系 

    3）消化器系 

    4）内分泌・代謝系 

    5）血液・造血器系 

  

 

 

 

3．妊娠の管理 

a．妊婦診察 

6）免疫系 

7）腎・泌尿器系 

8）生殖器系 

9）神経系 

10）感覚器系 

11）運動器系 

1）妊娠時期の診断 

2）胎児に対する診断（Leopold 診察法） 

3）妊婦健診 

4）頸管成熟度（Bishop スコア） 
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4．多胎妊娠 

5）妊娠中の緊急時の状態把握 

1）定義、分類 

    2）発生、原因 

    3）疫学、頻度 

    4）症状、診断（膜性診断：1 卵性、 

    2 卵性の鑑別） 

    5）合併症の管理 

    6）妊娠時の管理 

    7）児の予後（圧縮児、紙様児、双胎間 

     輸血症候群） 

      

Ⅴ．妊娠中の異常 1．流産 1）定義 

    2）種類（切迫流産、進行流産、不全流 

    産、完全流産、稽留流産、習慣流産） 

    3）原因（母体側原因、胎児側原因） 

    4）病理・症状 

    5）検査（hCG、超音波断層法） 

    6）診断（鑑別診断） 

  2．早産 1）定義（人工早産、自然早産） 

    2）原因（絨毛羊膜膜炎、頸管炎、頸管 

    無力症） 

    3）治療（β2-刺激剤、頸管縫縮術） 

      Shirodkar 手術、McDonald 手術） 

    4）予後 

 
3. 異所性妊娠 1）定義 

    2）分類、頻度（卵管妊娠（膨大部妊娠、 

      峡部妊娠、間質部妊娠）、腹膜（腔） 

      妊娠、卵巣妊娠、頸管妊娠） 

    3）原因 

    4）病理 

    5）症状 

    6）診断（妊娠反応、Douglas 窩穿刺、 

      超音波診断、腹腔鏡検査） 

  4．妊娠高血圧症候群 1）定義、分類（軽症、重症) 

       子癇（妊娠、分娩、産褥） 

    2）原因 

    3）病理、病態生理（胎盤所見） 

    4）頻度 

    5）症状 

    6）診断（予知、予防） 

    7）治療（食事療法、薬物療法） 

    8）母児の管理 
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9）母児の予後（児死亡、SGA(small for 

gestational age）の発生、症状） 

10）子癇（診断（鑑別診断）、治療、 

      予後） 

  5．胎盤の異常   

  a．常位胎盤早期剥離 1）定義 

  （子宮胎盤溢血） 2）病理 

    3）症状（DIC) 

    4）診断、鑑別診断 

    5）処置、管理 

  b．前置胎盤 1）定義、分類（全前置胎盤、部分前置 

      胎盤、辺緑前置胎盤） 

    2）症状（予告出血） 

    3）診断（超音波断層法、倚褥感） 

    4）鑑別診断 

    5）処置、管理 

  c．低置（位）胎盤 1）診断 

    2）管理 

  6．合併症妊娠など   

  a．血液型不適合妊娠 1）定義 

    2）分類（ABO 不適合、Rh 不適合、 

      その他の血液型不適合） 

    3）検査（Rh 型、間接クームス試験、 

      直接クームス試験、羊水分析） 

    4）管理（交換輸血、光線療法） 

    5）次回妊娠の予防、予後（抗 Rh ヒト 

      免疫グロブリン） 

  b．過期妊娠 1）定義（分娩予定日補正） 

    2）検査、診断（胎児胎盤機能検査） 

    3）児への影響 

  c．胎盤機能不全   

  d．胎児発育不全 1）定義 

      （Fetal growth  2）原因 

       restriction, FGR） 3）診断 

  e．Heavy for    

       gestational age 1）頻度 

    2）種類（合併症が妊娠母体に与える影 

    響、合併症が胎児に与える影響、 

    妊娠が合併症に与える影響） 

  f．ハイリスク妊娠   

  g．妊娠偶発合併妊娠   

  h．子宮奇形 1) 子宮奇形（双角子宮、双頸双角子 

       宮、副角子宮（副子宮）、重複子宮） 
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i．子宮筋腫 

2) 診断・治療（HSG、Strassmann 手術、 

Jones&Jones 手術（不妊症、流産）） 

 

  j．子宮頸癌   

  k．卵巣腫瘍   

  l．心臓・血管疾患 1）NYHA 分類 

  m．血液疾患 1）貧血 

    2）ITP 

  n．泌尿器疾患 1）腎炎 

    2）腎不全 

 
o．肝・胆道疾患 1）黄疸 

    2）肝炎 

    3）急性妊娠脂肪肝 

    4）HELLP 症候群 

  p．呼吸器疾患   

  q．内分泌・代謝疾患 1）種類（糖尿病、甲状腺疾患） 

  r．自己免疫疾患 1）全身性エリテマトーデス 

  s．感染症（母児感染、 1）梅毒 

     垂直感染） 2）サイトメガロウイルス感染症 

    3）風疹 

    4）B 型肝炎 

    5）ヘルペス感染症 

  7. 出生前診断と胎児の   

     発達   

  a．羊水検査 1）染色体分析 

    2）生化学的検査（胎児成熟度の検査） 

      （サーファクタント、△OD450）、 

    L/S 比、shake test、血液型不適合妊娠） 

  b．胎児機能・胎児胎盤 1）エストリオール（E3） 

  機能 2）hPL 

    3）酸素 

    4）胎児発育度 

    5）胎児成熟度 

    6）羊水鏡 

    7）胎児心拍数モニタリング 

  c．胎児発育 1）胎児超音波検査（ドプラ法、B モード） 

    2）biophysical profile score 

  d．遺伝子病 1）種類 

    2）診断 

  e．染色体異常 1）種類 

  f．胎児病 1）種類 

    2）診断 

  g．多胎   
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  h．胎児発育不全 

 

1）病因 

2）診断 

  i．溶血性疾患   

  j．形態異常 1）種類（無脳症、小頭症、水頭症、二 

    分脊椎、唇裂、口蓋裂、横隔膜 

      ヘルニア、気管食道瘻、消化管閉鎖、 

      臍帯ヘルニア、消化管破裂、鎖肛） 

    2）診断 

  k．胎児水腫   

  l．子宮内胎児死亡 1）死胎児症候群 

    2）超音波診断法 

      

Ⅵ．分娩 1．分娩の生理三要素 1）骨産道（入口部（真結合線、入口の 

 
a．産道   形態）濶部、峡部（坐骨棘）、出口 

 
 

部（恥骨開角、結節間距離）、 

 
 

骨盤誘導線（骨盤軸） 

 
 

2）軟産道（産道の形成・通過管（頸管 

   の開大・短縮・子宮下部の形成）） 

  b．娩出物（胎児） 1）児頭（縫合・泉門、児頭計測、児頭 

  の変形（応形機能）、産瘤） 

  2）胎向（第 1、2 胎向） 

 
 

胎位（頭位、骨盤位、横位、斜位） 

 
 

   胎勢（屈位、反屈位） 

 c．娩出力 1）陣痛（陣痛の性格、発来機序、陣痛 

     の計測、妊娠陣痛、前駆陣痛、 

  分娩陣痛、後陣痛） 

  2）腹圧 

  2．正常分娩の経過と管理 1）産徴（血性分泌物） 

 a．分娩の経過 2）開始 

  3）分娩時期（第 1 期（開口期）、第 2 

  
期（娩出期）、第 3 期（後産期）、止血

の機序） 

  
4）破水（適時破水、非適時破水（前期 

  破水、早期破水、遅滞破水） 

  5）児頭の浮動、進入、固定、嵌入、下 

  降 

  6）回旋（第 1～第 4 回旋） 

  7）児の娩出（排臨、発露、応形機能、 

    骨重積） 

  8）胎盤の娩出（剥離機転、胎盤後血腫、 

     剥離徴候（胎児面より娩出、母体面 

   より娩出、混合型娩出） 
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  b．管理 1）分娩時期の診断 

  
 

2）胎児の位置の診断 

  
 

3）胎児の大きさの診断 

  
 

4）胎児の下降度の診断・表現法（下向 

  
 

  部、先進部、station、入口部、濶部、

峡部、出口部、高在、中在、 

  
 

低在の意味） 

  
 

5）児頭回旋の診断・表現法 

  
 

6）頸管開大度（Friedman 曲線） 

   7）陣痛の観察、胎児心拍の観察 

    8）パルトグラム 

  
 

9）分娩中の緊張時の状態把握 

  3．分娩の取り扱い 1）産婦の取り扱い（分娩介助法（会陰 

  
 

  切開法） 

  4．産科出血   

  a．弛緩出血 1）鑑別診断 

  
 

2）処置（救急処置、止血法、麦角剤） 

  b．分娩時異常出血 1）病因 

  
 

2）鑑別診断 

  5．難産   

  a．胎児性難産 1）病因（巨大児、肩甲難産、水頭症、 

  
 

  胎児奇形） 

  b．遷延分娩 1）定義 

  
 

2）病因 

  
3）処置  経腟産科手術：吸引分娩 

  
 

             鉗子分娩 

  
 

      経腹産科手術：帝王切開 

  6．妊娠中、分娩時の麻酔 1）妊娠時の生理学的変化 

   （麻酔科学的側面） 2）妊娠中の非産科的外科手術の麻酔 

  
 

3）経腟分娩の麻酔（無痛分娩） 

  
 

4）帝王切開の麻酔 

  7. 分娩監視と胎児機能   

    不全   

  a．分娩監視装置 1）陣痛曲線 

  
 

2）胎児心拍数モニタリング 

  
 

胎児心拍数基線: 正常脈、頻脈、 

  
 

徐脈胎児心拍数基線細変動、胎児心拍数 

  
 

一過性変動: 一過性頻脈、一過性徐脈: 

early deceleration (早発一過性徐脈) 

   late deceleration(遅発一過性徐脈） 

  
 variable deceleration（変動 一過性徐

脈） 
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    prolonged deceleration(遷延一過性 

   徐脈）LTV、sinusoidal pattern、 

  
 

reassuring pattern、non-reassuring 

pattern 

  
 

3）ノンストレステスト（NST) 

   4）コントラクションストレステスト 

  
 

（CST) 

  
 

5）オキシトシンチャレンジテスト（OCT) 

  b．血液ガス分析 1）児頭採血 

  c．胎児機能不全 1）定義 

   (non-reassuring 2）病因 

    fetal status: NRFS) 3）診断（胎児心拍数モニタリング、胎児 

  
 

  胎盤機能検査法、児頭末梢血 pH） 

  
 

4）病態生理 

  
 

5）処置 

  
 

6）予後 

   
Ⅶ．産褥 1．正常産褥 1）産褥の定義 

  
 

2）後陣痛 

  
 

3）子宮復古 

  
 

4）悪露（赤色悪露、褐色悪露、黄色悪 

  
 

  露、白色悪露） 

  
 

5）産褥性無月経、授乳性無月経、産褥期 

  
 

  の諸種ホルモン動態、とくに下垂体・ 

  
 

  卵巣系） 

  
 

6）全身の復古 

  2．異常産褥 1）病因 

  a．初期出血   

      （軟産道裂傷、弛緩   

      出血）   

  b．晩期出血（子宮復古   

      不全）   

  c．産褥熱   

  d．血栓性静脈炎、白股

腫 
  

  e.乳腺炎   

  f.乳汁分泌不全   

  g.産褥精神病   

  （マタニティブルー）   

  
 

  

Ⅷ.母子保健 1． 母子関連統計 1) 人口動態統計 

  
 

2) 妊産婦死亡 

  
 

3）周産期死亡 

  
 

4）死産 
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5）人工妊娠中絶 

  
 

6）乳児死亡 

  2． 母子関連法規 1）母体保護法 

  
 

2）母子保健法 

   3）児童福祉法 

  
 

4）新感染症予防法 

  
 

5）労働基準法 

  3．診断書・証明書 出生証明書、死亡診断書、死体検 

  
案書、死胎検案書、死産証書、 

  
 

死亡届、出生届 

  
 

  

Ⅸ.遺伝相談 1．遺伝カウンセリング   

  2．出生前診断   

  3．医の倫理   
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[「至誠と愛」の実践学修] 

 

科目責任者：西村 勝治(精神医学) 

 

東京女子医科大学医学部 

「至誠と愛」の実践学修到達目標 

 

医学生の人間関係（態度・習慣・マナー・コミュニケーションおよび人間関係に関連する技能）の到達

目標を示す。 

卒前教育の中で卒後の目標として俯瞰すべき到達目標は、＊印を付して示す。 

 

 到達目標の概略（構造）を以下に示す。次ページに示すのが全文で、具体的到達目標が述べられている。 

 

概略（構造） 

Ⅰ 習慣・マナー・こころ 

A 人として・医学生として 

1. 人間性 

2. 態度 

3. 人間関係 

4. 一般社会・科学に於ける倫理 

B 医師（医人）として 

1. 医人としての人間性 

2. 医人としての態度 

3. 医人としての人間関係 

4. 医療の実践における倫理 

5. 女性医師の資質 

Ⅱ 技能・工夫・努力 

A 人と人との信頼 

1. 人としての基本的コミュニケーション 

2. 医人としての基本的コミュニケーション 

3. 医療面接におけるコミュニケーション 

4. 身体診察・検査におけるコミュニケーション 

5. 医療における説明・情報提供 

B 信頼できる情報の発信と交換 

1. 診療情報 

2. 医療安全管理 
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「至誠と愛」の実践学修到達目標全文 

 

Ⅰ 習慣・マナー・こころ 

A 人として・医学生として 

1. 人間性 

（自分） 

1） 生きていることの意味・ありがたさを表現できる。 

2） 人生における今の自分の立場を認識できる。 

3） 自分の特性や価値観を認識し伸ばすことができる。 

（他者の受け入れ） 

4） 他の人の話を聴き理解することができる。 

5） 他の人の特性や価値観を受け入れることができる。 

6） 他の人の喜びや苦しみを理解できる。 

7） 温かいこころをもって人に接することができる。 

8） 人の死の意味を理解できる。 

（自分と周囲との調和） 

9） 自分の振る舞い・言動の他者への影響を考えることができる。 

10） 他の人に適切な共感的態度が取れる。 

11） 他の人と心を開いて話し合うことができる。 

12） 他の人の苦しみ・悲しみを癒すように行動できる。 

13） 他の人に役立つことを実践することができる。 

2. 態度 

（人・社会人として） 

14） 場に即した礼儀作法で振舞える。 

15） 自分の行動に適切な自己評価ができ、改善のための具体的方策を立て 

ることができる。 

16） 自分の振る舞いに示唆・注意を受けたとき、受け入れることができる。 

17） 自分の考えを論理的に整理し、分かりやすく表現し主張できる。 

18） 話し合いにより相反する意見に対処し、解決することができる。 

（医学を学ぶものとして） 

19） 人間に関して興味と関心を持てる。 

20） 自然現象・科学に興味と好奇心を持てる。 

21） 学修目的・学修方法・評価法を認識して学修できる。 

22） 動機・目標を持って自己研鑽できる。 

23） 要点を踏まえて他の人に説明できる。 

24） 社会に奉仕・貢献する姿勢を示すことができる。 
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3. 人間関係 

（人・社会人として） 

25） 人間関係の大切さを認識し、積極的に対話ができる。 

26） 学生生活・社会において良好な人間関係を築くことができる。 

27） 信頼に基づく人間関係を確立できる。 

28） 対立する考えの中で冷静に振舞える。 

（医学を学ぶものとして） 

29） 共通の目的を達成するために協調できる。 

30） 対立する考えの中で歩み寄ることができる。 

4. 一般社会・科学に於ける倫理 

（社会倫理） 

31） 社会人としての常識・マナーを理解し実践できる。 

32） 法を遵守する意義について説明できる。 

33） 自分の行動の倫理性について評価できる。 

34） 自分の行動を倫理的に律することができる。 

35） 個人情報保護を実践できる。 

36）他の人・社会の倫理性について評価できる。 

（科学倫理） 

37） 科学研究の重要性と問題点を倫理面から考え評価できる。 

38） 科学研究上の倫理を説明し実践できる。 

39） 動物を用いた実習・研究の倫理を説明し実践できる。 

40） 個々の科学研究の倫理性について評価できる。 

 

B 医師（医人）として 

1. 医人としての人間性 

（自己） 

1） 健康と病気の概念を説明できる。 

2） 医療・公衆衛生における医師の役割を説明できる。 

3） 自己の医の実践のロールモデルを挙げることができる。 

4） 患者／家族のニーズを説明できる。 

5） 生の喜びを感じることができる。 

6） 誕生の喜びを感じることができる。 

7） 死を含むBad news の受容過程を説明できる。 

8） 個人・宗教・民族間の死生観・価値観の違いを理解できる。 

（患者・家族） 

9） 診療を受ける患者の心理を理解できる。 

10） 患者医師関係の特殊性について説明できる。 

11） 患者の個人的、社会的背景が異なってもわけへだてなく対応できる。 

12） 医師には能力と環境により診断と治療の限界があることを認識して医療を実践できる。 

13） 病者を癒すことの喜びを感じることができる。 
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14） 家族の絆を理解できる。 

15） 親が子供を思う気持ちが理解できる。 

16） 死を含む Bad news を受けた患者・家族の心理を理解できる。 

17） 患者を見捨てない気持ちを維持できる。 

（チーム医療、社会） 

18） 医行為は社会に説明されるものであることを理解できる。 

19） 医の実践が、さまざまな社会現象（国際情勢・自然災害・社会の風潮など）のなかで行われ

ることを理解できる。 

2. 医人としての態度 

（自己） 

1） 医療行為が患者と医師の契約的な関係に基づいていることを説明できる。 

2） 臨床能力を構成する要素を説明できる。 

3） チーム医療を説明できる。 

4） 患者の自己決定権を説明できる。 

5） 患者による医療の評価の重要性を説明できる。 

6） 多様な価値観を理解することができる。 

（患者・家族） 

7） 傾聴することができる。 

8） 共感を持って接することができる。 

9） 自己決定を支援することができる。 

10）心理的社会的背景を把握し、抱える問題点を抽出・整理できる。（Narrative-basedmedicine, 

NBM） 

11） 患者から学ぶことができる。 

12） 患者の人権と尊厳を守りながら診療を行える。 

13） 終末期の患者の自己決定権を理解することができる。 

14） 患者が自己決定権を行使できない場合を判断できる。 

15） 患者満足度を判断しながら医療を行える。＊ 

（チーム医療、社会） 

16） 医療チームの一員として医療を行える。 

17） 必要に応じて医療チームを主導できる。＊ 

18） クリニカル・パスを説明できる。 

19） 医療行為を評価しチーム内の他者に示唆できる。＊ 

20） トリアージが実践できる。 

21） 不測の状況・事故の際の適切な態度を説明できる。 

22） 事故・医療ミスがおきたときに適切な行動をとることができる。＊ 

23） 社会的な奉仕の気持ちを持つことができる。 

24） 特殊な状況（僻地、国際医療）、困難な環境（災害、戦争、テロ）でチーム医療を実践でき

る。＊ 

3. 医人としての人間関係 

（自己） 
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1） 患者医師関係の歴史的変遷を概説できる。 

2） 患者とのラポールについて説明できる。 

3） 医療チームにおける共（協）働（コラボレーション）について説明できる。 

 

（患者・家族） 

4） 医療におけるラポールの形成ができる。 

5） 患者や家族と信頼関係を築くことができる。 

6） 患者解釈モデルを実践できる。 

（チーム医療、社会） 

7） 患者医師関係を評価できる。 

8） 医療チームメンバーの役割を理解して医療を行うことができる。 

9） 360 度評価を実践できる。＊ 

4. 医療の実践における倫理 

（自己） 

1） 医の倫理について概説し、基本的な規範を説明できる。 

2） 患者の基本的権利について説明できる。 

3） 患者の個人情報を守秘することができる。 

4） 生命倫理について概説できる。 

5） 生命倫理の歴史的変遷を概説できる。 

6） 臨床研究の倫理を説明できる。 

（患者・家族） 

7） 医学的適応・患者の希望・QOL・患者背景を考慮した臨床判断を実践できる。 

8） 事前指示・DNR 指示に配慮した臨床判断を実践できる。＊ 

（チーム医療、社会） 

9） 自分の持つ理念と医療倫理・生命倫理・社会倫理との矛盾を認識できる。 

10） 自己が行った医療の倫理的配慮を社会に説明できる。 

11） 臨床研究の倫理に基づく臨床試験を計画・実施できる。＊ 

12） 医療および臨床試験の倫理を評価できる。＊ 

5. 女性医師の資質・特徴 

（自己） 

1） 東京女子医科大学創立の精神を述べることができる。 

2） 女性と男性の心理・社会的相違点を説明できる。 

3） 女性のライフ・サイクルの特徴を説明できる。 

4） 女性のライフ・サイクルのなかで医師のキャリア開発を計画できる。 

（患者・家族） 

5） 同性の医師に診療を受けることの女性の気持ちを理解する。 

6） 異性の医師の診療を受ける患者心理（恐怖心・羞恥心・葛藤）を説明できる。 

7） 女性が同性の患者教育をする意義を説明できる。 

（チーム医療、社会） 

8） 保健・公衆衛生における女性の役割を述べることができる。 
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9） 女性組織のなかでリーダーシップ・パートナーシップをとることができる。 

10） 男女混合組織の中でリーダーシップ・パートナーシップをとることができる。 

11） 女性医師としての保健・公衆衛生の役割を実践できる。＊ 

 

Ⅱ 技能・工夫・努力 

Ａ 人と人との信頼 

1. 人としての基本的コミュニケーション 

（自己表現） 

1） 挨拶、自己紹介ができる。 

2） コミュニケーションの概念・技能（スキル）を説明できる。 

3） 言語的、準言語的、および非言語的コミュニケーションについて説明できる。 

4） 自分の考え、意見、気持ちを話すことができる。 

5） 様々な情報交換の手段（文書・電話・e メールなど）の特性を理解し適切に活用ができる。 

（対同僚・友人・教員） 

6） 年齢・職業など立場の異なる人と適切な会話ができる。 

7） 相手の考え、意見、気持ちを聞くことができる。 

8） 同僚に正確に情報を伝達できる。 

9） 他の人からの情報を、第 3 者に説明することができる。 

2. 医人として基本的コミュニケーション 

（対患者・家族） 

1） 患者に分かりやすい言葉で説明できる。 

2） 患者と話すときに非言語的コミュニケーション能力を活用できる。 

3） 患者の状態・気持ちに合わせた対話が行える。 

4） 患者の非言語的コミュニケーションがわかる。 

5） 小児・高齢の患者の話を聞きくことができる。 

6） 障害を持つ人（知的・身体的・精神的）の話を聞くことができる。 

7） 家族の話を聞くことができる。 

8） 患者・家族の不安を理解し拒否的反応の理由を聞き出すことができる。 

（対医療チーム・社会） 

9） チーム医療のなかで、自分と相手の立場を理解して情報交換（報告、連絡、相談）ができ

る。 

10） 医療連携のなかで情報交換ができる。 

11） 救急・事故・災害時の医療連携で情報交換が行える。＊ 

12） 社会あるいは患者関係者から照会があったとき、患者の個人情報保護に配慮した適切な対

応ができる。 

3. 医療面接におけるコミュニケーション 

（基本的技能） 

1） 自己紹介を含む挨拶を励行できる。 

2） 基本的医療面接法を具体的に説明し、実践できる。 

3） 患者の人間性（尊厳）に配慮した医療面接が行える。 
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4） 患者の不安な気持ちに配慮した医療面接を行える。 

5） 共感的声かけができる。 

6） 診察終了時に、適切な送り出しの気持ちを表現できる。 

7） 適切な環境を設定できる。 

（高次的技能） 

8） 小児の医療面接を行える。 

9） 高齢者の医療面接を行える。 

10） 患者とのコミュニケーションに配慮しながら診療録を記載できる。 

4. 身体診察・検査におけるコミュニケーション 

（基本的技能） 

1） 身体診察・検査の必要性とそれに伴う苦痛・不快感を理解して患者と接することができる。 

2） 身体診察・検査の目的と方法を患者に説明できる。 

3） 説明しながら診察・検査を行うことができる。 

4） 患者の安楽に配慮しながら診察・検査ができる。 

5） 診察・検査結果を患者に説明できる。 

（高次的技能） 

6） 患者の抵抗感、プライバシー、羞恥心に配慮した声かけと診察・検査の実践ができる。 

7) 検査の目的・方法・危険性について口頭で説明し、書面で同意を得ることができる。 

5. 医療における説明・情報提供 

（基本的技能） 

1） 医療における説明義務の意味と必要性を説明できる。 

2） インフォームド・コンセントの定義と必要性を説明できる。 

3） 患者にとって必要な情報を整理し、分かりやすい言葉で表現できる。 

4） 説明を行うための適切な時期、場所と機会に配慮できる。 

5） 説明を受ける患者の心理状態や理解度について配慮できる。 

6） 患者に診断過程の説明を行うことができる。 

7） 患者に治療計画について説明を行い、相談して、同意を得ることができる。 

8） 患者に医療の不確実性について説明することができる。 

9） 患者に EBM（Evidence Based Medicine）に基づく情報を説明できる。 

10）セカンドオピニオンの目的と意義を説明できる。 

（高次的技能） 

11） 患者の行動変容に沿った説明・情報提供ができる。 

12） 患者の質問に適切に答え、拒否的反応にも柔軟に対応できる。 

13） 患者の不安を理解し拒否的反応の理由を聞き出すことができる。＊ 

14） 患者の受容に配慮した Badnews の告知ができる。＊ 

15） 家族の気持ちに配慮した死亡宣告を行うことができる。＊ 

16） 家族の気持ちに配慮した脳死宣告を行うことができる。＊ 

17） 特殊な背景を持つ患者・家族への説明・情報提供ができる。＊ 

18） セカンドオピニオンを求められたときに適切に対応できる。＊ 

19） 先進医療・臓器移植について説明を行い、同意を得ることができる。＊ 
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20） 臨床試験・治験の説明を行い、同意を得ることができる。＊ 

 

 

 

Ｂ 信頼できる情報の発信と交換 

1. 診療情報 

（基本的技能） 

1） POMR に基づく診療録を作成できる。 

2） 診療録の開示を適切に行える。 

3） 処方箋の正しい書き方を理解している。 

4） 診療情報の守秘を実践できる。 

（高次的技能） 

5） 病歴要約を作成できる。 

6） 紹介状・診療情報提供書を作成できる。 

7） 医療連携のため適切に情報を伝達できる。 

8） 診療情報の守秘義務が破綻する場合を説明できる。 

2. 医療安全管理 

（基本的技能） 

1） 医療安全管理について概説できる。 

2） 医療事故はどのような状況で起こりやすいか説明できる。 

3） 医療安全管理に配慮した行動ができる。 

4） 医薬品・医療機器の添付資料や安全情報を活用できる。 

（高次的技能） 

5） 医療事故発生時の対応を説明できる。 

6） 災害発生時の医療対応を説明できる。 
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「至誠と愛」の実践学修の概要 

【５本の柱】 

（1） 専門職としての態度、マナー、コミュニケーション能力（患者を理解する力、支持する力、意志

を通わす力、患者医師関係） 

（2） 専門職としての使命感（医学と社会に奉仕する力） 

（3） 医療におけるリーダーシップ・パートナーシップ 

（4） 医療人としての倫理─解釈と判断（法と倫理に基づく実践力） 

（5） 女性医師のキャリア・ライフサイクル（医師として、女性医師として生涯研鑽する姿勢） 

 

S1:「至誠と愛」の実践学修１ 5 本の柱 

(1) (2) (3) (4) (5) 

「至誠と愛」の実践

学修入門 

 講義・WS 

 

 

 

 

実習 

行事 

 

・「至誠と愛」の実践学修─医学生らしさとは 

・人としての医の倫理原則 

・自己との対話 

・人の心理と行動 

・対話と振舞WS 

・高齢者との対話 

・対話の TPO 

・弥生記念講演 

 

○ 

 

 

○

○

○

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

医学教養１ ・医学生としての学修 

・生命倫理の基礎 

－生命と「いのち」・人と人間を考える－ 

・ 再生医療本格化のために 

 ○ 

 

 

○ 

  

○ 

○ 

 

S2:「至誠と愛」の実践学修 2 5 本の柱 

(1) (2) (3) (4) (5) 

対話入門 

 講義・WS 

 

 実習 

 

 

 

 行事 

 

・乳幼児との対話 

・看護の医療対話 

・チーム医療入門 

・乳幼児との対話 

・高齢者との対話 

・看護の医療対話 

・解剖慰霊祭 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

  

医学教養 2 ・先端医療への挑戦と医療レギュラトリーサイ

エンス 

・医とは何か？ 

・ゲノム医療の最前線 

  

 

○ 

○ 

○  

 

○ 
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S3:「至誠と愛」の実践学修 3 5 本の柱 

(1) (2) (3) (4) (5) 

医療対話入門 1 

 講義・WS 

 

 

 実習 

 

 行事 

 

・チーム医療と奉仕 

・自己との対話 

・医療対話の心理 

・チーム医療と奉仕 

・自己との対話 

・弥生記念講演 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

  

 

 

 

 

 

○ 

医学教養 3 ・医学生として、医師としての学び方 

・医療情報誘導手術の近未来─ Smart  

Cyber Operating Theater（SCOT）project  

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

S4:「至誠と愛」の実践学修 4 5 本の柱 

(1) (2) (3) (4) (5) 

医療対話入門 2 

 講義・WS 

 

 

 

 実習 

 

 行事 

 

・医療対話の心理（技術） 

ナラティブ・ベイスト・メディスン 

・医療対話入門 

・チーム医療と奉仕 

・外来患者との医療対話 

・解剖慰霊祭ワークショップ 

・解剖慰霊祭 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

〇 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

医学教養４ ・女性医師の系譜 

・医師としての存在の可能性と多様性 

 

○ 

○ 

○ 
 

 

○ 

○ 

○ 

セグメント 5 以降へ続く 

 

 

 

  

192



 

「至誠と愛」の実践学修４：医学教養 4 

科目責任者：西村 勝治（精神医学） 

講 義 担 当：岩田 誠、貫戸 朋子、岩﨑 直子 

 

医学教養 4 到達目標 

 

Ⅰ.講義：                岩田 誠 

  女性医師の系譜 

わが国は、世界でも最も早くから女性医師が活躍した国です。19 世紀は、女性の世紀と言われる

ほど、世界的規模で女性の社会進出が活発になった時代ですが、その中で最も目覚ましい発展を遂げ

たのは、医療への女性の参画です。何が彼女たちを医療へと駆り立てたのか、彼女たちが目指したも

のは何なのかを、この講義を通して考えてみたいと思います。 

 

Ⅱ .講義：                          貫戸 朋子、岩﨑 直子 

 医師としての存在の可能性と多様性 

医学を勉強することそのものが素晴らしいことであり、その勉強をどのように生かしていくかに、

大きな可能性と多様性が存在している。 

諸外国で健康と医療に関する仕事にかかわることで、医療の原点に直面することができ、土地と

人々のもつ特殊性と人間としての普遍性から学んだことを、日本での医療に役立てることができる。

国内国際の政治的視野をもち、公平で公正な社会の創造を担うことも医師の大切な役割のひとつであ

る。 

 

 

到達目標 

大 項 目 中  項  目 小  項  目 

Ⅰ.女性医師の系譜 

 

 

 

 

 

Ⅱ.医師としての存在の可

能性と多様性 

1.女性の社会進出 

2.女性医師の役割 

 

 

 

 

1.国内と海外 

2.行政と臨床 

1）楠本いね 

2）Elizabeth Blackwell 

3）荻野吟子 

4）高橋瑞子 

5）ハンセン病医療 

 

1）海外での仕事で学んだこと。その普遍 

性と特殊性 

2）臨床から行政へ、治療から予防へ 

3）利己と利他 

4）社会改革への働き⇒公平で公正な社会 

の創造 
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「至誠と愛」の実践学修４：医療対話入門２ 

科目責任者：西村 勝治（精神医学）  

 

Ⅰ .講義                       諏訪 茂樹 

 医療対話の心理（技術） ナラティブ・ベイスト・メディスン 

ナラティブ（narrative）とは「物語」という意味である。患者はそれぞれに、病にまつわる物語を

持っており、それを語ることによって病を意味づけることができる。そして、意味づけることができ

れば、病を受け入れて、向かい合うことができるようになる。 

病気だけではなく、怪我や死なども、しばしは当事者にとっては不可解な出来事となる。「どうし

て?」「なぜ私が?」などと戸惑っている患者には、エビデンスを示して説明するだけではなく、患者の

物語に耳を傾けることで主観的に意味づけてもらい、治療への動機づけをはかることも必要となる。 

本講義では物語法の原理を理解するとともに、物語法の実際にも触れることで、必要に応じて実践

できる知識と技術を身につけることを目指す。 

 

大 項 目 中  項  目 小  項  目 

Ⅰ.医療対話の心理（技

術）ナラティブ・ベイ

スト・メディスン 

1.物語法の原理 

 

 

 

2.物語法の実際 

1）言葉と現実 

2）病気と疾病 

3）語りと意味づけ 

4）実存的健康 

1）支配的物語と新しい物語 

2）過去からの物語 

3）未来への物語 

4）エビデンスとの使い分け 

 

Ⅱ. 講義・WS：医療対話入門 

担当：内田啓子、松嵜英士、吉永健太郎、 

    浦瀬香子、石井泰雄   

ほか「至誠と愛」の実践学修実行委員および指導医師 

 

日常の診療において、医師は数多くの患者と接することになるが、患者の受診目的は理解したとし

ても、診療を受けにきた患者の気持ちや希望を十分に理解しているとは限らない。実際に病院には患

者からの多くの意見や不満が寄せられている。これらの意見や不満は医師に対してだけではなく病院

全体へのものもあるが、その声には真摯な気持ちで対応しなければならない。患者は診察という場面

をとおして初めて医師と接することになるが、医師に対しては、人として、医人として接してくれる

ことを望んでいる｡まだ医学のことを余り学んでいない低学年の時の方が、感受性が豊かであり、この

ような人間関係の形成が重要であると実感を持つことができよう。このような人間関係の形成にはま

ず患者や家族の気持ちを理解することから始めることが大切であり、この講義・ＷＳでは患者や家族

の視点からの医療対話について学修する。 
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目 的 

医師として患者と接する前に、患者や家族がどのような気持ちで病院へ訪れるかを知ることが大切

である。患者やその家族は、医師である前に人と人との人間関係を望んでいる。この人間関係を構築

するためにはどのようなことに気をつけたらよいのかを知る必要がある。この講義・ＷＳは、学生が

患者役となり、疑似体験的に医療面接を行うことにより、患者との良い人間関係の形成の仕方につい

て考えることを目的とする。 

 

方 法 

1）医療対話の意義、目的について講義を行う。 

2）医療対話ＷＳ午前:ガイダンスと講義。医師と学生あるいはＳＰ(模擬患者)講師によるデモンス

トレーションを見学し討論する。  

3）医療対話ＷＳ午後: 小グループ(4~5 名/グループ)に分かれ、指導医を医師役とし、自らは患者役

としてロールプレイを実施し、その都度グループ討論を行う。グループでの活動終了後、講義室

に集合し全体討論を行い、他のグループと活動内容を共有する。 

   

 

Ⅲ. 講義・実習：チーム医療と奉仕 

担当委員：大久保由美子、辻村貴子、山内かづ代、浦瀬香子 

 

医の倫理綱領（日本医師会）では「医学および医療は、病める人の治療はもとより、人びとの健康

の維持もしくは増進を図るもので、医師は責任の重大性を認識し、人類愛を基にすべての人に奉仕す

るものである。」としている。そして多職種との連携によるチーム医療に関して「医師は互いに尊敬

し，医療関係者と協力して医療に尽くす。」としている。そこで、医学を学ぶ者として、医療に携わ

る多職種の存在を知った上で、奉仕と貢献する姿勢を学び、実践する。 

 

目 的 

将来医師になる者として、病院で働く多様な職種との実習を通して以下のことを学ぶ。 

1）医療に携わる多職種の方々との連携や協力があって、医療が成り立っていることを学ぶ。 

2）医療に携わる多職種の方々と協力した活動を通して、社会における協調と連帯のあり方を学ぶ。 

3）対人援助の基本的な考え方と方法を身につける。 

4）全ての人々と協働できる喜びを実感する。 

5）どのような援助が必要とされているか、自分にどのような援助ができるかを考える。 

6）医学生としての社会的立場・役割について考え、社会における奉仕と貢献の重要さを理解する。 

 

方 法 

 1）ワークショップを通して、医師の社会における奉仕と貢献の意味と意義を理解する。 

 2) ワークショップを通して、医療に携わる多職種の職務および医師との連携について理解する。 

 3）ワークショップを通して、心構え、態度、服装、技術などの基本的必要事項を身につける。 

 4) 自己の活動を振り返り、他者の経験や気づきを共有することで、社会一般に対する奉仕・と貢献

の意義をとらえなおす。 
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 5) 今後どのような社会貢献ができるかを考える。 

 

Ⅳ. 実習：外来患者との医療対話 

担当：篠崎和美、佐藤 梓、大久保由美子、松村美由起、村崎かがり、小林浩子、

山口俊夫、辻野賢治 

ほか「至誠と愛」の実践学修実行委員および指導医師 

 

目 的 

患者家族の立場になって病院で患者と 1 日をともに過ごすことにより「患者の体験している世界」

を知り、そのニーズを考えるとともに受診者の立場で医療の現状を理解する。受診者との会話の中か

ら大学病院での医療の問題点を探り、解決法などを考える。 

 

方 法 

1）外来患者 1 名に受付から帰宅（病院を出るところ）まで付添い“患者体験”を行う。 

2）各科実習指導医師より患者の紹介を受け、患者と一緒に行動する。 

  （受付→待合い室→診察室→検査→会計→薬局など） 

3）患者と別れてから、第 2 学年講義室に戻りポストアンケートを記入する。 

 4) 患者との会話、診療の流れから感じとったことをレポートにまとめる。 

 

実習スケジュール 

1）ガイダンス（9 月 18 日） 

実習に先立ってガイダンスがある。 

2）実習（9 月 25 日） 

第 2 学年講義室に集合。その後、各グループ毎に実習担当科の指定場所に移動 

 

Ⅴ．実習：解剖慰霊祭ワークショップ 

担当：木林和彦、佐藤 梓、小田秀明、藤枝弘樹、柴田亮行、 

   石津綾子、吉武久美子 

目 的 

解剖慰霊祭への参列を契機として、各種解剖の意義を学修すると共に、生命の尊さと人の死の捉え

方についての理解を深め、医師・看護師として死者とご遺族に敬意を持って接する能力を養う。看護

学部の学生との合同実習であり、将来のチーム医療を担う両学部学生の相互理解のためにも貴重な機

会である。 

 

方 法 

1）解剖学、病理学、法医学など解剖慰霊祭関連教室および看護学部教員のレクチャー 

2）両学部学生混成の小グループで与えられた課題について討論 

3）グループ別発表 

4）総合討論、まとめ 

5）学生はグループ別討論の記入用紙、授業評価アンケートに記入し提出する。 

6) 作成レポートは後日提出する。 
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到達目標 

大 項 目 中  項  目 小  項  目 

Ⅱ. 医療対話入門 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ.チーム医療と奉仕 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ.外来患者との医療

対話 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ.解剖慰霊祭ワーク

ショップ 

1.医療者のあり方 

 

 

2.患者・家族の気持ちの理解 

3.医療面接におけるコミュニ

ケーション 

 

1.医師の奉仕と貢献の基礎知

識 

 

2.振り返り 

 

3.レポートの作成 

 

 

1.個人情報 

2.医療従事者と患者とのコミ

ュニケーション 

 

3.受診者側からみた病院診療  

4.患者・家族の立場への理解 

 

5.礼儀作法 

 

 

1.各種解剖の意義と関連法規 

 

 

 

 

 

 

2.死生観 

 

3.献体する人とその家族の心

の理解 

 

1）習慣 

2）マナー 

3）人間性 

1）不安感への理解 

1）傾聴と共感 

 

 

1） 医師の社会における奉仕と貢献の意義の 

理解 

2） 守るべきルールの習得 

1） 自己の活動の振り返り 

2） 他者との経験・気づきの共有 

1） 様式にそった作成 

2） 実習に対する自己評価 

 

1）守秘義務 

1）共感 

2）傾聴 

3）言葉づかい 

 

1）患者のニーズ 

2）病院側の配慮 

1）服装 

2）マナー 

 

1）系統解剖 

2）病理解剖 

3）法医解剖（司法解剖、行政解剖、承諾解剖、

死因・身元調査法解剖） 

4）死体解剖保存法 

5）医学及び歯学の教育のための献体に関する法

律 

1）死のとらえ方 

2）生きることとは 

1）死者への敬意 

2）死者を悼む心 

3）家族への接し方、態度 
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大 項 目 中  項  目 小  項  目 

 4.看護学部学生とのグループ

討論 

1）互いの共通点と違う点の認識 

2）意見の交換 

3）まとめて発表する力 
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[情報処理・統計] 

 

          科目責任者： 岩崎 直子 

 

大 項 目 中  項  目 小  項  目 

Ⅰ．統計学序論 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ．推計統計学 

1．データの見方と統計 

 

2．グラフと代表値 

 

 

3．相関と回帰 

 

 

 

4．頻度の分析 

 

 

1．統計学的推計の基礎 

 

 

2．点推定 

3．仮説検定 

 

 

4．区間推定 

1）データから何が言えるか? 

2）統計学の役割 

1）データをグラフで示す 

2）分布という概念 

3）集団性の代表値 

1）相関関係 

2）相関関係を示す指標 

3）回帰とは? 

4）回帰直線の算出 

1）事象・頻度・度数 

2）確率変数と確率分布 

 

1）母集団 

2）標本集団 

3）無作為抽出 

1）代表値の点推定 

1）帰無仮説 

2）平均値の検定 

3）頻度の検定 

1）信頼区間 

2）平均値の区間推定 

3）頻度の区間推定 
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���������������� ������ ����� �� !"#$%�!%�"�#&%%�$� �'���(��)*+),-./0120�� 3�456�789:6�;<=>:?�� @ABCDE� ! �!#!%#�%�%������ �-�FGHIJKL120�� M�N�� ?ODE� �� !"#&&&�� ��#&& � � ���PQKRS)*+)TUV�WXJKL��,-PYZ[\]^O_ àbcbdabe�f�ghhidcjkcbjlmn�� o�p>� R/qr��� !#�!#&!��%�#&&���� �st��muvw����xuvw�� y�z6�{|�}�:�� ~��� !�#"%�#� ��%��"����\0����K����_������K�]_�����������K�������F�� ���  ¡ ��¢£ ¤¥ ¦§¨© ª%� #&#&f%%f#�«¬� � ¡� ®¯� '°w¥�"� &�&&±%&%&�²K³��� ��,-)´µ�¶·WX�̧vw¹�º»¼ ½̧¾¹�� ¿À�Á|Â�ÃÄÅÆ�Ç:�ÈÉÊ�ËÌÍqfÎ%&ÏÐDÑÒÓ�� Ô±#±#ÕÖ�#� #&#&f%%f#�«¬� × ¡� ®¯� '°w¥�"� %&#�±%%"��²K³��� ��,-)´µ�¶·WX#̧vw¹�º»¼ ½̧¾¹�� ¿À�Á|Â�ÃÄÅÆ�Ç:�ÈÉÊ�ËÌÍqfÎ%&ÏÐDÑÒÓ�� Ô±#±#ÕÖ�
204



 

 [基本的・医学的表現技術] 

 

科目責任者：木林 和彦（法医学） 

 

大 項 目 中  項  目 小  項  目 

Ⅰ．医学論文の読解

と要約 

 

1．医学情報の理解 

2．医学情報の要約 

 

1）論文の読解 

1）論文の要約作成 

2）医学用語を用いた論理的な文書の作成 

3）分かりやすい文章表現の工夫 
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[国際コミュニケーション] 

 

  科目責任者：杉下 智彦（国際環境・熱帯医学）    

 講義担当者：遠藤 美香、森景 真紀（英語） 他   

 

大 項 目 中  項  目 小  項  目 

I．Medical Paper 入

門 

 

 

 

 

 

 

II．医学英語の語彙学

修 

 

 

 

 

III．医療関連のレク

チャーを聴く 

1. 英語で書かれた医学関連

の論文の検索方法 

2. 英語で書かれた医学関連

の論文の読解 

 

 

 

 

1．e－ learning を通して、

自己学修を習慣化 

 

 

 

 

1．既習医学分野に関して、

英語のレクチャーを聴く  

1）英語医学関連の論文の検索方法を学び、 

   自分の興味のある論文を検索してみる。 

2）英語で書かれた医学論文の種類・構成につ

いて学ぶ。 

3) 興味のある医学論文（英語）を読んで、内

容を把握する。また、その内容について、

発表する。 

 

1) 年間を通して医学英語専門の e-learning

を継続的に行うことで、医学英語の語彙力

を養う。 

2）定期的に行われる語彙テストを通して、 

 学修の自己評価を行う。 

 

1） 英語を母語とする医師による医療関連の 

レクチャーを聴き、内容を理解するととも

に、不明な点の質問および、自分の意見な

どを英語で表現できるようにする。 

 

 

210



��� ������	
����������� �������
���� ��� !"#��� !$%&�'(�)*�+,#��-./(0�123456#789:;<=>5./�?@A(BC*1=>DE1FGH#IJ9KLM!NOP,#�'QRS�
��(�TU4E1FV������	
��W4,#X�YZ5��-	[\-5]
#̂ _<`abcde	fg(�Tch�\[Q�A(#Ii(j�S�B*1Fkl�mKLM!NOP4,#��+QRSn(�Topq(\fR#�'Q51rU4st�5qquv�YZ5wt(fx*1�q(yd4xhuz1{QD=>4E1Fwt�fx�ch<,#̀ |��#}~��XRS�����.�(��RS
�(�h56S,5u5bFV������	
��W4,#KLM!NOP(��Q*1�BA(\fRIi*1{Q<Y�#�'QRS�
��(bq<BC*1q(�TF�

O�!��	�M����<��1���������

��� !"#��� !$%&�� ���	��qu�Top{Q(��4p1F� ��l���� �l��¡�¢£(¤6{QD4p1F� ��l�¥�� �l��¡���#��#¦§5vquX�¨©<ªbS
�uz1F� ��l�¥�� �l��«�¬.Q.�wt(®uq<4p1F� ��l�̄�� �l��¡�wtfx�ch�°±²³D4p1F� ��"���� �l��¡�¢£(´®*1µ¶(£®4p1F� ��"���� �l��«�°±<·RS¸¹5fx�A(¤6{QD4p1F� ��"�¥�� �l��¡�º»�wtfxA(
�1{QD4p1F� ��"�¥�� �l��«�wtfx¼½�¾¿À(ÁÂ4p1F� ��"�̄�� �l��¡�yd�
�(Ã�<Ä�1{QD4p1F� ��$���� �l��¡�ÅÆ4>ÇD®È5ÉwQÊËD4p1F� ��$�̄�� �l��¡�Ìµ�\f<��ÍS#£®4p1F� ��$�̄�� �l��«�yÎ�B�¼½(¸¹<Ä�uz1F� ��$�̄�� �l��Ï����¨©	ÐÑ(ÒÓ4p1F� ��Ô���� �l��¡�Ã�(ÕÖRS×ØD4p1F� ÙÙ� �Ú�� �l��«��BÛ���(ÜÝ*1{QD4p1F� ÙÙ�l���� �l��¡����Þ�µß(®uq<4p1F� ÙÙ�l���� �l��«�à§áâ�ã�ä(Ii4p1F� ÙÙ�l���� �l��Ï��B�ch�åæ(¸¹<yÎç\4p1F� ÙÙ�l�̄�� �l��«�yd�
��^_(£®4p1F� ÙÙ�è���� �l��¡�%&���(ÜÝ4p1F� ÙÙ�è�¥�� �l��¡�éêëÛ�ch�ÁÂD4p1F� ÙÙ�è�¥�� �l��«�ì��í51Ã��ì�(ÕÖR×î4p1F� ÙÙ�è�¥�� �l��Ï�Ã��Ø(ï6{QD4p1F� ÙÙ�è�̄�� �l��¡�×Ø��4Ìµ�ðo1{Q(>ñ4p1F� ÙÙ�è�̄�� �l��«��+QRS¸¹5â1òb4óê4p1F� ÙÙ�ô�¥�� �l��¡��õ2{Q(Ã�<£®4p1F� ÙÙ�ô�¥�� �l��«�
211



�������� 	
�������������� ���������������













































 !"���#�$%&�'()*+,-./01234567��8.9:

����;���<" ���������������

 
234567��#�=>?@ABCDB#CECFGH7���8IJ�KL�67M��N1:
 
O
PQCR3MSETU8V1:
 WX;X��XY
O
SZ-PQCR3M�[Q\]PQ\-^E_B`abc8V1:
 WX;X��Xd
O
R3M45N1ef�C��MTU_�R3M458V1:
 WX;X��Xg
O
hi�jkl��!m]no�pqrst�ku-vFB�[Qw<x23yMz'8V1:
 WX;X;�XY
O
{E0|rsM}~_����]���-��_BSZ�HAMZ�JxND��8V1:
 WX;X;�Xd
���������� 	
��w< 	

�!m]�H�m

�� m�� ��� ���'��L��'�* ������ �����������������
 
 
 

;� �� ¡�¢£¤¥¦§
;̈;̈�
 ©ª«¬=!�=�®
 
 
;̈;̈
�� �̄ °±²��).³!��´µ�¶·̧ �
 ©ª«¬=!�¯°±²��¹º»¼
 ½¾�
 
;̈�¿
�� �� ¡�¢£¤���À|CÁÂ)ÃÄ�
 ©ª«¬=!�� ¡�¢£¤¹º»¼
 ÅÆ'�À�
 ÇÈ¿�¿¿��;�;ÈÈ
;̈�̈
±É¢�¸ÊbËÌ¦¤
ÍÎvÏ8�ÐËÌ¦¤-vVÑÒ�Ï8�ÓÔËÌ¦¤ÕÖ$%×Ø�ÙÚ *ÛÜ ÝÞ $%ßà �á âãäåÝ°�� ;̈;̈æ̈�æ̈Èç�
 ÐÝÞ
 hi
 hiá
�̈�
 Ç̈è̈̈X�̈è�̈

212



������ ���	
�������������� ����������� !"#$%&'()*+,-.�� /010'2345678/01012348/090'24�1: 1(1(%'(%(1;<2� =>?� @A� @AB�C(C� (DE((0'(E'(������� F"G� ���H�IJ��KLIMF"G� ��NOPQR���������� ����������� !"#$%&'()*+,-.�� /010'2345678/010123458/090'24�C: 1(1'%(1%(9;S2� =>?� @A� �TUB�C� (DE((0'(E'(������� V,WXYZ[\]^_�̀ U����������� �������ab�cde���� !"#$%&'()*+,-.�� /010'2345678/010123458f0'0'23�9: 1(1'%(1%(9;S2� g>?� @A� �TUB�C� '(E1h0''ECh������� V,WXYZ[\]^_�̀ U����������� �������ab�cde���� !"#$%&'()*+,-.�� /010'2345678/010123458f0'0'23�

213



[医学の学び方・考え方] 

 

科目責任者：大久保 由美子（医学教育学） 

 

大項目 中項目 小項目 

Ⅰ．学修の動機 

 

 

 

Ⅱ．学修計画 

 

 

 

Ⅲ．問題発見解決型学修 

1．学修の型 

 

2．医学教育の目的 

 

1．カリキュラム 

2．教育目標 

 

 

1．問題基盤型学修

（Problem-based 

learning, PBL） 

 

2．テュートリアル学修 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．医師としての思考力 

1）教員主導型学修 

2）学修者主導型学修 

 

 

1）学修のてびきの利用 

1）到達目標 

2）アウトカム・ロードマップ 

 

 

 

 

 

1）問題発見 

2）情報検索 

3）問題分析・解釈 

4）問題解決 

5）統合 

6）グループダイナミックス 

7）振り返り（省察） 

8）テュータ 

9）講義とテュートリアルの違い 

 

1）批判的吟味 

2）根拠、エビデンス 

3）臨床推論 

4）総合的臨床判断 
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Ⅲ 試験科目表・試験日程表 
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試験科目

(学年縦断科目)

「至誠と愛」の実践学修

循環器系1 情報処理・統計

循環器系2 基本的・医学的表現技術

呼吸器系1 国際コミュニケーション

呼吸器系2 医学の学び方・考え方

選択科目

妊娠と分娩

試験日程

日程
曜
日

開始
時刻

終了
時刻

試験室

2021/2/8 月 10:00 11:30 大実習室３

2021/2/9 火 10:00 11:30 大実習室３

2021/2/10 水 10:00 11:30 大実習室３

2021/2/12 金 10:00 11:30 大実習室３

2021/2/15 月 10:00 11:30 大実習室３

2021/2/16 火 10:00 11:30 大実習室３

2021/2/17 水 10:00 11:30 大実習室３

2021/2/18 木 10:00 11:30 大実習室３

2021/2/19 金 10:00 11:30 大実習室３

2021/2/22 月 10:00 11:30 大実習室３

追・再試験日程

日程
曜
日

開始
時刻

終了
時刻

試験室

2021/2/24 水 10:00 11:30 講義室303

2021/2/24 水 13:00 14:30 講義室303

2021/2/25 木 10:00 11:30 講義室303

2021/2/25 木 13:00 14:30 講義室303

2021/2/26 金 10:00 11:30 講義室303

2021/2/26 金 13:00 14:30 講義室303

2021/3/1 月 10:00 11:30 講義室303

2021/3/1 月 13:00 14:30 講義室303

2021/3/2 火 10:00 11:30 講義室303

2021/3/2 火 13:00 14:30 講義室303

生殖器系2

試験内容

生殖器系 1

生殖器系 2

呼吸器系 2

循環器系 1

呼吸器系 1

循環器系 2

腎尿路系 1

腎尿路系 2

(必修科目)

臨床診断総論

腎尿路系1

腎尿路系2

生殖器系1

試験内容

臨床診断総論(追・再試）

循環器系 1(追・再試）

循環器系 2(追・再試）

臨床診断総論

妊娠と分娩

妊娠と分娩(追・再試）

呼吸器系 1(追・再試）

呼吸器系 2(追・再試）

腎尿路系 1(追・再試）

腎尿路系 2(追・再試）

生殖器系 1(追・再試）

生殖器系 2(追・再試）
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Ⅳ テュートリアル学修 
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テュートリアルについて 

テュートリアルの目的 

 テュートリアルは医師としての考え方を身につけるための学修法である。テュートリアル教育 

では、既に学んだあるいはこれから学ぶ知識を、人体内の現象、環境・外界と生体の関連、生体 

構造・機能の正常と異常、病者の理解と医療の実践、患者・家族・社会と医療・公衆衛生の関わり 

などの視点で、どのように使い、医師としてあるいは医学者として考え、判断するために活用す 

るかを修得する。医師は患者の問題を、研究者は科学的真理を自ら見つけ探究する専門職であり、 

テュートリアルはその方法と姿勢を修得し生涯学び発展できるための力と自信をつけるための学修

である。 

 テュートリアルは 1から 3年生に継続して行われ、その全体的な目的は： 

1） 未知の課題（専門職として自分がなされなければならないこと）に取り組む力を身につける

（能動学修）。 

2） 実際の流れ（現象や症例）の中で、解決すべき問題を見つける力を身につける。 

3） 問題を解決するために、自分で方法を考え、情報検索を行い、分析・解釈を行う力を身につけ

る（自己方向付け学修）。 

4） 自分の問題解決（学修結果）を互いに教え合うことにより（グループ討論）、学修の確かさと 

不確かな点を明らかにして自分の学修を振り返り（省察）次の目標を立て、更に深く学び理解

する姿勢を身につける。 

 

累進型テュートリアルとその後の学修の継続 

 医学部のテュートリアルは、学生が考える力を段階的に高めていけるように「累進型テュートリ

アル」（下図）と呼ぶ構築で実施されている。累進の意味は、学修内容だけではなく、学修方法と

修得すべき考え方が学年を追って変化することを意味し、4つの段階に分かれる。 

 入学直後（セグメント 1）のテュートリアルは、テュートリアルとして学び方に慣れるための期

間である（第 1段階）。課題を元に自分で問題を発見し、解決すべき学修目標を設定し、自己学修

を通じて行った問題解決を学生同士で教え合い振り返り合う、テュートリアルの流れと学び方を学

ぶ期間である（入門テュートリアル）。この期間の課題の多くは、様々な展開に広がりのあるもの

が提示され、学生が問題発見のための発散と学修目的設定と問題解決の収束を体験できるように作

られている。 

 セグメント 1の終わりからセグメント 5までは学修項目発見型テュートリアルである。学修項目

発見型テュートリアルは、課題から学修者が自分で解決すべき問題を考えて学修目標に設定する形

のテュートリアルの進め方であるが、初めは課題の中から自分が興味を持ったことを広く学修項目

として問題を見つける（知りたいことを学び取る）テュートリアルを行う（第 2段階）。課題から

目標を定めて学修する第 2段階の中で、次に医師となるために課題を通して自分が何を学ばなけれ

ばならないかという視点で問題を発見する（自分に必要なことを学ぶ）テュートリアルを行う。 

学修項目発見型の最終段階（第 3段階）は、自分が必要なことは課題から発展させ、関係する 

領域全体を見渡して学ぶ（領域を統合して学ぶ）テュートリアルである。 

  

テュートリアルは 3年前半で終了するが、医師にとって必要な考え方を学ぶ学修は卒業まで続け

られる。セグメント 6、7では「診療問題解決型テュートリアル」（第 4段階）に代わって、Team-

based learning(TBL)が行われる。臓器・器官系の構造と機能の正常と異常についての学修をする

とともに、医学的な診断治療だけではなく、患者・家族の心理、患者支援・医療費など社会とのつ

ながり、疫学・公衆衛生などを TBL形式で学修する。4年後半（セグメント 8）では診療上の問題

221



解決の中で、診療・治療を中心に考え方を学ぶ TBLが行われる。臨床実習を行うにあたり、医師の

基本能力ともいえる患者に合わせた診断・治療を考えることを臨床推論 TBLという学修法で学ぶ。

5年から始まる臨床実習は、それまでに学んできた問題解決能力を臨床で実践しながら学ぶ機会で

あり、「診療参加型臨床実習」と呼び、テュートリアル学修で体得した考える力を、卒業までに医

師として考える力に高める。 

 
          

テュートリアルの方法と評価 

 テュートリアルの実施の詳しいやり方は、「テュートリアルガイド」に詳説されている。テュー

トリアルのグループセッション（テュータと学生グループが集まり教え合ったり討論したりする時

間）は、14:00から 15:40の 100分間である。この時間を有効に活用するために、テュートリアル

実施日には事前学修時間（11:35～テュートリアル開始まで、昼休みを含む） 

と事後学修時間（15:50～17:00）が設けてある。この時間は全て授業時間であり、学生 

の出席が求められる。グループセッションへの出席はテュータが確認する。欠席・出席・早退は 

テュータによる学生評価から減点される。やむを得ない事情で欠席する場合は欠席届（病気欠席 

の場合は診断書を添付）を医学部学務課に提出する。届けの提出された欠席については、セグメン

ト教育委員会が減点について判断する。 

 テュートリアルの実施の中で以下の 3点は、各セグメント共通して実践する。 

（1）自己学修 

準備無くしてテュートリアルに出席してはならない。考えて学んできたことをお互いに教え合

う中で、不確かなこと、新たに解決すべき問題が明らかになる。グループで決めた共通の学修

項目はひとり一人が学修することで次のグループセッションが有効な学修の場となる。グルー

プセッションの前後には自己学修時間が設定されており、この時間を含めて十分な学修を行っ

てグループセッションに臨まなくてはならない。 

（2）テュートリアルノート作成 

  テュートリアルでは、教科書に書いてある知識を学ぶだけでなく、課題についてどのようにそ

の知識を用いるかを考える。予想と異なる現象、個人によって異なる病気の進行など、課題

（事例）に合わせた問題点を見つけ、その解決を行う過程をノートに残すことが重要である。 

（3）各グループセッションの後でアセスメント（振り返り）を行う。 

  アセスメントは、その日のセッションの自分とグループを振り返る時間であり毎回必ず行う。 

  医師は生涯自分の能力を高めるには、自分の良い点、改善を要する点を自ら評価して、良い点
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はますます向上させ、改善すべき点は修正していくことが必要である。そのために自分を振り

返ることは必要である。テュートリアルのアセスメントでは、自分やグループの良い点と新た

な目標を共有することで、自分の行うべきこと、グループとして目指すことが明確になる。 

  自分・グループの気づかなかった良い点も、他者から指摘してもらうことにより更に向上でき

る。反省会ではなく、向上のための目標を立てる機会としてなくてはならない。 

(4)評価 

  学生のテュートリアル評価はテュータによる評価を基に行われる。テュートリアルの目標であ

る学修過程の修得およびその結果としての知識の獲得について、4回のグループセッションを

通じてテュータが評価を行う。評点は 5点満点で、各課題毎に評価が行われる。テュータの行

った評価は、欠席・遅刻・早退の評価が加味され、最終的にセグメント教育委員会で審議さ

れ、医学部教授会で決定される。全課題の平均評点が 2点未満の場合は進級できない。 

 

セグメント 4テュートリアル 

セグメント 1～3で人体の構造と機能を学び終わり、セグメント 4からは臓器器官系に沿った 

正常構造・機能そして異常な構造・機能すなわち病態・病理を学ぶ。テュートリアルでは、セグメ

ントの学修の流れに沿って講義などで体系的知識を、課題で示される実際の状況（症例）について

どのように当てはめるかを学ぶ。 

 セグメント 4は、臓器器官系学修の始まりであり、ここで「基礎と臨床の統合」の考え方を十分

に身につけなくてはならない。医師となる学生にとって、テュートリアルであっても実臨床であっ

ても適切な診断を行うことは、目標であり興味のある部分であり、テュートリアル学修もそこに集

中しがちになる。しかし、医師は「診断」が最終目標ではなく「患者を理解し、それぞれに最も適

切な問題解決の方法を考え、実行し評価する」ことである。患者の理解とは、なぜそのような症状

が起きてきたか、他の原因は考えられないのか、臓器器官、組織、細胞、分子、遺伝子のレベルで

どのような状態になっているのかを知ることである。患者ひとり一人で異なる「病態・病理」につ

いての深い理解があってこそ、最適な問題解決を考えることができる。医師が専門職として考える

ことは、「診断当て」であってはならない。理論と根拠に基づき、自分の考え・判断が正しい可能

性と、もし正しくなかったら他に何が考えられるか、を考えられるのが「客観的・批判的問題解

決」である。客観的・批判的問題解決には、病態・病理を考え、その原因について深く、様々な信

頼ある資料専門書を用いて学修しなければならない。患者に責任を持つ医師が、信頼のないリソー

ス、根拠のない理論に基づいて医療を行えないのと同じ気持ちで、課題に取り組まなくてはならな

い。 

平成 24年 9月以降、テュートリアルグループ討論時間中のスマートフォン等による検索は原則と

して禁止することが教務委員会で決定された。その理由は今述べたことと、グループ討論は討論の

場であり、調べる・学修する場ではないからである。従ってグループ討論は、正常の構造と機能、

病態、病態生理、病理、臨床判断、検査、診断、治療、社会復帰など様々に及ぶはずである。 

時間管理を意識して、優先度を判断しながら、広さと深さを持った学修を心がけ、自分の選択・判

断を含めわかりやすく他者に説明できなくてはならない。近い将来、患者さんに説明し、行動変容

を促す専門職となるのであるから、他者にわかりやすく説明することもテュートリアルで学ぶ目標

の一つである。 
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年月日 課題番号 課　題　名

９月２４日（木）

９月２８日（月）

１０月　５日（月）

１０月　８日（木）

１０月１５日（木）

１０月１９日（月）

１０月２６日（月）

１０月２９日（木）

１１月　２日（月）

１１月　５日（木）

１１月　９日（月）

１１月１２日（木）

１１月１６日（月）

１１月１９日（木）

１１月２６日（木）

１１月３０日（月）

１２月　７日（月）

１２月１０日（木）

１２月１４日（月）

１２月１７日（木）

3 もうすぐマラソン大会

4 なんだかスッキリしない

5 私、どうなるの？

テュートリアル課題一覧表

1 課題名未定

2 東京で就職をして
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芦野　滋 講師 （責任者 柳澤　直子 教授 微 生 物 学 免 疫 学 ）

蒋池　勇太 講師 （責任者 松岡　雅人 教授 衛 生 学 公 衆 衛 生 学 ）

加藤　多津子 特命担当教授 （責任者 松岡　雅人 教授 衛 生 学 公 衆 衛 生 学 ）

竹原　祥子 助教 （責任者 松岡　雅人 教授 衛 生 学 公 衆 衛 生 学 )

櫻谷　あすか 助教 （責任者 松岡　雅人 教授 衛 生 学 公 衆 衛 生 学 )

世良　康如 助教 （責任者 本田　浩章 教授 実 験 動 物 研 究 所 )

村松　聡士 助教 （責任者 多賀谷　悦子 教授 呼 吸 器 内 科 学 ）

長　渚 助教 （責任者 櫻井　裕之 教授 形 成 外 科 学 ）

恒田　雅人 助教 （責任者 唐澤　久美子 教授 放 射 線 腫 瘍 学 ）

土井　健司 助教 （責任者 長坂　安子 教授 麻 酔 科 学 ）

加藤　環 助教 （責任者 山本　俊至 教授 遺 伝 子 医 療 セ ン タ ー )

鈴木　智子 助教 （責任者 馬場園　哲也 教授 糖 尿 病 ・ 代 謝 内 科 学 )

薄井　貴美 助教 （責任者 坂井　修二 教授 画 像 診 断 学 ・ 核 医 学 )

堀部　悠 助教 （責任者 田畑　務 教授 産 婦 人 科 学 )

藤木　恒太 助教 （責任者 松岡　雅人 教授 衛 生 学 公 衆 衛 生 学 )

中島マリア美知子 助教 （責任者 倉持　英和 准教授 化 学 療 法 ・ 緩 和 ケ ア 科 ）

セグメント４　テュータ　一覧
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Ⅴ 第２学年教育委員会・学生アドバイザー・学生委員 

 

第２学年教育委員会 
  委 員 長   小 田 秀 明 教 授（病理学（実験病理学分野））※主担当 S4 
  副委員長   藤 枝 弘 樹 教 授（解剖学（神経分子形態学））※主担当 S3 
    〃     新 田 孝 作 教 授（腎臓内科学） 
     〃     坂 井 修 二 教 授（画像診断学・核医学） 
  委  員    塚 原 富士子 特任教授（薬理学) 

〃      石 津 綾 子 教 授（解剖学(顕微解剖学・形態形成学)) 
      〃     萩 原 誠 久 教 授（循環器内科学） 
    〃     新 浪   博 教 授（心臓血管外科学) 
    〃     多賀谷 悦 子 教 授（呼吸器内科学） 
    〃     神 崎 正 人 教 授（呼吸器外科学） 
    〃     田 邉 一 成 教 授（泌尿器科学） 
    〃     土 谷   健 教 授（血液浄化療法科） 
    〃     田 畑   務 教 授（産婦人科学） 
    〃     小 川 正 樹 教 授（母子総合医療センター） 
 
各担当委員 
テュートリアル・TBL委員会  

 委 員 長     中 村 真 一 教 授（消化器内科学）     
 副委員長     大久保 由美子 教 授（医学教育学） 
 

  セグメント３      早  川  亨   助 教 (解剖学(神経分子形態学））（課題調整）  
                    鈴  木 一  史 准講師（画像診断学・核医学） 
           塚  原 富士子  特任教授（薬理学） 

宇  都 健  太 助  教（病理学（実験病理学分野）） 
            
  セグメント４      武  山   廉  臨床教授(呼吸器内科学）（課題調整） 
              水主川   純  准教授 （母子総合医療センター） 
           森  山  能仁  准教授 （腎臓内科学） 
           西  井  明子  講  師 （予防医学科・循環器内科学）     
 
「至誠と愛」の実践学修教育委員会 

委 員 長    西 村 勝 治 教 授（精神医学） 
 副 委 員 長    岩 﨑 直 子 教 授（成人医学センター） 

〃      佐 藤   梓 講 師（化学）     
 

 セグメント３委員  辻 村 貴 子 講 師（日本語学） 
    〃      浦 瀬 香 子 助 教（生物学） 
 セグメント４委員  小 林 浩 子 講 師（糖尿病内科学） 
 

  
情報処理・統計教育委員会 
委 員 長    岩 﨑 直 子 教 授（成人医学センター） 

  
基本的・医学的表現技術教育委員会 
委 員 長    木 林 和 彦 教 授（法医学） 
副 委 員 長    辻 村 貴 子 講 師（日本語学） 

 
国際コミュニケーション委員会 
委 員 長        杉 下 智 彦 教 授（国際環境・熱帯医学） 
副 委 員 長        遠 藤 美 香 講 師（英語学） 

 
 
学生委員      中 村 史 雄 教 授（生化学） 
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Ⅵ  選 択 科 目 
 

 

 

 

                外 国 語 

        人文科学系 

        社会科学系 

        自然科学系 

保 健 体 育 

      他大学オープン科目 
 

 

 

 

※各科目の講義内容、評価に関すること、日程等の詳細については 

「令和２（2020）年度学修の手引き＜選択科目＞」を参照すること。 

履修要領をよく読んで履修登録を行ってください。  
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東京女子医科大学学則より抜粋 

(授業科目および単位数、時間数) 

第 9条 授業科目および単位数、時間数は、医学部は別表 I((1)と(2)がある)、 

看護学部は別表 II-1、II-2のとおりとする。 

(授業科目の履修) 

第 10条 学生は、第 9条に定めるそれぞれの授業科目を履修しなければならない。 

2 授業科目履修に関する規定は、別に定める。 

別表Ⅰ（第 9条関係） 

(医学部)授業科目および単位数、時間数 

授業科目 
単位 卒業までの 

必要単位数 第 1学年 第 2学年 第 3学年 第 4学年 

一般教

育科目 

外国

語 

初級ドイツ語（Ⅰ・Ⅱ） 各 2 

12 

初級フランス語（Ⅰ・Ⅱ） 各 2 

英語（Medical DiscussionⅠ・Ⅱ） 各 2 

英語（Basic ListeningⅠ・Ⅱ） 各 2 

医療英語（Medical EnglishⅠ・Ⅱ） 各 2 

初級コリア語（Ⅰ・Ⅱ） 各 2 

初級中国語（Ⅰ・Ⅱ） 各 2 

人文

科学

系 

倫理学（A・B） 各 2 

文化人類学（前期） 2 

女性とジェンダー（前期） 2 

哲学（A・B） 各 2 

歴史学（A・B） 各 2 

心理学（A・B） 各 2 

医療人のための経済学（A・B） 各 2 

医療人のための法学（A・B） 各 2 

医療と社会デザイン（A・B） 各 2 

自然

科学

系 

数学（A・B） 各 2 

生物学（後期） 2 

物理学（後期） 2 

化学（後期） 2 

食と栄養の科学 2 

医学情報学（後期） 2 

保健 

体育 
フィットネスの理論と実技（A・B） 各 2 

  他大学科目   

計 12 
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選択科目履修要領（第1～第4学年） 

1. 科目名(23科目) 

 

2. 開講期間・曜日・時限 

開講期間は各科目とも半年間です。その時期は前期を4/15～9/30、後期は10/7から翌年2/3までの 

水曜日5 限（15：20～16：30）、6 限（16：45～ 17：55）に開講する。 

 

3. ガイダンスおよび履修登録について 

・ガイダンス 今年度はガイダンスを開催しません。学修の手引きと追加資料（1年生には新入生オリエンテーション

にて配布予定、2年生以上にはポータルサイトに掲載予定）を参照の上、履修登録を行うこと。 

 

・履修登録について 

１年生前期： 

新入生オリエンテーション時の配布資料をよく読み、Googleフォームにて出席番号、氏名を入力し、 

履修希望科目を選び、送信すること。 

    登録期間は 4月 9日(木)12:30まで 

     ※１．期間厳守のこと。その後の申請は一切認めない。 

      ２．Googleフォームにて履修申請し、その科目が登録されなければ、出席しても無効となる。 

      ３．科目によって受講者数を制限することがある。 

      ４．登録結果および各科目の講義室は、開講日までに学生ポータルサイト 1年総合掲示板に掲載する。 

３．により登録されなかった科目があった場合の指示もこの時に掲載する。 

１年生後期、および 2～4年(前・後期): 

    新学年ポータルサイトからの web登録のみ受付を行う。(従来の「受講票」は一切受付しない。)  

登録方法の詳細は登録期間前に各学年の総合掲示板に掲載する。 

登録期間は次のとおり。 

前期分…4月 1 日(水)～4 月 9 日(木)12:30まで（期間を過ぎると登録できない。） 

後期分…8月 31 日(月)～9 月 11 日(金)12:30 まで（      〃       ） 

       ※１．web登録を行い、その科目が登録されなければ、出席しても無効となる。 

        ２．受講者数の制限、登録結果等の掲載方法は上記と同様 

 

4. 履修認定について 

  各科目は2単位(半年間)の科目を4年次までにのべ6科目以上（12単位以上）履修しなければならない。 

そのうち2科目以上は人文・社会科学系の科目(学生便覧:学則第9条関係別表Ⅰ)とする。 

各科目の講義内容は、前期・後期が同じ場合も異なる場合もある。この場合、同一科目でも内容あるいは段階が異な

るものなら2科目と認められる。 なお、他大学での既修得単位を認定する場合がある。（以上、学生便覧参照） 

 

5．履修登録完了後は、その取り消しおよび変更は認めない。 

 

6. 選択科目の成績は及落判定の対象となる。ただし、ある学年で選択科目が不合格の場合、上級学年で単位を取得でき

ると認められるときに限って、及落には特別の配慮を行うことがある。 

 

7. なお、第2～第4学年では、上記12単位の他に指定する他大学のオープン科目(自由選択)の中からさらに受講すること 

 ができる。取得した単位は、東京女子医科大学医学部では増加単位として認められる。（卒業単位へは算入されない） 

初級ドイツ語 初級中国語 心理学 物理学 

初級フランス語 倫理学 医療人のための経済学 化学 

英語（Medical Discussion） 文化人類学 医療人のための法学 食と栄養の科学 

英語（Basic Listening ） 女性とジェンダー 医療と社会デザイン 医学情報学 

医療英語（Medical English ） 哲学 数学 フィットネスの理論と実技 

初級コリア語 歴史学 生物学  
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【水曜　5限　15:20～16:30】 【水曜　5限　15:20～16:30】

前　期（4月15日～9月30日） 科目コード 後　期（10月7日～2月3日） 科目コード

初級ドイツ語Ⅰ（早崎）　※　　    　（共通） 204118 初級ドイツ語Ⅱ（早崎）　※　　     　（共通） 204202

初級フランス語Ⅰ（足立） 204119 初級フランス語Ⅱ（足立） 204219

英語（Medical Discussion Ⅰ）（スタウト） 204106 英語（Medical discussion Ⅱ）（スタウト） 204206

初級中国語Ⅰ（舘）　　　　　　    　（共通） 204138 初級中国語Ⅱ（舘）　　　　　　     　（共通） 204238

哲学Ａ（梶谷）　　　　　　　　　    （共通） 204107 哲学Ｂ（梶谷）　　　　　　　　     　（共通） 204207

医療人のための法学Ａ（中島）　　    （共通） 204115 心理学Ｂ（宮脇） 204212

フィットネスの理論と実技（沢田） 204003 医療人のための法学Ｂ（中島）　　     （共通） 204215

化学（後期）（中村） 204225

物理学（後期）Ａ（木下） 204226

フィットネスの理論と実技（沢田） 204004

【水曜　6限　16:45～17:55】 【水曜　6限　16:45～17:55】

前　期（4月15日～9月30日） 科目コード 後　期（10月7日～2月3日） 科目コード

初級ドイツ語Ⅰ（伊藤）　※　　     　（共通） 204101 初級ドイツ語Ⅱ（伊藤）　※　　     　（共通） 204201

医療英語（Medical EnglishⅠ）（遠藤）（共通） 204105 医療英語（Medical EnglishⅡ）（遠藤）（共通） 204205

英語（Basic ListeningⅠ）（スタウト） 204121 英語（Basic ListeningⅡ）（スタウト） 204221

初級コリア語Ⅰ（朴）　　　　　　　 　（共通） 204137 初級コリア語Ⅱ（朴）　　　　　     　（共通） 204237

倫理学Ａ（磯部）　　　　　　　     　（共通） 204122 倫理学Ｂ（磯部）　　　　　　　     　（共通） 204222

歴史学Ａ（中込）　　　　  　　     　（共通） 204108 歴史学Ｂ（中込）　　　　　　　　     （共通） 204208

心理学Ａ（大塚） 204112 医療人のための経済学Ｂ（粟沢）　　 　（共通） 204214

医療人のための経済学Ａ（粟沢）　　 　（共通） 204114 医療と社会デザインＢ（杉下） 204216

医療と社会デザインＡ（杉下） 204116 数学Ｂ（　　） 204224

数学Ａ（　　） 204124 生物学（後期）（松下） 204235

医学情報学（佐藤）2～4年 204117 物理学（後期）B（木下） 204239

食と栄養の科学 204710

【水曜　5限　15:15～16:25】 【水曜　5限　15:15～16:25】

前　期（4月15日～9月30日） 科目コード 後　期（10月7日～2月3日） 科目コード

女性とジェンダーA（平川）    （共通） 204800 女性とジェンダーB（平川)　   （共通） 204810

文化人類学A（宍戸）　　　    （共通） 204600 文化人類学B（宍戸）　　　    （共通） 204610

＜看護学部の開講科目＞

※授業開始時間が医学部開講科目と異なりますので、ご注意ください。

※「女性とジェンダー」と「文化人類学」は、前期と後期は同じ内容です。どちらか１つしか履修できません。

医学部 選択科目時間割

前　　　期 後　　　期

（共通）は看護学部との共通科目です。

※5限と6限の「初級ドイツ語」は同じ内容です。どちらか1つしか履修できません。

※「フィットネスの理論と実技」は、前期と後期は同じ内容です。どちらか１つしか履修できません。
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他大学オープン科目受講について 
 

§ 趣 旨 

本学には早稲田大学のオープン科目を履修できる制度がある。その目的は、医科大学にはない多種多様な講

座を受講することで、視野を広げ、知識を深めることができるようにすることにある。受講生になると、図

書館などの施設も利用できるようになるので、豊かな知性と人間性を育むために大いに活用することが望ま

しい。 

 

§ 概 要 

1. 早稲田大学「オープン科目」とは、早稲田大学内の学部間で相互に受講でき、提携大学の学生も受講でき

る授業科目のことである。東京女子医科大学と早稲田大学の協定により、東京女子医科大学（医学部、看

護学部）の2 ～ 4 年生の学生は、早稲田大学「オープン科目」を受講し、単位を取得することができる。 

2. 年間8単位まで登録できる。 

3. 取得した単位は、東京女子医科大学医学部では増加単位として認められる。（卒業単位へは算入されない。） 

 

§ 受講案内 

1. 受講可能な日時と時間帯 

2 年生：月曜日、木曜日の6 ～ 7 時間目、水曜日の７時間目、土曜日の1 ～ 7 時間目（早稲田大学） 

3 年生：月曜日、木曜日の6 ～ 7 時間目、水曜日の７時間目、土曜日の1 ～ 7 時間目（  〃  ） 

4 年生：火曜日、金曜日の6 ～ 7 時間目、水曜日の７時間目、土曜日の1 ～ 7 時間目（  〃  ） 

 

2. 受講申込み方法 

1) 受講申込み方法 

早稲田大学グローバルエデュケーションセンターのコンピュータにあらかじめ学籍番号、氏名を登録し、

期間中にログインして講義検索、申込みをする。あらかじめ指定期間中（2 月初旬）に学務課に届出る。

個人の情報を提供することになるので、個人情報の保護を考えた上で、提供するかどうか自分で判断し

て届出ること。講義一覧は3月中旬から閲覧可能、申込みは3 月下旬（年度によって4 月上旬になること

もある）からで、期間中は変更もできる。 

 

1 月中に方法の詳細を記した印刷物を配布する。 

 

2）注意事項 

後期のみの科目であっても、年度当初に受講申込みをする必要がある。後期に申込むことはできない。 

 

3）受講の許可・不許可 

科目によっては受講が許可されない場合もある（演習や語学などの受け入れ人数の少ないクラス、その他の

場合でも希望者の多かった科目）。不許可になることも考慮して科目を選択する。受講の許可・不許可は、

各自ログインして確認する。 

 

3. 受講要領 

1）授業開始 

早稲田大学グローバルエデュケーションセンターのホーム・ページにアクセスして開始日と教室の場所、

休講や変更（日時や場所）をあらかじめ確認しておく。（記載されるページ名は時により変更されること

もあるので注意）。当日急に決定した場合は当該講義室のドアに掲示される。 

早稲田大学グローバルエデュケーションセンターのURL：http://www.waseda.jp/gec/ 

 

2）身分証明書 

受講が許可されると早稲田大学の「特別聴講生」の身分証明書が発行されるので、学務課で受け取る。特

別聴講生は、早稲田大学図書館、生協、医務室などを利用することができる。 

 

§ 受講相談 

受講について相談のある人は、足立（外国語文化）、遠藤(英語)、山口（物理）が相談を受け付けている。 

 

ポータルサイトの早大オープン科目のページに、先輩の感想や相談員のアドバイスが載っているので、参照

するとよい。 
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令和2年度　Segment4　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ

(講義) (講義)

臨床診断総論-1オリエンテーション

セグメント4ガイダンス 胸部（呼吸器）

(病理学(実験病理学
分野)　小田） (呼吸器内科学　武山)

(実習)

循環器系 1

局所解剖実習（2） 循環器系解剖

(解剖学　藤枝、芝田)
　(心臓血管外科学　新浪、新川、寶亀、片桐、吉田、渡邊)

(実習)

呼吸器系 1

局所解剖実習（1）　呼吸器系解剖

(解剖学　藤枝、芝田)
(呼吸器外科学　神崎、井坂、前田、荻原、光星、四手井)

(講義) (講義) (講義)

呼吸器系 1-1 呼吸器系 1-2 臨床診断総論-2

呼吸器正常構造（1）
呼吸器の発生、構造①

呼吸器正常構造（2）
呼吸器の発生、構造②

医療面接

（解剖学(顕微解剖学・
形態形成学分野)　北原）

（解剖学(顕微解剖学・
形態形成学分野)　北原） (医学教育学　山内)

(講義) (講義)

循環器系 1-1 循環器系 1-2

心臓・脈管系の構造
（1）　正常（形態）①

心臓・脈管系の構造
（2）　正常（形態）②

（解剖学(顕微解剖学・
形態形成学分野)　森島）

（解剖学(顕微解剖学・
形態形成学分野)　森島）

(講義) (講義)

循環器系 1-3 循環器系 1-4

(講義) (講義)

循環器系 1-5 循環器系 1-6

心臓・脈管系の構造
（3）　微細構造①

心臓・脈管系の構造
（4）　微細構造②

(講義) (講義)

循環器系 1-7 循環器系 1-8

循環系の発生（1）　正
常①

循環系の発生（2）　正
常②

（解剖学(顕微解剖学・
形態形成学分野)　森島）

（解剖学(顕微解剖学・
形態形成学分野)　森島）

心臓機能（1）　心筋代
謝、心筋の構造、収縮
蛋白

心臓機能（2）　受容
体、情報伝達機構

(生化学　中村) (生化学　中村)

(講義)

臨床診断総論-5

腎・尿路系

(血液浄化療法科
土谷)

（解剖学(顕微解剖学・
形態形成学分野)　森島）

（解剖学(顕微解剖学・
形態形成学分野)　森島）

(講義)

「至誠と愛」の実践学修
-1

医療対話の心理（技
術）―ナラティブ・ベイ
スト・メディスン―

(看護学部　諏訪)

(講義)

「至誠と愛」の実践学修
-2

(講義)

クラスオリエンテーショ
ン

医療対話入門講義１

(学生健康管理室　内田)
(看護学部　松嵜)

(生物学　浦瀬、石井）

(実習)

循環器系 1

微細構造実習（1） 循環器系組織

(解剖学(顕微解剖学・形態形成学分野)石津、北原、菊田、森島、望月)
(生物学　松下、石井、浦瀬)
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(選択科目) (選択科目)

15:20～16:30 16:45～17:55

前期 V-12 前期 VI-12

令和2年度　Segment4　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ

(講義) (講義) (講義) (講義) (講義)

臨床診断総論-3 臨床診断総論-4 臨床診断総論-6 臨床診断総論-7 臨床診断総論-8

検体検査（1）血液一般 検体検査（2）血球産生

(総合診療科　島本) (総合診療科　島本) (消化器内科学　徳重) (血液内科学　篠原) (血液内科学　田中)

呼吸器系 1-3 呼吸器系 1-4

呼吸器正常構造（3）
肺の微細構造①

呼吸器正常構造（4）
肺の微細構造②

全身観察 胸部（循環器） 腹部

(講義)

臨床診断総論-10

検体検査（3）生化学

(臨床検査科　佐藤)

(講義)

臨床診断総論-9

頭頸部

(医学教育学　大久保)

(講義) (講義) (講義)

臨床診断総論-11

検体検査（4）尿、便、
喀痰、髄液

(感染症科　平井)
(講義) (講義) (講義) (講義)

（解剖学(顕微解剖学・
形態形成学分野)　北原）

（解剖学(顕微解剖学・
形態形成学分野)　北原）

「至誠と愛」の実践学修
-3

「至誠と愛」の実践学修
-4

「至誠と愛」の実践学修
-5

「至誠と愛」の実践学修
-6

医療対話入門講義２ 医療対話入門講義３ 医療対話入門ワーク
ショップ（１）

医療対話入門ワーク
ショップ（２）

　(学生健康管理室　内田)
(血液内科学　吉永)

(生物学　石井、浦瀬)

　(学生健康管理室　内田)
(血液内科学　吉永)

(生物学　石井、浦瀬)

　(学生健康管理室　内田)
(血液内科学　吉永)

(生物学　石井、浦瀬)

　(学生健康管理室　内田)
(血液内科学　吉永)

(生物学　石井、浦瀬)

(講義) (講義) (講義) (講義) (講義)

循環器系 1-9 循環器系 1-10 「至誠と愛」の実践学修
-7

腎尿路系 1-1 腎尿路系 1-2

腎・尿路系の解剖(1)
腎・尿路系の正常構造

（循環器内科学　志賀） （循環器内科学　志賀）
(医学部　岩田)
（化学　佐藤） (腎臓内科学　新田)

(東医療センター
泌尿器科　近藤)

医学英語演習、プレゼ
ンの原稿完成

医学統計学の概要

心臓機能（3）心周期に
ともなう血行動態

循環（1）　肺循環 医学教養4-Ⅰ　女性医
師の系譜

腎・尿路系ガイダンス
腎疾患の基礎と臨床
（腎症候群）

(英語　遠藤、森景)
(衛生学公衆衛生学

野原）

微細構造実習（2）　呼吸器系

(解剖学(顕微解剖学・形態形成学分野)石津、北原、菊田、森島、望月)
(生物学　松下、石井、浦瀬)

(実習)

呼吸器系 1

(講義) (講義)

国際コミュニケーション
-1

情報処理・統計-1
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前期 V-13

(選択科目)

Ⅵ

16:45～17:55

前期 VI-13

病態（1）　フリーラジカ
ルと虚血

画像診断（2）超音波検
査、内視鏡検査

検体検査（5）免疫 検体検査（6）微生物、
病理

尺度と度数分布（ヒスト
グラム、箱ヒゲ図）

情報処理・統計-2

令和2年度　Segment4　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

循環器系 1-11 臨床診断総論-14

(解剖学(顕微解剖学・形態形成学分野)石津、北原、菊田、森島、望月)
(生物学　松下、石井、浦瀬)

(選択科目)

15:20～16:30

「至誠と愛」の実践学修

外来患者との医療対話
ガイダンス

(眼科学　篠崎)
　(化学　佐藤)

(物理学　山口、辻野)

(講義)

(実習)

臨床診断総論-15 臨床診断総論-16

神経・筋

（解剖学(顕微解剖学・
形態形成学分野)　北原）

(講義) (講義)

臨床診断総論-13 「至誠と愛」の実践学修
-8

腎･尿路系の局所解剖
(1)

腎･尿路系の局所解剖
(2)

腎･尿路系の局所解剖
(3)

(画像診断学・核医学
坂井)

(至誠会人間ドック会館
クリニック　貫戸)

(成人病センター　岩﨑)

(講義) (講義)

呼吸器系 1-5 臨床診断総論-12

呼吸器正常構造（5）
縦隔

(講義) (講義) (講義)

腎尿路系 1-3 腎尿路系 1-4 腎尿路系 1-5

(泌尿器科学　羽田) (泌尿器科学　羽田) (泌尿器科学　羽田)
(講義) (講義)

腎尿路系 1-6 腎尿路系 1-7

(脳神経内科学　吉澤)
(実習)

腎尿路系 1

(講義) (講義) (講義)

腎・尿路系の解剖（2）
腎・尿路の微細構造①

腎・尿路系の解剖（3）
腎・尿路の微細構造②

（解剖学(顕微解剖学・
形態形成学分野)　北原）

（解剖学(顕微解剖学・
形態形成学分野)　北原）

画像診断（1）核医学検
査

医学教養4-Ⅱ　医師と
しての存在の可能性と
多様性

微細構造実習（3） 腎尿路系

(生化学　中村) (消化器内科学　中村)
(膠原病リウマチ内科学

川口) (病理診断科　長嶋)
(衛生学公衆衛生学

野原）

(講義)

「至誠と愛」の実践学修-9,10

チーム医療と奉仕　まとめの講義・WS （1）(2)

　(医学教育学　大久保、山内)
(日本語学　辻村)（生物学　浦瀬）

(講義)

(講義)

臨床診断総論-17

画像診断（3）CT

(画像診断学・核医学
長尾)

(講義) (講義)

臨床診断総論-18 臨床診断総論-19

ME機器(1)治療機器 画像診断（4）原理、単
純X線像

(呼吸器外科学　神崎)
(画像診断学・核医学

坂井)

(講義)

臨床診断総論-20

画像診断（5）磁気共鳴
画像

(画像診断学・核医学
坂井)
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9
／
25

金

9
／
26

土

(生化学　越野) (循環器小児科　竹内)
(生理学（神経生理学分野）

片山)
(生理学（神経生理学分野）

片山)

病態（2）　動脈硬化と
脂質代謝

心臓機能（4）　弁・心膜

循環器系 1-12 循環器系 1-13 呼吸器系 1-6 呼吸器系 1-7

呼吸メカニズム（1）　呼
吸運動と換気力学①

呼吸メカニズム（2） 呼
吸運動と換気力学②

(講義)

循環器系 1-14

循環（2）　正常循環（反
射,神経,体液調整）

(生理学(神経生理学分
野）　片山)

(実習)

「至誠と愛」の実践学修

外来患者との医療対話実習

(眼科学　篠崎)　(化学　佐藤)　(医学教育学　大久保)　(予防医学科　村崎)
　　(物理学　山口、辻野)　　(成人医学センター　松村)（糖尿病センター　小林）

(選択科目)

16:45～17:55

秋分の日

(講義) (講義) (講義) (講義)

敬老の日　

前期 VI-14

(選択科目)

15:20～16:30

前期 V-14

令和2年度　Segment4　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ

自己学修

(テュートリアル)

14:00～15:40 15:50～17:00

(実習) (実習)

臨床診断総論 臨床診断総論

(テュートリアル) (テュートリアル)

呼吸機能検査実習 腹部X線・CT像実習

(呼吸器内科学　八木)

自己学修 課題1-1

(泌尿器科学　田邊、神
澤)
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／
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金
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土

呼吸器系 1-9

呼吸メカニズム（3）　肺
におけるガス交換

15:50～17:00

(選択科目)

16:45～17:55

(東医療センター　総合
診療科　青鹿)

(先端生命医科学研究所・
循環器内科学　松浦)

病態（5）　急性心不全

令和2年度　Segment4　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

自己学修

Ⅵ

テュートリアル学修の進
め方 「累進型テュートリ
アル」について

夏休みに読んだ英語
論文のグループ発表
（１）

(講義) (講義)

医学の学び方・考え方
-1

国際コミュニケーション
-2

心臓機能（5）　心筋細
胞の電気生理

(テュートリアル) (テュートリアル)

14:00～15:40

呼吸メカニズム（4）　血
液によるガス運搬

(生理学（神経生理学分野）
片山)

呼吸器系 1-8

呼吸器正常構造（6）
画像診断①

呼吸器正常構造（7）
画像診断②

自己学修 課題1-2

(循環器内科学　萩原)

循環（3）　血圧

(生理学（神経生理学分野）
宮田)

(講義)

循環器系 1-19

(講義)

(画像診断学・核医学
坂井)

(画像診断学・核医学
坂井)

(講義)

循環器系 1-15

病態（3）　高血圧、低
血圧

(講義)

循環器系 1-16

病態（4）　心筋虚血

(循環器内科学 　小川)

循環器系 1-20

情報処理・統計-3 臨床診断総論-22

(テュートリアル)

(内分泌内科学　森本)
(講義) (講義)

(講義)

呼吸器系 1-12 呼吸器系 1-13

(講義)

代表値（平均値、中央
値、最頻値）

全身の診察、重要なサ
イン

(講義) (講義)

循環器系 1-17 循環器系 1-18

(行事)

呼吸メカニズム（5）　呼
吸と酸塩基平衡

(生理学（神経生理学分野）
宮田)

(医学教育学　大久保) (英語　遠藤、森景)
(衛生学公衆衛生学

野原） (呼吸器内科学　武山)

(講義)

呼吸器系 1-14

呼吸器疾患の主要兆
候と身体所見

(呼吸器内科学
多賀谷)

(講義) (講義)

心臓機能（6）　興奮と
伝導

(循環器内科学　萩原)

(講義)

呼吸器系 1-10

後期 VI-15

「至誠と愛」の実践学修

(先端生命医科学
研究所　正宗)

(生理学（神経生理学分野）
宮田)

(選択科目)

15:20～16:30

前期 V-15

(講義)

臨床診断総論-21

ME機器（2）臨床検査
機器

解剖慰霊祭

(講義)

呼吸器系 1-11

呼吸メカニズム（6)　呼
吸生理機能まとめ

242



Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

10
／
5

月

10
／
6

火

10
／
7

水

第

6

週

10
／
8

木

10
／
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(講義)

循環器系 1-27

(選択科目)

16:45～17:55

後期 VI-1

(選択科目)

15:20～16:30

(講義)

令和2年度　Segment4　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ

(テュートリアル) (テュートリアル) (テュートリアル)

(先進電気的心臓制御
研究部門　庄田)

循環器系 1-28

病態（7）　不整脈、突
然死

14:00～15:40 15:50～17:00

自己学修 課題1-3 自己学修

後期 V-1

(講義) (講義) (講義)

循環器系 1-23

14:00～15:40

自己学修 課題1-4

解剖慰霊祭ワークショップ実習

(法医学　木林)　　(化学　佐藤)　 (解剖学　藤枝)
(病理学（病態神経科学分野）　柴田)
　(病理学（実験病理学分野）　小田)

（解剖学（顕微解剖学・形態形成学分野）　石津）
(看護学部　吉武）

循環系の発生（3）　異
常

(解剖学（顕微解剖学・
形態形成学）　森島)

(テュートリアル) (テュートリアル)

(実習)

臨床診断総論

胸部X線・CT像

(呼吸器内科学　武山)

(実習)

臨床診断総論

胸部・腹部超音波検査

(画像診断学・核医学
長尾)

(講義)

循環器系 1-21

心臓機能（7）　心臓の
ポンプ機能

(循環器小児科　稲井)

(講義)

循環器系 1-22

心臓機能（8）　心筋収
縮特性、興奮収縮連関

(循環器小児科　稲井)

循環器系 1-24 循環器系 1-25

心臓機能（9）　血栓、
凝固

心臓機能（10）　心臓リ
ハビリテーション

病態（6）　慢性心不全

(予防医学科・循環器
内科学　村崎) (循環器内科学　上野) (循環器内科学　志賀)

(講義) (講義) (講義)

呼吸器系 1-15 呼吸器系 1-16 呼吸器系 1-17 呼吸器系 1-18

非呼吸性肺機能 病態と検査（2）　急性
呼吸不全

病態と検査（3）　慢性
呼吸不全

(感染症科　菊池) (生化学　中村)
(八千代医療センター

呼吸器内科　桂)
(八千代医療センター

呼吸器内科　桂)

(講義)

情報処理・統計-4

散布度（標準偏差、範
囲、四分位偏差）

(衛生学公衆衛生学
野原）

(講義)

腎尿路系 1-8

腎・尿路系の生理（1）
正常糸球体の機能

(腎臓内科学　新田)

病態と検査（1）　呼吸
器感染症

(講義)

(講義)

循環器系 1-26

心臓・脈管系の構造
（5）　形態異常

(解剖学（顕微解剖学・
形態形成学）　森島)

(実習)

「至誠と愛」の実践学修
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(泌尿器科学　高木) (腎臓内科学　森山)
(病理学（実験病理学

分野）　小田)

(講義)

腎尿路系 1-16

主要症候と病態（2）
泌尿器科症候論

(講義)

腎尿路系 1-17

診断と検査（3）　腎・尿
路の画像診断（検査方
法と正常像：上部尿路）

(泌尿器科学　吉田)
(講義) (講義)

腎尿路系 1-18 腎尿路系 1-19

主要症候と病態（1）
尿細管疾患

(血液浄化療法科
土谷)

(腎臓内科学　新田)
(講義)

呼吸器系 1-25

腫瘍性肺疾患 後期 V-2

(生化学　中村)

(講義)

腎尿路系 1-14

主要症候と病態生理
（3）　腎における酸塩
基平衡

(血液浄化療法科
花房)

病態と検査（6）　内視
鏡

16:45～17:55

後期 VI-2

(選択科目)

15:20～16:30

(呼吸器内科学
　八木、有村)

特別講義　腎疾患の病
態に関する最近の進歩

(講義)

腎尿路系 1-15

(講義) (講義)

腎尿路系 1-12 腎尿路系 1-13

診断と検査（1）　検体検
査（免疫学的検査など）・
腎生検（適応・検査法）

令和2年度　Segment4　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ

(選択科目)

呼吸器系 1-26

相関と回帰（相関係
数、回帰直線）

夏休みに読んだ英語
論文のグループ発表
（2)

病理（3）　肺の病理③

(講義) (講義) (講義)

(テュートリアル) (テュートリアル)

14:00～15:40 15:50～17:00

自己学修 課題2-1 自己学修

(テュートリアル)

(講義) (講義)

呼吸器系 1-19 呼吸器系 1-20

病態と検査（4）　不均
等分布と拡散障害

病態と検査（5）気道、
肺胞アレルギー

(病理学（実験病理学
分野）　小田)

(病理学（実験病理学
分野）　小田)

主要症候と病態生理
（1）細胞外液の調節
（体液量と水電解質、
浮腫）

病理（2）　肺の病理②

(講義)

呼吸器系 1-23

(腎臓内科学　中谷)

(呼吸器内科学
多賀谷)

病理（1）　肺の病理①

(薬理学　丸)

(衛生学公衆衛生学
野原）

(英語　遠藤、森景、
トーマス)

情報処理・統計-5 国際コミュニケーション
-3

診断と検査（4）　腎・尿
路の画像診断（検査方
法と正常像：下部尿路）

主要症候と病態（3）
糸球体疾患

(泌尿器科学　吉田)

(臨床工学科　亀井)

(講義)

腎尿路系 1-9 腎尿路系 1-10 腎尿路系 1-11

腎・尿路系の生理（2）
尿細管における物質の
輸送

診断と検査（2）　腎機能
検査

(講義) (講義)

(講義)

呼吸器系 1-24

病態と検査（7）　閉塞
性、拘束性換気障害

(呼吸器内科学　武山)

(腎臓内科学　森山)
(講義) (講義)

呼吸器系 1-21 呼吸器系 1-22

(呼吸器内科学　桑平)
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(心臓血管外科学
新浪)

主要症候と病態生理
（2）腎の排泄機能と内
分泌機能

(循環器小児科　豊原)
(多発性嚢胞腎病態

研究部門　望月)

循環器系 2-7

診断　小児

(循環器小児科　稲井)

主要症候と病態（4）
排尿機能

(東医療センター　骨盤
底機能再建診療部

巴)

循環器系 2-6

虚血性心疾患（1）

薬物療法（2）　血管系
作動薬

(薬理学　塚原)

先天性心疾患（2）

(講義) (講義) (選択科目)

16:45～17:55

後期 VI-3

15:20～16:30

令和2年度　Segment4　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

(講義)

Ⅵ

(テュートリアル) (テュートリアル)

(講義) (講義) (実習)

(講義) (テュートリアル)(講義)

(選択科目)

循環器系 2-4 腎尿路系 1-20

後期 V-3

循環器系 2-3

臨床疫学

循環器系 2-2

呼吸器系 1

病理学的実習(1)　呼吸器系の病理

(病理学（実験病理学分野）
小田、種田、宇都、吉澤、井藤)

15:50～17:00

自己学修 課題2-2 自己学修

14:00～15:40

心臓血管外科治療総
論

(循環器内科学　小川)
(講義)

腎尿路系 1-21

循環器系 2-1

(心臓血管外科学
齋藤)

(薬理学　塚原)

薬物療法（1）　心臓作
動薬

循環器系 2-5
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腎病理(2)　各論①

(病理学（実験病理学
分野）　種田)

(循環器内科学　山口)

虚血性心疾患（3）

(講義)

情報処理・統計-6

確率分布（正規分布）

(衛生学公衆衛生学
野原）

(テュートリアル)

(心臓血管外科学
松村)

(循環器内科学　志賀) (循環器小児科　竹内)

先天性心疾患の外科
治療（2）

循環器系 2-12

(講義)

循環器系 2-8 循環器系 2-9

循環器系 2-15

(講義)

高血圧、高血圧性心疾
患

検査（1）　心カテーテ
ル、心血管造影

(講義)

(循環器小児科　原田)

(講義) (講義)

虚血性心疾患（2）

(循環器内科学　小川)

循環器系 2-13 循環器系 2-14

(心臓血管外科学
松村)

先天性心疾患（1） 先天性心疾患の外科
治療（1）

(病理学（実験病理学
分野）　種田)

(講義)

(病理学（実験病理学
分野）　宇都)

自己学修

(講義)

(病理学（実験病理学
分野）　種田)

腎尿路系 1-23

(講義)

腎尿路系 1-24

腎病理(3)　各論②

(テュートリアル)

課題2-3

病理学的実習(2)　循環器系の病理

腎尿路系 1-22

(病理学（実験病理学
分野）　宇都)

(テュートリアル) (テュートリアル)

14:00～15:40

(実習)

循環器系 1

15:50～17:00

自己学修

(講義)

循環器系 1-29

病理（1）　心臓

腎病理（1）　総論

(講義)

循環器系 1-30

病理（2）　血管

(講義) (講義)

循環器系 2-11

後期 V-4

自己学修

14:00～15:40

(実習)

(テュートリアル)
(循環器小児科　島田)

(選択科目)

16:45～17:55

後期 VI-4

令和2年度　Segment4　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ

15:50～17:00

課題2-4 自己学修

(病理学（実験病理学分野）
宇都、種田、吉澤、井藤)

(講義)

循環器系 2-10

腎尿路系 1

病理学的実習(3)　腎尿路系の病理

(病理学（実験病理学）
種田、宇都、吉澤、井藤)

検査（2）　心臓超音波
①

(選択科目)

15:20～16:30

(テュートリアル)

246



Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

11
／
2

月

11
／
3

火

11
／
4

水

第

10

週

11
／
5

木

11
／
6

金

11
／
7

土

(講義)

循環器系 2-25 循環器系 2-26

不整脈（1） 不整脈（2）

(心臓血管外科学
上部)

（先進電気的心臓制御研
究部門・循環器内科学

庄田 ）

（先進電気的心臓制御研
究部門・循環器内科学

庄田 ）

(衛生学公衆衛生学
佐藤)

(国際環境・熱帯医学
　坂元)

　(英語　遠藤、森景)

(循環器内科学　萩原) (循環器内科学　萩原)

(講義)

循環器系 2-20

心不全の外科治療

(心臓血管外科学
齋藤)

(画像診断学・核医学
百瀬)

(講義)

大動脈瘤のステントグ
ラフト治療

弁膜疾患 自己学修

(講義) (講義) (テュートリアル)

循環器系 2-21 循環器系 2-22

検査（3）　心電図① 検査（4）　心電図② 母集団と標本集団　～
統計的推計の基本を
学習する～

文化の日

(選択科目)

16:45～17:55

後期 VI-5

(選択科目)

15:20～16:30

(テュートリアル)

自己学修

後期 V-5

(講義)

情報処理・統計-7

(講義)

循環器系 2-16

治療総論、心不全の治
療

(講義)

循環器系 2-17

肺高血圧、肺性心、腫
瘍、その他

令和2年度　Segment4　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ

(講義) (講義) (講義)

(講義) (講義)

循環器系 2-18 循環器系 2-19

(心臓血管外科学　東)
(予防医学科・

循環器内科学　村崎)

循環器系 2-23 国際コミュニケーション
-4

循環器系 2-24

検査（5）　胸部Ｘ線、Ｃ
Ｔ、ＭＲI、核医学

Medical Paper 入門（２） 大動脈、その他の脈管
疾患

(テュートリアル) (テュートリアル)

14:00～15:40 15:50～17:00

課題3-1 自己学修

(先端生命医科学
研究所・循環器内科学

松浦）
(予防医学科・

循環器内科学　西井)

(テュートリアル) (テュートリアル)

14:00～15:40 15:50～17:00

課題3-2 自己学修
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09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

11
／
9

月

11
／
10

火

11
／
11

水

第

11

週

11
／
12

木

11
／
13

金

11
／
14

土

(国際環境・熱帯医学
塚原)

(国際環境・熱帯医学
塚原)

生化学的実習（1）（グループ別にローテーション実習）

(生化学　中村、越野、田中、新敷、實木)

(循環器内科学　南)

(講義)

情報処理・統計-8

点推定と誤差　～標本
から母集団の代表値を
推定する～

(衛生学公衆衛生学
佐藤)

(循環器内科　芦原)

(講義) (講義)

循環器系 2-30 呼吸器系 2-5

検査（6）　心臓超音波
②

タバコによる肺障害と
禁煙指導

(呼吸器内科学
多賀谷)

(循環器内科学　南) (呼吸器内科学　八木)

(講義) (講義)

呼吸器系 2-3 呼吸器系 2-4

呼吸管理、人工呼吸 呼吸中枢の異常

呼吸器系 2-2

(呼吸器内科学　桑平)

感染性肺疾患（5）　呼
吸器寄生虫

感染性肺疾患（6）　国
際的動向

自己学修

(講義) (講義) (テュートリアル)

呼吸器系 2-8 呼吸器系 2-9

循環器系 2-28

(テュートリアル)(講義)

循環器系 2-27 呼吸器系 2-1

弁膜症の外科 拘束性肺疾患（１）

(選択科目)

16:45～17:55

後期 VI-6

(選択科目)

15:20～16:30

後期 V-6

(講義)

呼吸器系 2-6

感染性肺疾患（2）

(呼吸器内科学　小林)

(呼吸器内科学　桑平)
(講義)

呼吸器系 2-7

感染性肺疾患（3）

(呼吸器内科学　小林)

課題3-3 自己学修自己学修

令和2年度　Segment4　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ

(テュートリアル)

心筋疾患 心膜疾患、心内膜疾患 感染性肺疾患（1）

(講義)

(講義) (テュートリアル) (テュートリアル)

14:00～15:40 15:50～17:00

(実習)

循環器系 1
腎尿路系 1

(心臓血管外科学
齋藤) (呼吸器内科学　近藤)

(テュートリアル)

(講義) (講義)

循環器系 2-29

14:00～15:40 15:50～17:00

課題3-4 自己学修
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

11
／
16

月

11
／
17

火

11
／
18

水

第

12

週

11
／
19

木

(実習)

11
／
20

金

11
／
21

土

(英語　遠藤、森景
レフオー)

(講義)(講義)

呼吸器系 2-17

(呼吸器内科学　武山)

(講義)

健康管理学-1

(学生健康管理室
横田)

(講義)

国際コミュニケーション
-5

既習医学分野のレク
チャー

循環器系 1
腎尿路系 1

生化学的実習（2）（グループ別にローテーション実習）

(生化学　中村、越野、田中、新敷、實木)
(講義)

(呼吸器外科学　小山)

(衛生学公衆衛生学
佐藤)

14:00～15:40

循環器系 1
腎尿路系 1

(生化学　中村、越野、
田中、新敷、實木)

生化学的実習（3）（グ
ループ別にローテー
ション実習）

医療人としての感染対
策と健康管理

(講義)

情報処理・統計-9

区間推定の基礎　～信
頼区間の考え方を学習
する～

(講義)

呼吸器系 2-12

先天性肺疾患

(呼吸器外科学
神楽岡)

(講義)

(実習)

肺腫瘍（3） 肺循環障害 自己学修

呼吸器系 2-15 呼吸器系 2-16

肺腫瘍（１）

(呼吸器内科学　武山) (呼吸器外科学　神崎)

肺腫瘍（2）

全身疾患と肺病変 自己学修

(講義) (講義) (テュートリアル)

(呼吸器内科学　近藤) (呼吸器内科学　近藤)

呼吸器系 2-13 呼吸器系 2-14
16:45～17:55

後期 VI-7

(講義) (講義) (テュートリアル)

呼吸器系 2-10 呼吸器系 2-11

拘束性肺疾患（2）

令和2年度　Segment4　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ

(テュートリアル) (テュートリアル)

14:00～15:40 15:50～17:00

課題4-1 自己学修

(テュートリアル) (テュートリアル)

(選択科目)

15:20～16:30

後期 V-7

(選択科目)

(呼吸器外科学　西内) (呼吸器外科学　神崎)

物理･化学的原因によ
る肺障害

肺腫瘍（5）

15:50～17:00

課題4-2 自己学修

呼吸器系 2-18
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09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

11
／
23

月

11
／
24

火

11
／
25

水

第

13

週

11
／
26

木

11
／
27

金

11
／
28

土

(呼吸器外科学　松本)
(呼吸器内科学

多賀谷)
(呼吸器内科学

多賀谷)

(講義)

呼吸器系 2-29 呼吸器系 2-30 呼吸器系 2-31

感染性肺疾患（4）　嚢
胞および拡張性気管
支・肺疾患

アレルギー性気道・肺
疾患（1）

アレルギー性気道・肺
疾患（2）

呼吸器系 2-27 呼吸器系 2-28

呼吸器異常構造、画像
診断（1）

呼吸器異常構造、画像
診断（2）

(画像診断学・核医学
坂井)

(画像診断学・核医学
坂井)

(講義)

呼吸器系 2-24

肺癌ならびに縦隔腫瘍
の放射線治療

(放射線腫瘍学　橋本)

(講義) (講義) (講義) (講義)

基本的・医学的表現技
術-1

基本的・医学的表現技
術-2

(呼吸器外科学　井坂) (呼吸器外科学　小山)

(講義)

呼吸器系 2-23

肺腫瘍（4）

(呼吸器外科学　井坂)

(講義) (講義)

呼吸器系 2-21 呼吸器系 2-22

横隔膜・胸壁疾患 胸膜疾患

医学論文の読解と要旨
作成１(演習）

医学論文の読解と要旨
作成2(演習）

(法医学　木林)
(化学　佐藤)

(日本語学　辻村)

(法医学　木林)
(化学　佐藤)

(日本語学　辻村)

(講義)

情報処理・統計-10

仮説検定の基礎　～検
定の意義、手順を学習
する～

(衛生学公衆衛生学
佐藤)

(講義)

呼吸器系 2-19

縦隔疾患（１）

(呼吸器外科学　村杉)
(講義) (講義)

(講義)

呼吸器系 2-20

縦隔疾患（2）

(呼吸器外科学　村杉)

閉塞性肺疾患（1） 閉塞性肺疾患（2） 自己学修

後期 V-8

(講義) (講義) (テュートリアル)

(選択科目)

16:45～17:55

後期 VI-8

(選択科目)

15:20～16:30

令和2年度　Segment4　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ

(八千代医療センター
呼吸器内科　桂)

(八千代医療センター
呼吸器内科　桂)

勤労感謝の日

呼吸器系 2-25 呼吸器系 2-26

(テュートリアル)

14:00～15:40 15:50～17:00

課題4-3 自己学修

(テュートリアル)
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

11
／
30

月

12
／
1

火

12
／
2

水

第

14

週

12
／
3

木

12
／
4

金

12
／
5

土

泌尿器腫瘍(1)　尿路
上皮腫瘍(膀胱)

腎移植

(泌尿器科学　川口総
合病院　橋本) (泌尿器科学　田邉)

(腎臓内科学　板橋) (移植管理課　石田)
(講義) (講義)

腎尿路系 2-11 腎尿路系 2-12

(講義) (講義)

腎尿路系 2-9 腎尿路系 2-10

原発性糸球体疾患(1)
急性糸球体腎炎、急速
進行性糸球体腎炎

腎・泌尿器疾患(5)
腎・尿路外傷

腎・泌尿器疾患(2)　先
天性疾患①(腎、腎盂)

腎・泌尿器疾患(3)　先
天性疾患②(尿管、膀
胱)

(泌尿器科学　鈴木) (泌尿器科学　鈴木)

(講義)

腎尿路系 2-5

腎・泌尿器疾患(4)
嚢胞性腎疾患

(泌尿器科学　吉田)

(泌尿器科学　田邉) (泌尿器科学　吉田)
(講義) (講義)

腎尿路系 2-3 腎尿路系 2-4

(講義) (講義)

腎尿路系 2-1 腎尿路系 2-2

２次性高血圧症　腎血
管性

腎・泌尿器疾患(1)　尿
路結石症

創立記念日

腎疾患の治療（1）　薬
物、ステロイド、免疫抑
制薬、ARB含む

(東医療センター
内科　大前)

(実習)

循環器系 1
呼吸器系 1

生理学的実習（2）心筋細胞のイオンチャネル
生理学的実習（2）スパイロメトリー、肺胞換気とガス交換
（グループ別にローテーション実習）

(生理学（神経生理学分野）　宮田、片山、三好、緑川、植田、尾崎、
河村、金谷）

腎尿路系 2-6

血圧と腎疾患、良性腎
硬化症、悪性腎硬化症

(東医療センター　内科
小川)

(講義)

腎尿路系 2-7

膀胱機能障害(OABな
ど)

(泌尿器科学　濵﨑)

16:45～17:55

後期 VI-9

(選択科目)

15:20～16:30

(講義)

(講義)

情報処理・統計-11

平均値の推定と検定
～平均値の検定、区間
推定を学習する～

(衛生学公衆衛生学
佐藤)

(講義)

呼吸器系 2-32

外傷・異物

(講義)

呼吸器系 2-33

後期 V-9

(テュートリアル)

課題4-4

(実習)

循環器系 1
呼吸器系 1

(テュートリアル)

14:00～15:40

(講義)

腎尿路系 2-8

(テュートリアル)

自己学修

(選択科目)

15:50～17:00

令和2年度　Segment4　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ

生理学的実習（1）心筋細胞のイオンチャネル
生理学的実習（1）スパイロメトリー、肺胞換気とガス交換
（グループ別にローテーション実習）

(生理学（神経生理学分野）　宮田、片山、三好、緑川、植田、尾崎、
河村、金谷）

自己学修

(呼吸器外科学　松本) (睡眠科　山口)

睡眠時無呼吸症候群
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

12
／
7

月

12
／
8

火

12
／
9

水

第

15

週

12
／
10

木

12
／
11

金

12
／
12

土

泌尿器腫瘍(3)　その他
の腫瘍(陰茎、後腹膜
など)

泌尿器腫瘍の放射線
治療

(泌尿器科学　飯塚) (放射線腫瘍学　橋本)

(講義)

腎尿路系 2-19

原発性糸球体疾患(2)
糸球体腎炎・ネフロー
ゼ症候群(総論)

(腎臓内科学　内田)

(腎臓内科学　佐藤)
(血液浄化療法科

塚田)
(講義) (講義)

腎尿路系 2-17 腎尿路系 2-18

(講義) (講義)

腎尿路系 2-15 腎尿路系 2-16

尿細管間質疾患(１)尿細
管間質性腎炎、腎血管障
害、薬剤性・医原性腎障
害

尿細管間質疾患(2)電
解質異常とその治療

(講義)

腎尿路系 2-22

原発性糸球体疾患(3)
慢性糸球体腎炎(IgA腎
症、紫斑病性腎炎)

(腎臓内科学　森山)

(講義)

腎尿路系 2-23

(衛生学公衆衛生学
佐藤)

原発性糸球体疾患(4)　ネ
フローゼ症候群(各論；微
小変化型、膜性腎症など)

(腎臓内科学　森山)

後期 V-10 後期 VI-10

生理学的実習（4）心筋細胞のイオンチャネル
生理学的実習（4）スパイロメトリー、肺胞換気とガス交換
（グループ別にローテーション実習）

(生理学（神経生理学分野）　宮田、片山、三好、緑川、植田、尾崎、
河村、金谷）

頻度の推定と検定　～
頻度の検定、区間推定
を学習する～

令和2年度　Segment4　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ

(講義) (講義) (テュートリアル) (テュートリアル) (テュートリアル)

腎尿路系 2-13 腎尿路系 2-14
14:00～15:40 15:50～17:00

泌尿器腫瘍(2)　尿路
上皮腫瘍(腎盂尿管)

副腎疾患 自己学修 課題5-1 自己学修

(東医療センター　泌尿
器科　近藤) (泌尿器科学　飯塚)

(講義) (講義) (テュートリアル) (テュートリアル) (テュートリアル)

(選択科目) (選択科目)

15:20～16:30 16:45～17:55

腎尿路系 2-20 腎尿路系 2-21
14:00～15:40 15:50～17:00

腎・泌尿器疾患(6)　尿
路感染症、尿路結核

続発性糸球体疾患(1)
（DM腎症など）　遺伝性
腎疾患（遺伝性腎炎・多
発性嚢胞腎）

自己学修 課題5-2 自己学修

(泌尿器科学　高木)
(多発性嚢胞腎病態

研究部門　望月)

(実習)

循環器系 1
呼吸器系 1

生理学的実習（3）心筋細胞のイオンチャネル
生理学的実習（3）スパイロメトリー、肺胞換気とガス交換
（グループ別にローテーション実習）

(生理学（神経生理学分野）　宮田、片山、三好、緑川、植田、尾崎、
河村、金谷）

(実習)

循環器系 1
呼吸器系 1

(講義)

情報処理・統計-12
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

12
／
14

月

12
／
15

火

12
／
16

水

第

16

週

12
／
17

木

12
／
18

金

12
／
19

土

腎尿路系 2-29

尿細管間質疾患(3)遺
伝性尿細管疾患、尿細
管性アシドーシス、利
尿薬

腎不全（1）　慢性腎臓
病（CKD）総論

泌尿器腫瘍(4)　腎腫
瘍

腎疾患の治療（2）
脱水症と輸液療法

(泌尿器科学　高木)
(多発性嚢胞腎病態

研究部門　望月)

(多発性嚢胞腎病態
研究部門　片岡) (腎臓内科学　新田)

(講義) (講義)

腎尿路系 2-32 腎尿路系 2-33

(講義)

腎尿路系 2-26

画像診断（1）　腎・泌尿
器疾患上部尿路

(画像診断学・核医学
田嶋)

(講義)

腎尿路系 2-27

画像診断（2）　腎・泌尿
器疾患下部尿路

(画像診断学・核医学
田嶋)

15:50～17:00

令和2年度　Segment4　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ

(講義) (講義) (テュートリアル) (テュートリアル) (テュートリアル)

腎尿路系 2-24 腎尿路系 2-25
14:00～15:40

(生理学（神経生理学分野）　宮田、片山、三好、緑川、植田、尾崎、
河村、金谷）

続発性糸球体疾患(2)
膠原病・血管炎に伴う
腎障害(ループス腎炎
など)

続発性糸球体疾患(3)
血液疾患に伴う腎障害
(アミロイド腎など)、妊娠と
腎

自己学修 課題5-3 自己学修

(腎臓内科学　唐澤) (腎臓内科学　内田)

自己学修

(講義) (講義) (テュートリアル) (テュートリアル) (テュートリアル)

(実習)

循環器系 1
呼吸器系 1

生理学的実習（5）心筋細胞のイオンチャネル
生理学的実習（5）スパイロメトリー、肺胞換気とガス交換
（グループ別にローテーション実習）

腎尿路系 2-30 腎尿路系 2-31
14:00～15:40 15:50～17:00

腎不全（2）　慢性腎臓
病各論（CKD3～5の病
態）

腎不全(3)　急性腎障
害（AKI)

自己学修 課題5-4

(講義)

生殖器系 1-1

女性生殖器の微細構
造

(解剖学(顕微解剖学・
形態形成学分野)　菊田)

(多発性嚢胞腎病態
研究部門　片岡)

(血液浄化療法科
土谷)

(講義) (講義)

腎尿路系 2-28

(実習)

循環器系 1
呼吸器系 1

生理学的実習（6）心筋細胞のイオンチャネル
生理学的実習（6）スパイロメトリー、肺胞換気とガス交換
（グループ別にローテーション実習）

(生理学（神経生理学分野）　宮田、片山、三好、緑川、植田、尾崎、
河村、金谷）

(解剖学(顕微解剖学・
形態形成学分野)　菊田) (産婦人科学　高橋)

(講義) (講義)

生殖器系 1-2 生殖器系 1-3

女性生殖器の微細構
造

産婦人科面接法、診察
法、心理的配慮
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

1
／
4

月

1
／
5

火

1
／
6

水

第

17

週

1
／
7

木

1
／
8

金

1
／
9

土

(泌尿器科学　田邉)
(解剖学(顕微解剖学・

形態形成学分野)　北原 )
(解剖学(顕微解剖学・

形態形成学分野)　北原 )

(講義)

腎尿路系 2-39

小児腎疾患（3）

(腎臓小児科　三浦)

15:20～16:30

特別講義 男性生殖器の解剖

(八千代医療センター
泌尿器科　乾)

(講義) (講義)

生殖器系 1-5 生殖器系 1-6

男性生殖器の発生 男性生殖器の微細構
造と機能

(八千代医療センター
泌尿器科　乾)

(腎臓小児科　服部) (腎臓小児科　三浦)
(講義) (講義)

腎尿路系 2-40 生殖器系 1-4

(講義)

腎尿路系 2-36

腎不全（3）　急性腎障
害（AKI）

(血液浄化療法科
花房)

(講義) (講義)

腎尿路系 2-37 腎尿路系 2-38

小児腎疾患（1） 小児腎疾患（2）

冬季休業

(選択科目)

(講義)

腎尿路系 2-34

腎疾患の治療（3）　食
事および生活指導

(腎臓内科学　板橋)
(血液浄化療法科

花房)

16:45～17:55

後期 V-11 後期 VI-11

(講義)

(選択科目)

令和2年度　Segment4　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ

(講義)

腎尿路系 2-35

腎疾患の治療（4）　血
液浄化療法（CKD5Dも
含めて）

(実習)

生殖器系 1

男性生殖器組織

(解剖学(顕微解剖学・形態形成学分野)　　北原、菊田、森島)

(実習)

生殖器系 1

女性生殖器組織

(解剖学(顕微解剖学・形態形成学分野)　菊田、北原、森島)

生殖器系 1-7

男性生殖器の微細構
造と機能

(泌尿器科学　高木) (泌尿器科学　高木)

(講義) (講義)

生殖器系 1-8 生殖器系 1-9

男性生殖器局所解剖 男性ホルモンの動態と
精子産生、射精の機序
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

1
／
11

月

1
／
12

火

1
／
13

水

第

18

週

1
／
14

木

1
／
15

金

1
／
16

土

(産婦人科学　石谷) (産婦人科学　本橋)
(実習)

生殖器系 2

病理学的実習(4)　男性生殖器の病理

(病理学（実験病理学分野）
小田、種田、宇都、吉澤、井藤)(泌尿器科学　飯塚)

(講義)

生殖器系 1-13

(循環器内科学　萩原、上野、関口)　　(心臓血管外科学　新浪、齋藤、市原)
(予防医学科・循環器内科　村崎)　　（呼吸器内科学　多賀谷、八木）

（腎臓内科学　新田、森山、唐澤、佐藤、秋山）　（泌尿器科学　田邉、鈴木、石井）
（中央検査部　横山）

(講義) (講義)

生殖器系 1-10 生殖器系 1-11

女性ホルモンの動態と
更年期

女性生殖器局所解剖

(講義)

乳腺検査法

(画像診断学・核医学
坂井)

(講義)

生殖器系 2-1

子宮悪性腫瘍（体癌）

(産婦人科学　田畑)

(講義)

生殖器系 1-19

受精 婦人科検査法

(実習)

循環器系 1
呼吸器系 1
腎尿路系 1

(産婦人科学　中林)
(母子総合医療
センター　小平)

女性生殖器の発育と排
卵月経開始

生殖器系 1-14 生殖器系 1-15

(講義)

生殖器系 1-18

泌尿器科面接法心理
的配慮

男性生殖器の検査方
法とその画像

(泌尿器科学　小内)
(講義)

生殖器系 1-16

(講義)

令和2年度　Segment4　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

成人の日

Ⅵ

(選択科目)

(実習)

15:20～16:30

循環器系 1
呼吸器系 1
腎尿路系 1

(講義)

生殖器系 1-12

臨床実習（1）　臨床心電図、スパイロメトリー（臨床）、尿沈渣
　　　　　　　　　（グループ別にローテーション実習)

後期 V-12

(選択科目)

16:45～17:55

後期 VI-12

臨床実習（2）　臨床心電図、スパイロメトリー（臨床）、尿沈渣
　　　　　　　　　（グループ別にローテーション実習)

乳腺の発育・構造と機
能

(講義)

生殖器系 1-17

(産婦人科学　劉)

(循環器内科学　萩原、上野、関口)　　(心臓血管外科学　新浪、齋藤、市原)
(予防医学科・循環器内科　村崎)　　（呼吸器内科学　多賀谷、八木）

（腎臓内科学　新田、森山、唐澤、佐藤、秋山）　（泌尿器科学　田邉、鈴木、石井）
（中央検査部　横山）

(画像診断学・核医学
森田)

(乳腺･内分泌外科学
堀内)

女性生殖器の画像
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

1
／
18

月

1
／
19

火

1
／
20

水

第

19

週

1
／
21

木

1
／
22

金

1
／
23

土

(泌尿器科学　小内) (泌尿器科学　飯塚)

(講義) (講義)

生殖器系 2-20 生殖器系 2-21

良性卵巣腫瘍 悪性卵巣腫瘍

(産婦人科学　橋本) (産婦人科学　橋本)

(講義)

生殖器系 2-19

子宮悪性腫瘍（頸が
ん）

(東医療センター
産婦人科　長野)

(講義) (講義)

生殖器系 2-17 生殖器系 2-18

生殖器と尿失禁 陰茎腫瘍　尿道腫瘍
尿膜管癌

(講義)

生殖器系 2-15 生殖器系 2-16

子宮良性腫瘍 子宮内膜症

(産婦人科学　熊切) (産婦人科学　熊切)

不妊治療　体外受精
胚移植

(産婦人科学　中林)

(講義) (講義)

生殖器系 2-13 生殖器系 2-14

男性の性ホルモンとそ
の異常　男性機能障害
（ED)

絨毛性疾患

(泌尿器科学　吉田) (産婦人科学　菅野)

(講義)

生殖器系 2-11

リプロダクティブヘル
ス・ライツ、避妊

(産婦人科学　安達)
(講義)

生殖器系 2-12

(講義)

男性生殖器の感染症 女性の不定愁訴更年
期老年期

女性不妊の原因と診断

(泌尿器科学　高木) (産婦人科学　高橋) (産婦人科学　安達)

(講義) (講義) (講義)

生殖器系 2-8 生殖器系 2-9 生殖器系 2-10

生殖器系 2-6 生殖器系 2-7

外陰・膣の疾患 女性生殖器の先天異
常

(産婦人科学　石谷) (産婦人科学　熊切)

(泌尿器科学　鈴木)

(講義)

生殖器系 2-5

月経異常の成因とホル
モン治療

(産婦人科学　安達)
(講義) (講義)

(講義)

生殖器系 2-2 生殖器系 2-3 生殖器系 2-4

前立腺良性腫瘍 男性不妊の原因と診断 男性生殖器の先天異
常

(講義) (講義)

(東医療センター輸血・
細胞治療部　小林)

(東医療センター
泌尿器科　土岐)

後期 VI-13

(実習)

循環器系 1
呼吸器系 1
腎尿路系 1

臨床実習（3）　臨床心電図、スパイロメトリー（臨床）、尿沈渣
　　　　　　　　　（グループ別にローテーション実習)

(循環器内科学　萩原、上野、関口)　　(心臓血管外科学　新浪、齋藤、市原)
(予防医学科・循環器内科　村崎)　　（呼吸器内科学　多賀谷、八木）

（腎臓内科学　新田、森山、唐澤、佐藤、秋山）　（泌尿器科学　田邉、鈴木、石井）
（中央検査部　横山）

(選択科目)

15:20～16:30

後期 V-13

(選択科目)

16:45～17:55

女性生殖器の感染症

(産婦人科学　秋澤)

(講義)

生殖器系 2-22

令和2年度　Segment4　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

1
／
25

月

1
／
26

火

1
／
27

水

第

20

週

1
／
28

木

1
／
29

金

1
／
30

土

受精のメカニズム

(産婦人科学　安達)

臓器の形成

(母子総合医療セン
ター　橋本)

(解剖学(顕微解剖学・
形態形成学分野)　森島)

(母子総合医療センター
藏本) (薬理学　塚原)

(講義) (講義)

妊娠と分娩-4 妊娠と分娩-5

胎盤（機能と形態）

(講義)

妊娠と分娩-1

科目の概要、妊娠の成
立、胎児の発生と教育

(母子総合医療
センター　小川)

(講義) (講義)

(講義)

生殖器系 2-24 生殖器系 2-25

精巣と副睾丸の異常
精巣腫瘍

乳腺良性腫瘍 乳がん

(講義)

生殖器系 2-23

前立腺悪性腫瘍

(講義) (講義)

生殖器系 2-26

(実習)

循環器系 1
呼吸器系 1
腎尿路系 1

臨床実習（4）　臨床心電図、スパイロメトリー（臨床）、尿沈渣
　　　　　　　　　（グループ別にローテーション実習)

(循環器内科学　萩原、上野、関口)　　(心臓血管外科学　新浪、齋藤、市原)
(予防医学科・循環器内科　村崎)　　（呼吸器内科学　多賀谷、八木）

（腎臓内科学　新田、森山、唐澤、佐藤、秋山）　（泌尿器科学　田邉、鈴木、石井）
（中央検査部　横山）

(講義) (講義)

後期 VI-14

(泌尿器科学　橋本)
（乳腺･内分泌外科学

野口)

妊娠と分娩-2 妊娠と分娩-3

妊娠中の母体の生理
的現象

(泌尿器科学　橋本)

（八千代医療センター
乳腺・内分泌外科

地曵)

(選択科目)

(母子総合医療セン
ター　水主川)

妊娠と分娩-7

令和2年度　Segment4　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ

(選択科目)

16:45～17:55

一般入学試験　

15:20～16:30

後期 V-14妊娠／小児と薬物

妊娠と分娩-6

胎盤の異常（常位胎盤
早期剥離、前置胎盤）

生殖器系 2 生殖器系 2 生殖器系 2 生殖器系 2

(実習) (実習) (実習) (実習)

(東医療センター病理診断科　増永）
(病理学（実験病理学分野）種田、宇都、

吉澤、井藤) (産婦人科学　中林)
(乳腺･内分泌
外科学　塚田) (産婦人科学　秋澤)

病理学的実習(5)　女性生殖器の病理 婦人科診察法 乳腺診察法 女性生殖器系組織診、
細胞診
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

2
／
1

月

2
／
2

火

2
／
3

水

第

21

週

2
／
4

木

2
／
5

金

2
／
6

土

病理学的実習(7)　妊娠の病理

(東医療センター病理診断科　増永）
(病理学（実験病理学分野）　種田、宇都、

吉澤、井藤)

(実習)

生殖器系 2

病理学的実習(6)　乳腺の病理

(病理学（実験病理学分野）
吉澤、種田、宇都、井藤)

(講義) (講義)

妊娠と分娩-13 妊娠と分娩-14

(講義)

妊娠と分娩-22

(医学教育学　大久保、山内)

合併症妊娠（内科外科
疾患合併）

流早産、異所性妊娠

(産婦人科学　小林)

(講義)

正常・異常産褥

(母子総合医療
センター　永田)

医学の学び方・考え方-2,3

問題発見・解決能力評価（演習）

(講義)

妊娠と分娩-18

妊娠中、分娩時の麻酔

(麻酔科学　長坂)

多胎妊娠 正常妊娠の管理

(選択科目)

15:20～16:30

母子保健

(講義)

妊娠と分娩-19

異常分娩（CPD、回旋
異常）

(東医療センター橋本)

妊娠と分娩-20

(解剖学(顕微解剖学・形態形成学分野)　北原、森
島、菊田)

(母子総合医療センター　和田、戸津)
　(循環器小児科　島田)

(講義)
(産婦人科学　小林)

胎児循環

(講義)

合併症妊娠（婦人科疾
患合併）

(八千代医療センター
婦人科　正岡)

(母子総合医療セン
ター鈴木)

(八千代医療センター
婦人科　正岡)

(実習)(講義) (講義)

妊娠と分娩-16 妊娠と分娩-17

(東医療センター産婦
人科　橋本)

妊娠高血圧症候群、産
科ショック

胎児発育不全、羊水の
異常

母子総合医療センター
佐藤)

(八千代医療センター
母体胎児科　中島)

妊娠と分娩

(八千代医療センター
母体胎児科　三谷)

(講義) (講義)

妊娠と分娩-11 妊娠と分娩-12

(講義)

妊娠と分娩-15

(講義) (講義)

妊娠と分娩-9 妊娠と分娩-10

正常分娩の経過と管理 分娩監視と胎児機能不
全

分娩の生理、三要素

(東医療センター産婦
人科　橋本)

妊娠と分娩-21

遺伝相談・出生前診断

(母子総合医療
センター　金沢)

(講義)

妊娠と分娩-8

(母子総合医療
センター　水主川)

(実習)

妊娠と分娩

後期 V-15

(選択科目)

16:45～17:55

後期 VI-15

令和2年度　Segment4　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

2
／
8

月

2
／
9

火

2
／
10

水

第

22

週

2
／
11

木

2
／
12

金

2
／
13

土

呼吸器系 1(試験）
10：00～11：30

臨床診断総論(試験）
10:00～11:30

(試験)

10:00～11:30

循環器系 1(試験）
10:00～11:30

(試験)

10:00～11:30

(試験)

(試験)

10:00～11:30

循環器系 2(試験）
10：00～11：30

10:00～11:30

建国記念日

令和2年度　Segment4　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

2
／
15

月

2
／
16

火

2
／
17

水

第

23

週

2
／
18

木

2
／
19

金

2
／
20

土

生殖器系 2(試験）
10：00～11：30

(試験)

10:00～11:30

生殖器系 1(試験）
10：00～11：30

(試験)

10:00～11:30

腎尿路系 1(試験）
10：00～11：30

(試験)

10:00～11:30

腎尿路系 2(試験）
10：00～11：30

(試験)

10:00～11:30

呼吸器系 2(試験）
10：00～11：30

(試験)

10:00～11:30

令和2年度　Segment4　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

2
／
22

月

2
／
23

火

2
／
24

水

第

24

週

2
／
25

木

2
／
26

金

2
／
27

土

(追・再試験) (追・再試験)

10:00～11:30 13:00～14:30

呼吸器系 2(追・再試）
13：00～14：30

腎尿路系 1(追・再試）
13：00～14：30

10:00～11:30 13:00～14:30

循環器系 2(追・再試）
10：00～11：30

呼吸器系 1(追・再試）
13：00～14：30

臨床診断総論(追・再
試）　13：00～14：30

(追・再試験) (追・再試験)

(追・再試験)

10:00～11:30

天皇誕生日

(試験)

10:00～11:30

妊娠と分娩(試験）
10：00～11：30

(追・再試験)

13:00～14:30

循環器系 1(追・再試）
13：00～14：30

令和2年度　Segment4　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

3
／
1

月

3
／
2

火

3
／
3

水

第

25

週

3
／
4

木

3
／
5

金

3
／
6

土

(追・再試験) (追・再試験)

10:00～11:30 13:00～14:30

生殖器系 2(追・再試）
10：00～11：30

妊娠と分娩(追・再試）
13：00～14：30

(追・再試験) (追・再試験)

10:00～11:30 13:00～14:30

腎尿路系 2(追・再試）
10：00～11：30

生殖器系 1(追・再試）
13：00～14：30

令和2年度　Segment4　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ
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